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　オアシスの精せい霊れいであるひばりは珍めずらしく本性のまま、白はく昼ちゆうを闊かつ歩ぽしていた。

　癖くせのある水銀色の猫毛を揺ゆらす風は噂うわさを運び、何事かを囁ささやきかけてくる。

　かつて音をこよなく愛する双ふた子ごの神が、この世のすべてを音より編あみ出したという。

　ヒトが暮くらす領域に比べて、より意味を捉とらえやすいここ──精霊界は音で溢あふれていた。

　だから普段、小鳥に擬ぎ態たいしているひばりも人型で出歩いているのだ。

　ひばりは音の奔ほん流りゆうに耳をすませて、謁えつ見けんの間まへと続く花道を進む。

　赤あか薔ば薇ら、花一華アネモネ、麝香撫子カーネーシヨン、椿つばき。

　四季折々の花がいっせいにほころび、生を讃たたえて歌っている。

　その壮そう麗れいな花道を抜ければ、謁見の間が見えてきた。最さい奥おう部ぶに広がる高台は天てん蓋がいつきで、真しん紅くの絨じゆう毯たんが敷しかれ、数人の人影を視認できる。ひばりはため息をつく。

（精せい霊れい王おうからのお呼び出しとか、イイ予感が一つもないよねー）

　高座で抱きかかえられた銀髪の子供も、檳びん榔ろう樹じゆの葉で扇あおぐ妖よう艶えんな精霊たちも、肌の露ろ出しゆつが激しい装よそおいだ。中でも、子供は幼おさなさにそぐわない宝飾品をこれでもかとつけている。

　ひばりは正直関わりたくなかったが、気づかれてしまう。

　子供は身を乗り出す。頭ず巾きんの飾りがきらめき、長髪が肩からこぼれた。

「遅おそかったではないか！　待ちくたびれたぞ！」

「まるで侍じ従じゆうかなにかみたいに気軽に呼びつけないでくれるー？　こっちにだって都合があるんだけど！　そのままくたびれて、干ひからびちゃえばよかったのにねぇ」

　けたけたと笑えば、子供はへにゃりと情なさけない顔で、自分を抱かかえる精霊に泣きついた。

「ディ、ディオルが反はん抗こう期きじゃ！　我わが輩はいをイジメる！」

「あらぁ精霊王様、おかわいそう！　こちらにいらして、あたくしが慰なぐさめて差し上げ」

「ちょっとっ、精霊王さまに近すぎよ！　……精霊王さまぁ、どうぞ私の胸に！」

「おお。豊かな双そう丘きゆうが戯たわむれる様は、なんとも心が洗われるのう」

「………………うーわー」

　そう。精霊たちの豊ほう満まんな胸元を堪たん能のうしている子供の正体こそ、この美しくも危うい精霊界の頂点に君くん臨りんする存在──精霊王だった。世も末である。

「あのさー、変へん態たいにディオルとか呼ばれたくないんだけどー。正式な真ま名なで呼んでたら、川流しの刑に処しよしてたよ！　用があるなら早く言いなよ、ていうかとっとと言え！」

「まあ、まあまあ。そうカリカリするでない。短気は損そん気き、骨ほねを食すとよかろう。……しかし、そなたはまこと不ふ遜そんよの。我輩、一応精霊王なんじゃが」

「わざと外見の成長を止めた変態を敬うやまうとか冗じよう談だんやめてよねー。で、なんなのー？」

「そなたはとぼけるのが実に上う手まい。……例のヒトの娘むすめは壮そう健けんかの？」

　その話か。ひばりはこれみよがしに舌した打うちした。

　精霊はヒト嫌いが大半だが、例外はある。

　それは今もムジカ大陸にはびこり、人間にあだなすラー・シャイの魔ま物ものを封ふうじられる能力者、〈楽師カンタンテ〉。双そう神しんの片割れたる〈神しん王おう〉スヴェトリースに〈楽術ネウマ〉──自然を操あやつる歌声を与えられ、地上を護まもる使命を帯びた歌い手だけは、精霊も衒てらいなく愛めでていた。

　精霊界でも頻ひん繁ぱんに話題にのぼる例のヒトの娘は、ひばりがよく知っている。なにせ歌声に惚ほれこみ、十七年前からそばで見守ってきたのだから。

「今日も精霊さまを伝でん書しよ鳩ばとがわりに利用するくらいには元気だよー」

「うむ、まこと興味深い存在よ。まさか一度は喪うしなわれた力が徐じよ々じよに戻ってくるとは……未熟な娘だが、これだからヒトの観察はやめられぬ。御お上かみも喜んでおるし、よきかな」

　一度は喪われた力、と意味深な響ひびきに、ひばりは眉まゆをひそめた。

　世界を構築するありとあらゆるモノは五つの属性に分類される。ヒトの魂たましいもこの法ほう則そくに沿そっており、一人前の〈楽師〉でも魂と異なる属性を操るのは至し難なんの業わざだ。

　しかし、例のヒトの娘は特別だった。ムジカ石という〈楽師〉の歌声に呼応して光る石を、彼女は現在確認されている能力者で唯ゆい一いつ、虹にじ色いろに輝かがやかせることができた。

　ゆえにイリス王国の次期最高司祭プテイ・エトワールであった彼女は精霊界だけでなく、ヒトの間でも知らぬ者はいない有名人──だった。

（まぁ精霊王の言う通り、今は別色五色が限界だから過去形だけどさー）

〈神王〉と喧けん嘩か別れし、地の底で破は滅めつの旋せん律りつを生み出す〈魔ま王おう〉ザハディオーンによって、彼女は天てん賦ぷの歌声を奪うばわれてしまったのだ。ゆがめられた音感のせいで、一時期は死神が降こう臨りんしそうな音おん痴ちだったが、たゆまぬ努力の末に歌声を取り戻しつつあった。

　彼女は今、次期最高司祭だった頃の名前を捨て、真名を名乗って生き直している。

「……話ってそれだけ？　帰っていいー？」

「いや待て、急くでない。例の計画はいったいどうなった？　疾とく片づけてしまえ」
















「弱腰の分際で、おれに指さし図ずしないでくれるー？　よかったねー、精霊王で。ニンフに扇がれるだけの簡単なお仕事だもんねぇ。これがヒトなら無職で野垂れ死ぬのにねー」

　にこやかに毒を含ませると、精霊王は凜り々りしい眉をゆがめて胃いを押さえた。

「うう、しくしくと痛むぞ。そなたは中間管理職の労苦をわかっておらんのだ！　飽あいた者の横おう暴ぼうさといったら……八つ当たりの的まとにされる我輩の身にもなっておくれ。そして一刻も早く遂すい行こうせよ！　……ディオル、そなたとて承しよう知ちのはずよ。対価を支払うのだ」

　口を開かなければ美少年である精霊王の真顔に、一いつ瞬しゆんにして空気が引きしまる。

　謁見にふさわしい厳おごそかな雰ふん囲い気きを、ひばりは呆あきれ顔で切り捨てた。

「…………いきなりキメ顔になってもさー、胸を揉もんでたら意味ないよー？」

「ハッ、しまった！　胃痛のあまり、無意識のうちに癒いやしを求めてしまった！」

「あーん、精霊王様ぁ！　お茶ちや目めなところもかわいらしい！」

　きゃあ！　黄色い悲鳴を聞き流して、ひばりは踵きびすを返す。付き合うだけ時間の無む駄だだ。

　来た道を戻りながら、上着の懐ふところに手をしのばせる。くしゃりとした感かん触しよくを引きずり出し、陽ひにかざした。宛あて名なは綴つづられていないが、一通の手紙だ。

（あの子もよくやるよなー）

　彼女の偽にせ者もの騒そう動どうが収しゆう束そくした際、イリス王国の第二王子から王おう妃ひの手て土産みやげを渡され、礼状を返してからというもの文通に発展していた。

　本人も首をかしげていたが、第二王子との文通は途と切ぎれることなく続いている。

　まったく、精霊の気も知らないで。ヒトはのんきで羨うらやましい。

「対価、かー。はー、ホント面倒なことになっちゃったなぁ」

　精霊王が言う例の計画は、もはや後戻りできないところまできている。それは〈魔王〉と対たい峙じし、賭かけに敗れかけたあの子を庇かばった時から動き出していた。

　破滅の旋律は、精霊をラー・シャイの魔物へと変えてしまう。そうなったら封印されるしか道はないのだが、ひばりはあの子を助けた褒ほう美びとして消えずにすんでいる。

「──ま、とりあえず保険はかけといた方がいいかなー？」

　神経を研とぎ澄すませずとも、ひばりはここのところ二種類の視線を感じていた。

　一つは大いなる高みから見下ろす、寛かん容ようでいながら冷れい酷こくな眼まなこ。

　もう一つは地の底から覗のぞきこむような──ひばりは瞼まぶたを下ろし、息を吐はき出す。

　時がくれば、もう一つの目も接触をはかってくるだろう。性質は違ちがえど本質は同じだ。

「あとはこいつを第二王子のところに届けなきゃだし。……あーあ」

　ヒトなんてきらいだ。強欲で噓うそつきで無作法で、少しだって信用ならない。

　庇ったことは後こう悔かいしていないが、よかったのか悪かったのか。ひばりにはわからない。

　忌いま々いましく思うものの、命令を断れないのには理由がある。

　こちらに戻ってきてからずっと迷っている、なにが最善なのかと。

（バカな子なんて、少しもかわいくないのにさ）

　なのに使い走りに甘んじている矛む盾じゆんに自じ嘲ちようしてから、ひばりは精霊界をあとにした。




　──退たい屈くつは、神をも殺せる。精霊が摂せつ理りを捻ねじ曲げた対価は重い。
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　酒屋で葡ワ萄イ酒ンを見み繕つくろっていたイヴリーン・シラクは口くち許もとを覆おおった。

「──くしゅん！」

「おんやぁ、風か邪ぜかい？　〈楽師カンタンテ〉の卵が喉のどを痛めちゃ大変だよ」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶ。それより、会計をお願いできまして？」

　店主は「はいな」と仕切台カウンターに置いた、葡萄酒六ろく瓶びんの金額を計算しはじめた。

　イリス王国では酒精アルコール度数の低い葡萄酒なら十六歳から飲める。

　イヴリーンは元々老ふけ顔がお──﨟ろう長たけた容姿なので、たとえ十五歳の時分でも問題なく購こう入にゆうできただろうが、春に十七歳になったので関係のない話だ。

「まいどあり！　体は冷やさんようにな、文化祭も楽しみにしとるよー！」

　会計をすませたイヴリーンは頷うなずき、葡萄酒が入った紙袋を抱かかえ直して店を出る。

　そこで、頭で羽を休めていた小鳥がチルルと鳴く。

「きみ、すっかり顔を覚えられたねー。ま、殺人級の音おん痴ちなんて忘れられ……ぐうぇっ」

　すかさず握にぎりつぶした、このしゃべるひばりの正体は精せい霊れいだ。

　今は小鳥に変化しているが、本来の姿は見み目め麗うるわしい人型である。

　イヴリーンが物心つく前からそばにいるので、長い付き合いだ。

（まったく、もう音痴の汚お名めいは返上したのに失礼してよ！）

　イヴリーンは憤ふん慨がいしたが、かつて殺人級の音痴と評されたのには理由がある。

　イリス王国に一校しかない、〈楽師〉養成教育機関──聖せいフィデール楽がく院いん。

　その高等部三さん楽がく年ねんに在ざい籍せきするイヴリーンには、名前がもう一つあった。

　それは〈音おん律りつの双そう神しん教きよう〉フィデール宗派の次期最高司祭プテイ・エトワールとして、イリス王国に仕つかえていた〈渓けい星せいの歌うた姫ひめ〉エルネスティーヌ。

　圧あつ倒とう的てきな美び貌ぼうと才気、貧ひん民みん街がいの出でありながら王おう太たい子しソンジャンテの婚約者になったことで誰もが知る存在だったが──現在、エルネスティーヌは死んだことになっている。

　どうしてなのか話せば長くなるが……事のはじまりは約一年前の実はち月がつまで遡さかのぼる。

　王宮に現れた魔ま物もののせいで反逆の嫌けん疑ぎをかけられたエルネスティーヌは、王太子の命めいで身分を偽いつわり、本名イヴリーンを名乗り、楽院に潜せん伏ぷくするはめになった。

　本来はプラチナブロンドで、絶世の美び姫きと持てはやされてきた歌姫が、現在も黒髪に黒くろ縁ぶち眼鏡めがねという変装をして地味なのもそのせいだ。

　しかもこの騒そう動どうで〈魔ま王おう〉に音感をゆがめられ、音痴になっていたのだ！

　音痴を指摘してきた同級生リュクシオル・ド・オリヴィエを見返すべく精進し、王宮への帰き還かんに備そなえていたが、楽院の人々や音感を奪った〈魔王〉との一件で未熟さを痛感した。

　──ムジカ石を四色に輝かせる女性が賜たまわる〈歌姫デイーヴア〉の称号に恥はじない〈楽師カンタンテ〉に、今度はイリス国王だけではなく国民のための〈楽師〉になりたい。

　イヴリーンのまま楽院を卒業して生きることを選び、『エルネスティーヌは〈魔王〉の心を癒いやす代だい償しように息絶たえた』と公表してもらった。

　が、ほんの二カ月前、『エルネスティーヌが聖カントゥース神王国に亡ぼう命めいしている』という噂うわさが流れてきたことで事態は一変する。〈魔王〉との駆かけ引ひきで消しよう滅めつしたはずのひばりもいると聞き、イヴリーンはリュクシオルと神王国に乗りこんだ。

　〈音律の双神教〉の総本山、聖カントゥース神王国の元首たる〈神の子フイーリウス〉の大がかりな罠わなだったのだが、王太子の助力もあって解決し、こうしてひばりも戻ってきた。

　──夏だった季節は秋になり、今や葡く萄が月つの終わり。

　今日は帰還が二に楽がつ期きに間に合わず、受けた罰ばつ則そくが免めん除じよになって、二度目の休日だ。

　イヴリーンは休みも音痴矯きよう正せいに費ついやしていたので土と地ち勘かんがなかった。下調べが足りず、先週の休日から無む駄だにした時間を取り戻さなくては。

　二つの紙袋を抱え直すため、ひばりをぽいっと捨てる。

　すると、非難がましくくちばしを鳴らされた。

「ひどい目に遭あったよ！　これだからヒトって粗そ雑ざつでイヤになるねー！」

「自業自得でしょう。わたくしはとっくに音痴ではないもの」

「まぁね、努力は評価してあげるよー。……にしても、罪悪感とか覚えないわけー？」

「どうしてわたくしが罪悪感を覚えなくてはいけなくて？」

「他の生徒はみーんな、休日返上で文化祭の買い出しをしてるっていうのにさー。きみだけ自分の買い物をしてるじゃん！　協調性が死し滅めつしてるよねー」

　その発言を受けて、イヴリーンは辺りを見回す。

　休日だというのに、楽院の制服を着こんだ人間があちらこちらにいる。どの楽がく生せいも紙切れを片手に、きょろきょろしてはなにかを買いこんでいた。

　文化祭──そう。霜月じゆういちがつ一つい日たちと二ふつ日かにかけて、楽院で文化祭が催もよおされるのだ。

　去年は年度末に大競演会グラン・コンクールという、三年に一度開かい催さいされる心技体を競きそう大会があったため中止になっていたので、イヴリーンにとっては生まれて初めての文化祭だった。

（大競演会は楽院主導だったから、鍛たん錬れん以外になにもしなくてすんで楽だったわね）

　文化祭の開催日は、〈神王〉が地上に十二人の御み使つかいを遣つかわした祝祭──黄金祭フエスタ・アウレアという記念日でもある。祝祭の意味合いが強い文化祭は一般人に〈楽術ネウマ〉や〈楽師〉に親しんでもらえるよう、〈楽師カンタンテ〉の卵だからこそ率先して企画する義務があった。

「最終楽年は就職優先なのだから、わたくしが準備に参加する義務などなくてよ。最終日の締しめくくりに披ひ露ろうする、〈楽術ネウマ〉の打ち合わせだけでいいって言われたもの」

「額面通りに受け取ったの、きみだけじゃない？　そもそも、きみは旅芸人志望なんだから就職もクソもないよねー。身一つで生計を立てるわけだしぃ」

「おまえにヒトを労いたわる良心があったとは驚きだわ」

　ひばりは典型的なヒト嫌いの精霊だ。意外に思っていると、「ぷぷ」と笑われる。

「べっつにー？　安定の唯ゆい我が独どく尊そんっぷりだなーって感心してたんだよー」

「焼き鳥の具材になりたいのね？　それならそうと早く言いなさいな」

「邪じや悪あくすぎて言葉もないね。……あっれー、あんなところに」

　わざとらしい声に導みちびかれるように、イヴリーンは視線を泳がせた。

　大通りを挟はさんだ向かいの店から、見慣れた三人組の少女が出てくる。

　それぞれ大きな紙袋を、大切そうに抱えている。イヤな時機に出くわした。

　素通りしようと思ったが、そのうちの一人と目が合ってしまう。

　一つにまとめた金髪を揺ゆらし、大きく手を振る彼女はザザ。

　これで無視したらあとが面倒そうだ。イヴリーンは深く息をつく。

　諦あきらめて体の向きを変えれば、ザザの隣となりにいた少女の顔色が青くなる。

「シ、シラクさんっ、逃にげてぇ────ッ！」

「………………え？」

　いつにない大声と、甲かん高だかい馬の嘶いななき。空から回まわる轍わだちの音に、ひどい耳鳴りが伴ともなう。

　イヴリーンが首をめぐらすと、暴走した乗合馬車がすぐそこまで迫せまっていた。




「う、ぐ……ひっく……よ、よか、よかったよぅ……シラクさんカッコイイ……」

「ミレイユ、落ち着いて。泣くかうっとりするか、どちらかにしておきましょうね～」

　逃げてと絶ぜつ叫きようした少女──ミレイユを、おっとりとなだめているのはコレットだ。

　道みち端ばたで泣かれ、どうしたものかと思案していたら、ザザがそっと言葉を添そえる。

「ミレイユじゃないけど、ホント何事もなくてよかったよ」

「さっきのは『木』と『水』の〈楽術〉よね。蔓つるが車輪を搦からめ捕って、そこで落ちた速度を、さらに水すい膜まくでやわらげて……ああいう使い方もあるのねぇ、驚おどろいてしまったわ」

　コレットが感じ入ったように漏もらす。

　その呟つぶやきに、イヴリーンは頭の重みを意識した。

　今はそ知らぬ顔でくつろいでいるが、『水』の〈楽術〉を発動したのはひばりだろう。

「う、うん。すごい一いつ瞬しゆんの出来事だったよ、ね！　シラクさんだけじゃなくて、お店にもお客さんにも被害がなくて、ホントによかったね！　みんなも拍はく手しゆ喝かつ采さいだったし！」

「そりゃ〈楽術ネウマ〉はすごかったけど、やっぱ正面から立ち向かうのはダメでしょ。さっきは無傷ですんだけど、大丈夫って保証はないんだし。ちゃんと避よけなさいよ？」

　泣きやんだミレイユが我がことのように喜び、ザザが忠告してくる。

　……〈魔王〉が楽院に降こう臨りんした一件で、楽院の人間にはイヴリーンとエルネスティーヌが同一人物だと知られている。だから彼女たちも歌姫の力は承知のはずだろうに。

（……こんなことで心配されるだなんて新しん鮮せんだわ）

　無傷で当然、ではなく、普通の友人に対するような扱あつかいは面おも映はゆい。

　イヴリーンは伊だ達て眼鏡めがねで表情を隠かくしてから咳せき払ばらいをする。

「わ、わたくしを見くびらないでちょうだい。あんな暴走馬車の一台や二台、どうってことなくてよ。下へ手たに避けて葡萄酒が割れる方が大問題だもの」

「……え？　アンタ、自分の体より葡萄酒の優先順位が高いってどうなってんの？」

「おまえこそ正気？　よくて、この葡萄酒は芸を披露した報ほう酬しゆうで購入したものなのよ。つまり、わたくしの美声への対価！　それより重いものがこの世にあって？」

「いや、その理り屈くつはおかしい」

　ぶるぶると首を振られたが無視する。

「というか、なんでアンタはあんなところにいたの？　普段、アタシたちがいくら誘さそったって休日は練習室にこもってるじゃん」

「そういうおまえたちこそ、文化祭の手伝いを買って出たというわけではないでしょう」

「う、うん。さ、再さ来らい月げつの十七日にオリ、オリヴィエくんの誕たん生じよう日びもあってね」

「……オリヴィエの？」

　イヴリーンは眉まゆ根ねを寄せた。

　オリヴィエくん──リュクシオル・ド・オリヴィエ。

　成績だけは優等生と評判な、オリヴィエ侯こう爵しやく家けの元もと跡あと継つぎだ。名前を聞いただけで、その姿を鮮せん明めいに思い出せる。黒瑪瑙オニキスの隻せき眼がんが印象的な、品のある端たん整せいな面おも差ざしの少年だ。

　リュクシオルは斜しやに構えた態度とは裏腹にケンカっ早ぱやく、いつだって真っ向勝負の言動には良くも悪くも発はつ奮ぷんさせられてきた。イヴリーン自身が音痴に気づき、『普通』の評価に回復させるまで鍛錬できたのは、ひとえにリュクシオルの率直な指摘のおかげだった。

　偽にせエルネスティーヌの一件でもそうだ。ひばりの消滅がちらついた時、〈神の子フイーリウス〉を殺してやりたかった。殺される前にいっそ、と思った自分を止めてくれたのも彼だ。手を出していたら、こんな平へい穏おんな時間は訪れなかっただろう。

（く、くそ……思い出すな、思い出すなったら！）

　かぶりを振って、黒瑪瑙の残像を追い払う。

　でも、そうか。再来月といえば、文化祭も終わって落ち着いた頃だろう。

　ちょうどいいかもしれない。考えこんでいたら、ミレイユがはにかんだ。

「そ、そうなの！　あと、あとね、もうすぐゼナイドちゃんの誕生日だし、その贈おくり物も買いに来た、んだ！　シラクさんの誕生日にも、いろいろ準備する、ね！　鞭とか！」

「ミレイユ、鞭はやめておきましょうね～。……にしても」

　ゼナイドは元同級の女楽生で、第二王子ヴァランタンが率ひきいる近この衛え隊たいの副隊長を兄に持つ。宮廷だけでなく、楽院事情にも詳くわしい情報通だ。

　腕うでが疲つかれたのでいったん地面に下ろした紙袋を、コレットが覗のぞきこむ。

「葡萄酒と、雄おん鶏どりに玉たま葱ねぎに茸きのこに……シラクさんに文化祭の買い出しを頼む強つわ者ものなんていないでしょうし、今度は料理でもするの？　でも、葡萄酒は多すぎないかしら」

「卒業後に備えて、自じ炊すい能力を鍛きたえるの。まずは煮に込こみ料理を習得する予定よ」

「……あ！　だ、だからシラクさん、毎日図書館で料理本を読んでたんだ！」

「いきなり煮込み料理とか難易度高くない？　ただ煮込めばいいってもんじゃないよ？」

「失礼ね！　わたくし、菓か子し作づくりは得意なのよ。完全に完かん璧ぺきなわたくしにかかれば、技術の習得なんて容易たやすいものだわ」

　ふふん、とイヴリーンは黒髪の三つ編あみを払った。

　ザザとコレットが顔を見合わせる。

「……うーん、ますます不安だわ」

「葡萄酒を使う煮込み料理といったら、定番の雄鶏の赤葡萄酒煮込み──コッコーヴァンかしら？　あれって下準備が肝かん心じんって聞くわよね。誕生日によく食べたわ～」

「コッコーヴァン？」

　二人のこそこそ話を聞きとめたミレイユが小首をかしげた。

「そ、それって、確かオリヴィエくんのこうぶ──」

「雄鶏の赤葡萄酒煮なんておいしそうですね！　ボクも食べてみたいです！」

「う、うん！　コ、コッコーヴァンってどんな味なのかな？　あたしの家ってだ、大家族だから食べたことないんだぁ」

「そうなの？　だったら、来年の誕生日に食べ────────あなただれっ!?」

　へ？　イヴリーンは目をぱちくりさせた。コレットが声を荒らげるとは珍めずらしい。

　仰のけ反ぞった彼女の視線を辿たどり、イヴリーンもぎょっとする。

　なぜなら何食わぬ顔で青年がたたずんでいた。無造作に切られたストロベリーブロンドと、涼すずやかに切れ上がった天藍石ラピス・ラズリの瞳が印象的で、白い細ほそ面おもては繊せん細さいに整っていた。

　イヴリーンにとって知らない相手ではなかったが、人見知りを発動させたミレイユが素早くザザの後ろに隠れた。呆あつ気けに取られる面々を前に、彼はにこにこしている。

「……ロジェ？　おまえ、ここでなにをしているの？」

「ロジェってコイツのこと？　ていうか、普通に会話にまざってなかった？」

　警けい戒かいするザザに、青年──ロジェが笑いかける。

「こんにちは！」

「いや、だからだれよ！」

「ボク、この間の入にゆう楽がく試験で高等部に編入したロジェっていいます」

「……ね、ねえ。編入って、ゼ、ゼナイドちゃんが言ってた不思議な一年生……？」

　ミレイユがびくびくしつつ会話に参加すると、コレットが「ああ」と漏らす。

「確かトゥルペ王国出身で、元々髪色が薄くて、飛び級したっていうあの？」

「ボク、イリス王国が好きで、エルネスティーヌさまに憧あこがれてて……だからイリスの〈楽師カンタンテ〉になりたくて、こっちまで来ちゃったんです！　入楽できて嬉うれしいです！」

「プティ・エトワール様に？　そういえば最近、神王国に現れたっていうエルネスティーヌの噂話、めっきり聞かなくなったわねぇ。最後の噂は旅立った、だったかしら」

「へ、へえ……そういう例外もあるんだぁ」

　と言いながら、ザザの視線がイヴリーンに突き刺ささっている。

「なによ！　言いたいことがあるならはっきり言いなさいよ！」

「んにゃ。騙だまされた人が気の毒だなー、オリヴィエの同類かーなんて思っちゃいないよ。……普通、高等部まで飛び級ってすごいことなんだけど、前例がねぇ」

「そうね。黒髪で音痴だったのに高等部二楽年まで飛び級したシラクさんに比べたら、そう驚くことではないのかも。逆に騒さわがれなくていいのかしら」

　イヴリーンはこめかみをひくつかせた。

　芽さん月がつと葡く萄が月つに行なわれる公開入楽試験では、まずムジカ石を光らせられるのか試ためされる。そこで髪色が変化すれば〈楽師〉の素質ありとして、次の段階に進めるのだ。一人前の〈楽師〉を一人でも早く輩はい出しゆつするため、筆記や実技を経て楽がつ級きゆうを振り分けられる。

　聖フィデール楽院の初等部では一般教養と礼れい儀ぎ作法、中等部で本格的な〈楽術ネウマ〉の授業がはじまり、高等部になるとより専門的な課程を学ぶ。

　つまり、高等部まで飛び級できる人間は『天才』といっても過言ではない。

　黒髪は染せん髪ぱつ、音痴は〈魔王〉の問いかけにうっかり答えた代償だったが、当時は誰も与あずかり知らない真実だ。そんなイヴリーンに比べれば、ロジェの話題性は劣おとるだろう。

「入楽試験っていえばさ」

　もう音痴ではないと言い返そうとしたが、ザザの方が先に口を開いた。

「あの頃のアタシたち、相当態度悪かったよね」

「そうだったかしら、記憶にないわ」

「音痴よりアンタの言動に引っかかったのもあるけど、今考えるとさ、あれってないよなーって思うんだよね。アルマンとか、ぶっちゃけ言いすぎだったし」

「……そう、ね。気持ちはわかるけど……視野が狭せまかったわね、私たち」

　先ほどまでのなごやかな雰ふん囲い気きから一転し、しんみりしはじめた。

　ミレイユも困こまり顔で二人を見比べ、ロジェはきょとんとしている。

「半人前でも〈楽師カンタンテ〉なのに、楽院に現れた魔物で気づかされるなんて不本意だったけど……危機的状況でこそ、人の本質が現れるってよく言うわ。アンタの上うわっ面つらだけ見て判断してたこと、ずっと謝あやまりたかっ──」

「以前にも言ったはずよ、謝罪は不要だと」

　イヴリーンはみなまで言わせずに遮さえぎる。きっぱりとした拒きよ絶ぜつに、四人は瞠どう目もくした。

（……認みとめたくないけれど、反感を買ったのはわたくしの物言いのせいでしょうし）

　イヴリーンがリュクシオルから売られたケンカを買うまで、たとえ黒髪で音痴だろうと同級生は親切だった。その後、遠巻きにはしても物理的な嫌いやがらせはなかった。

　目立たないように化け猫をかぶっていたのに、素すで返答したのがそもそもの間違いである。ひばりにも『全方位敵製造機』と揶や揄ゆされた。

　イヴリーンにとって無視も陰かげ口ぐちもどうでもいい。問題はそんなことより、『イヴリーン・シラクは音痴だ』と周知されることだった。

「わたくしが一度でも謝罪を求めたことがあった？　当人が求めていない謝罪は謝罪ではなく、独りよがりな自己満足にすぎないのよ。そもそも、おまえたちは謝罪しなくてはいけないようなことをした覚えがあって？　少なくとも、わたくしはされた覚えはないわ」

「いや、でも、アンタを遠巻きにして、事実でも音痴とかいろいろ言っちゃったし」

「……おまえたちはわたくしの荷物を捨てたり、細さい工くを施ほどこそうと考えたりしたの？」

「どうして？　授業についていけなくなったら大変よね。……まさか、そんなことをされていたの……？」

　コレットの信じられないと物語る目め顔がおに、イヴリーンは首を横に振った。

「いいえ、されてないわ。でも、認識がおかしくてよ。わたくしを傷つけるなんて、半人前の分際でできるわけがないでしょう。思い上がりもはなはだしい！　……よろしくて？　わたくしはね、美しすぎるの。全世界の美姫が出しゆつ奔ぽんするほどに！」

「……………………は？」

　三者の色の違う呆ほうけた声に、イヴリーンは熱をこめて拳こぶしを震ふるわせた。

「だからこそ、遠巻きにするのも致し方のないことなのよ。むしろわたくしに見み惚とれないだなんて、目が腐くさっているとしか言いようがないわ。美しさは絶対的正義……近寄りがたさはもはや宿命！　そしてわたくしの美声にひれ伏ふし、崇あがめ奉たてまつるがいい！」

「シ、シラクさん……カッコイイ……！　ど、どんな鞭が似合うかな……？」

　イヴリーンがふんぞり返ると、ミレイユは頰ほおを赤らめた。

　相変わらず愛くるしい容よう貌ぼうに似合わない発言である。

　気分も乗ってきたので高笑いの準備をしていたら、ロジェがいきなり抱きついてきた。

「そうなんです！　ボク、今はセンパイのこーゆーところに憧れてて……センパイみたいな〈楽師カンタンテ〉を目指してるんです！　センパイを師し匠しように持てたボクは幸せ者ですね」

「師匠とかどうでもよくてよ、いきなり危ないでしょう！」

「……………………え？　師匠？　このイヴリーンが？　アンタの？　いつの間に？」

　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうでも食らったような顔だ。ミレイユだけが「う、うらやまじぃいい……」とハンカチを嚙かんで悔くやしがっている。

　師匠発言のおかげで、どうやら謝罪云うん々ぬんの流れはうやむやにできたらしい。

（この頃合い、わざとかしら？　わかってはいたけど、意外と度胸があるわよね）

　イヴリーンを屈くつ託たくなく慕したってくる人間はミレイユ以来二人目だ。『センパイ』という響ひびきも悪い気はしないのだが、よくこんな無む邪じや気きな笑顔で噓をつけるものだ。

　──なぜならばこのロジェこそ、聖カントゥース神王国に現れた偽エルネスティーヌなのである。

　国は違えど彼も貧民街で生まれ育ち、血の繫つながらない弟きよう妹だいを飢うえさせないため、大量の金貨と引き換えに偽者を引き受けたという。

　もちろん、今のロジェは〈神王〉が逆立ちしたって男にしか見えない。

　だが、女装している時は髪や瞳ひとみの色、泣き黒子ぼくろの有無、身長の高低、歌声の印象といった差異を差し引いても、エルネスティーヌに驚くほど似ていたのだ。

　ザザたちには真相を伝えていないので知る由よしもないけれど、白々しすぎる。

　イヴリーンを追いかけて入楽したというのも、あながち噓ではないのだろうが……。

「お邪魔してごめんなさい。でも楽しそうなセンパイを見つけて、一緒に話したかったんです。……ダメ、でしたか……？」

　ロジェはしゅんと肩を落とし、ミレイユたちに濡ぬれた瑠る璃り色いろの瞳を向ける。さらにザザの手を握りしめ、目線を合わせたままジッと見つめた。

　イヴリーンより鋭えい利りに研とぎ澄すまされた造形はどこか野性味を感じさせる。エルネスティーヌに似ているということは、ロジェも美貌の持ち主だ。つまり？

「………………か、か、か、かーわーいーいーっ！」

「こんな後こう輩はいらしい後輩、楽院で初めて見た！　絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆよ、保護しなきゃダメよ！」

　特に美形好きではないはずの二人が黄色い悲鳴を上げた。

　ザザが質問する横で、少し警戒心がとけた様子のミレイユが耳打ちしてくる。

「ね、ねえ、シラクさん。あの人、な、なんだかシラクさんに似て、るね！」

「言われてみれば！　シラクさんが男の人だったら、あんな感じかもしれないわね～」

「………………さあ、どうかしら」

　聞こえていたらしいコレットも賛同しようと黙もく秘ひを貫つらぬく。

　余計な詮せん索さくをされる前に、とイヴリーンは下ろしていた紙袋を抱える。

「……葡萄酒をしまわなくてはいけないから、わたくしは先に戻るわ」

「そう？　アタシたちはもうちょっとここにいるけど、気をつけて帰りなよ！」

「道中にどんな危険があるというの。おまえに案じられるまでもなくてよ」

　あーはいはい、と流されたが、気にすることなく踵きびすを返す。

　すると、「ボクも一緒に行きます！」とロジェがザザたちに会え釈しやくする。

「優しいセンパイたちと知り合えて嬉しかったです！　またいろいろ聞かせてください」

「喜んで！　イヴリーン、ちゃんと面倒見てあげなさい、よ……って、デカッ!?」

「え、えー……さっきの上目遣い、どうやってたの……？」

　三人は姿勢を正したロジェの背せ丈たけにざわついている。まるで仔こ犬いぬのような懐なつっこさに錯さつ覚かくしがちだが、むしろ中型犬とたとえるのが適正な身長だ。

　追いかけてきたロジェと肩を並べて、大通りを歩く。

　街のいたるところで咲く季節はずれの花に、イヴリーンは目を眇すがめた。

（……まだ白い菖蒲イリスを飾ってくれているのね）

　紫むらさきの菖蒲はイリス王家、白の菖蒲はエルネスティーヌになぞらえているのだという。

　かつて自分の上っ面でしかない張りぼてだと思っていた『偶ぐう像ぞう』は、過去の遺物となって忘ぼう却きやくされることなく、人々の記憶に息づいている。

　こうして亡なきエルネスティーヌが悼いたまれる光景にもいまだ慣れない。

　イヴリーンがわずかに痛む胸に長息すると、ロジェが話しかけてきた。

「センパイ、紙袋を持ちますよ！」

「人に任まかせて割れた時、腹立たしくなるからけっこうよ。それに、重たくないもの」

「そうですか？　……センパイって、素直じゃないですよね」

「…………それ、どういう意味？」

　イヴリーンは眉根を寄せ、高い位置にある顔を仰あおぐ。が、すぐに目が合った。

　女性にしては長身のイヴリーンでも、見上げなければ目線は合わないはずなのに、この覗きこむような目遣いはいったいどんな技術なのだろう。

「だってさっきの、センパイのオトモダチが謝ろうとしたのを強引に止めてましたよね」

「不要な謝罪を聞くほど、わたくしは暇ひま人じんではないだけよ。あと友人ではないわ」

「……なんで不要なんですか？」

「基本的に、楽院の人間というのは奇特な輩やからばかりなのよ。思うところがあろうと、最初は友好的だったのだしね。……悪いと思うのは勝手だけれど、わたくしには関係ないことだわ。どうせならば、わたくしの進化を続ける歌声にこそ跪ひざまずいてもらいたいものよ」

　目をぱちぱちさせるロジェに、今度はイヴリーンから水を向ける。

「そういうおまえも、エルネスティーヌに憧れて、だなんてよく言えたものね。……おまえ、どうやってあの偽者をやめたの？　コレットは旅立ったとか言っていたけれど」

「だって、エルネスティーヌさまはセンパイの一部ですよね？　ボク、間違ったこと言ってません。……噂、聞いてないんですか？」

「聞いてないわ。マルソーたちは、わたくしが訊きかない限りは教えてこないでしょうし。わたくしも夏期休暇中に神王国に行ったとは言ってないから。まぁあれからジャンの接触もないし、円満に解決はしているのよね？」

　ロジェは心得たように頷くと、ふわりと笑う。

「一般の信者にとって、神王国って神しん域いきも同然なんですよね。だから『エルネスティーヌ』は嘆なげく信者の心を慰なぐさめるため、一時的に魂だけ下りてきたってことになりました」

「…………魂が下りてくるって、どういう状況なの？」

「そこは『エルネスティーヌさまだから！』でごり押しです。神域に等ひとしい神王国だからこそ奇跡が起こり、人の姿を保たもって接していたけど、これ以上いては障さわりがあるから……って方便で、『あたくしのことは心配なさらないで、みな健すこやかに暮らしてください』とか言って天に昇ってみました！　ちなみに演出は覗き魔──じゃなかった〈神の子フイーリウス〉です。信者も神官も涙ながらに見送ってくれましたよ！　センパイ、すごいですね！」

　よくよく考えなくてもツッコミどころしかないのだが、〈魔王〉の心を慰める代償に息絶えたと公表したからこそ、『心配して一時的に姿を現わした』という建たて前まえも筋が通って聞こえるのだろう。

　……世界とは、意外におめでたくできているのかもしれない。

（我われながら、己おのれの偉い大だいさが空恐ろしくてよ……）

　娼しよう館かんに売られる寸前、王宮に引き取って育ててくれた恩人であるイリス国王に迷めい惑わくがかかる心配がなくなったのは喜ばしい。反面、なんだか釈しやく然ぜんとしない。

　ふと、つむじに視線を感じた。顔を上げれば、褒ほめて褒めてと尻尾しつぽを振る仔犬のような目が待ち構えている。イヴリーンは思わず手が伸びて、ロジェの頭を撫なでた。

　気持ちよさそうに蒼あお目めを細める姿に、「そうか、これが癒し系というのね……」と一つ賢かしこくなったイヴリーンの耳がある音を捉とらえる。ぴん、と背筋が勝手に伸びていく。




「イヴリーン！」




　よく通る、凜りんと澄すんだ低声。その声で名前を呼ばれるだけで胸の奥に痺しびれが走り、逃げ出したくなってしまう。だが、そこは根こん性じようでやりすごす。

　ぎくしゃくと振り返ると、ちょうど声の主が駆け寄ってきたところだった。

　左目を隠すように伸ばした、銀ぎん灰かい色しよくの前髪が風に乱されている。

「先週もだが、お前が休日に練習室から出るなんて珍しいな」

「い、いちいちおまえに許可を取る必要はないでしょう。わたくしに構わないで」

「わかった、これからも構う」

「そんなこと、一言も言ってなくてよ。ふざけないでちょうだい！」

　イヴリーンが睨にらみつけても、相手は涼しい顔だ。

　このいけすかない男こそ、リュクシオル・ド・オリヴィエである。

「構わなくなったら寂さびしがるくせに、お前こそなにを言っているんだ」

「わたくしの発言を真逆に捉える、おまえの頭がどうかしてい──あっ！」

「僕の翻ほん訳やく機きは正確だ。……いやに重たいが、これは酒さか瓶びんか？」

　隙すきをつかれ、紙袋の一つを取り上げられてしまう。

『酒瓶』に体は反応したが、葡萄酒を人質に取られているので歯は軋ぎしりだけで耐たえる。

　リュクシオルはしばらく興味深げに眺ながめたかと思えば、「ん？」と眉をひそめた。

「ひと瓶だけ銘めい柄がらが違ちがうな。これは……ロマネ・ビスコンチェか!?　美う味まいが、オリヴィエでも一番高いと有名な葡萄酒だぞ。こんなものを買ってどうするんだ？」

　なんてものを発見するのだ、この男！

　不思議そうな隻眼に、イヴリーンの全身が熱くなっていく。

　リュクシオルの出身であるオリヴィエ領は、質のいい葡萄酒で有名な産地だ。

　だからひと瓶だけオリヴィエ産を購入しただけであって、断じて、リュクシオルの故郷だからではない。

　十七年前の年度表記は陰になってわからないだろうが……。

「人の買い物を詮索するだなんて、野良犬でもしなくてよ！　返して！」

　イヴリーンは取り返そうとしたものの、その前に紙袋を持ち上げられる。

　飛び跳はねれば届く高さだが、中身は酒瓶だ。以前ならまだしも、今は危険だろう。

（それもこれも、わたくしの許可なく縦に伸びるせいよ！）

　イヴリーンが編入した当時、リュクシオルの方が頭半分ほど小こ柄がらだった。なのに、気づけばあっという間に逆転されていた。今では完全に見下ろされている。

　すぐそばにいながら頭ず上じようにある顔に、イヴリーンは地じ団だん駄だを踏ふむ。

「だれの許しがあってわたくしを見下ろしているの、縮ちぢめッ！」

「また何様わたくし様理論か？　隣を見ろ、ロジェの方がよっぽどデカイだろうが」

「おまえとロジェでは違うわ！」

「理り不ふ尽じんなのに、なんだこの快かい感かん。牛乳は偉大だな。そんなことよりも……イヴリーン、ロジェと出かけていたのか？」

　リュクシオルの不満げな声で、ロジェの存在を思い出す。

　ハッとして見やると、彼は手持ち無ぶ沙さ汰たなのかしょんぼりしている。

「……センパイたち、仲いいんですね。妬やけちゃいます」

「ロジェ、どうしたら仲よく見えるというの。医務室に行くとよろしいわ。……ロジェとは途中で会っただけよ。仮に一緒に出かけていたとしても、おまえに関係ないことだわ」

「関係ある。……イヴリーンが好きだと言っているだろう。だから僕以外の男とは出かけないでほしい。荷物持ちが必要なら出かける前に言え、付き合うから」

「…………あ、う」

　慌あわてて距きよ離りを置いたせいか、見上げなくても絡からむ視線に言葉を失う。

　リュクシオルはあくまで真顔だ。片目だけでも絶大な威い力りよくを発はつ揮きする黒瑪瑙オニキスに、イヴリーンは意味もなく三つ編みをいじる。その横で、ロジェが遠くを見つめていた。

「……………………このチビ、うっかり死なねーかな」
















「ロジェ、今なにか話しかけたかしら？」

「はい、センパイ！　今日もセンパイってかわいいなーって言いました！」

　そんな意味合いではなかった気がするので、イヴリーンは話半分に受け流す。

　にこにこするロジェに、リュクシオルが忌いま々いましげに吐はき捨てる。

「噓つけ、詐さ欺ぎ師し。思いっきり僕に殺意を向けていただろうが」

「センパイ……この人、ボクに濡ぬれ衣ぎぬを着せてきます。なにもしてないのにひどいです」

「確かにわたくしは三六五日美しいのだから噓くさいけれど、後輩相手に大人げないわ。手本になるべき先せん輩ぱいとして公正であるべきよ、先輩としてね」

「……お前、先輩って呼び方、そんなに気に入ったのか？」

　答える義務はないので、イヴリーンは無視して歩き出す。

　その時だ。それまで不ぶ気き味みなまでに静かだったひばりが声を上げる。

「──あっ！」

　へ？　イヴリーンが思わず足を止めれば、強きよう烈れつな耳鳴りがした。

　神王国の一件から、調子のいい日に限って耳鳴りがするのだ。

　音感をゆがめられるまで、イヴリーンは自然のあらゆる声を拾えた。

　再び五大元素を扱えるようになったことが契けい機きだとしても、これは雑音でしかない。

　乗合馬車の時といい、今日はいったいどうしたのか。

　こめかみを押さえると、目と鼻の先を茶色い影が通過した。

　派手な音を立てて割れたのは植うえ木き鉢ばちだ。脳のう裏りに焼きついた残像にぞっとする。

　ひばりが大声を出さなかったら、割れたのは植木鉢だけですまなかっただろう。

「センパイ！　破片が当たりませんでしたか!?」

「え、ええ」

　心配そうなロジェに返してから、イヴリーンは空を仰ぐ。

（ベランダに飾っていた鉢が落ちたのかしら？　でも、人影はないわよね）

　まずいと隠れたにしたって、窓を閉める音なんて聞こえなかった。

　ロジェもなにも言わないし、耳鳴りにまぎれたとは考えにくい。

　頭をひねりつつ、ここまで無反応なリュクシオルが気にかかった。

　いつもなら真っ先に騒ぐのに、と様子を窺うかがい、イヴリーンは目をしばたく。

「……オリヴィエ？　また左目が変なの？」

「ああ、白い靄もやが見え……いや、なんでもない。気のせいだ」

　と言いながら、しきりに目元をこすっている。

　リュクシオルも神王国の一件から、左目に違い和わ感かんを覚えているという。

　エルネスティーヌ時代、魔物に襲おそわれたリュクシオルとその領地を助けたことがある。その時から左目は失明したままなのに、以前もなにか見えたと言っていた。

　おかしなことは続くものだが、頭上でぱさぱさと羽を広げる音がする。

「きみってば、ちょっと出歩いただけで厄やつ介かいごとに遭そう遇ぐうするとか、禍わざわい吸きゆう引いん機きなのー？」

「わたくしも、おまえの減らず口には驚きだわ」

　礼を言う気も失せるというものだ。
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　買い物に出かけてから数日が経たち、霧じゆう月がつに入った。

　耳鳴りは不規則に続いているが、霜月じゆういちがつまで予定が詰つまっているので行動を開始する。

　大昔、冬の遷せん都とのために建造された城じよう郭かくを利用した聖せいフィデール楽がく院いんの楽がく舎しやは広大だ。

　等とう間かん隔かくに配置された塔とうを区切りに、初等部、中等部、職員室や医務室に食堂などがある特別棟、実技棟、高等部、図書館と用途別に分かれている。

　イヴリーンは授業が終わってすぐ実技棟の調理室に引きこもり、頭を抱かかえていた。

　手近な台にはぶつ切りにした雄おん鶏どりに豚肉の塩漬けベーコンと赤葡ワ萄イ酒ン。他には玉たま葱ねぎや茸きのこといった野菜に調味料などを並べ、膝ひざ元もとには図書館から借りてきた料理本を置いている。

「……おかしい、おかしくてよ……」

　そろりと視線を動かし、今度は顔を覆おおう。

　コッコーヴァンに使う雄鶏は老おいて肉が硬かたいらしく、最低でも一晩は赤葡萄酒に漬つけなければいけないという。イヴリーンは本の通り、いちいち計量器で量り、鶏肉と野菜を念には念を入れて三日三晩漬けこみ、味見をしながら調理していたのだ。なのに！

「どうして鍋なべから火が噴ふき上がった挙あげ句く、黒こげになってしまうの？　こんなの絶対、ぜぇったいにおかしい！　これはなにかの陰いん謀ぼうに違いなくてよ！」

「ぎゃっぎゃぎゃ！　陰謀！　陰謀だってさ！」

　邪じや悪あくな笑い声が、握にぎりこぶしを作って力説するイヴリーンの鼓こ膜まくを震ふるわせた。

　殺気をこめて睨にらめば、橙だいだい色いろのスカーフを巻いた小鳥がじたばたと笑い転げている。

　消しよう滅めつは免まぬがれたものの、記憶喪そう失しつになってイヴリーンの手を煩わずらわせたくせにいい度ど胸きようだ。

　本をどけてから立ち上がり、包丁を握りしめた。

「鶏にわとりではなくひばりでも手て羽ば先さきというのかし、らっ！」

「ぎゃっぎゃ──ぎゃあっ!?　精せい霊れい殺ごろしーっ！」

　無表情で調理台に突き立てた包丁に、笑っていたひばりも瞬しゆん時じに飛び上がる。

「今の、羽をかすめたよ！　すっごいギリギリ！　精霊さまをイジメたら祟たたられるぞー！」

「お黙だまり、鶏とり頭あたま！　建設的な意見を出す気がないのなら、鍋にぶちこむわよ！」

「それ、ヒトの言葉で八つ当たりっていうんだよー。きみはすぐ調子に乗るから失敗するんだってば、やれやれだね！　陰謀じゃなくて、きみ自身に原因があるんだよー」

「う、ぐぐぐ……」

　実際に自身の迂う闊かつさが命取りになった事例があるので、ぐうの音も出ない。

〈楽術ネウマ〉の基本は確固たる形象を思い描えがくこと。想像を形にするのは得意だ。

　今回も食材を入手するまでは想像上の特とつ訓くんだって怠おこたらなかった。三日も下準備に時間をかけたというのに、まさかこんな形で初うい陣じんを飾るなんて！

「おまえだって、わたくしの菓か子し作づくりの腕うでは知っているでしょう？　失敗は一度もした覚えがなくてよ。目分量ができない菓子より、料理が難しいわけないじゃない！」

「そーれーが甘い考えっていうんだよー。菓子だけにね！　菓子作りは王おう妃ひが監かん修しゆうしてたんだから失敗するわけないじゃん。これに懲こりて、料理もヒトに教わることだねー」

「………………わ、わたくしひとりでもできるもの」

「だよね！　きみ、ヒトに頭下げられないもんねー。だから次もムリム──ぐうぇっ」

　ちょうど降下してきたふわふわもこもこの小鳥をひっ捕とらえ、適度に握りしめる。

「失敗したまま終わらせるだなんて、わたくしの矜きよう持じが許ゆるさないわ。……思ったのだけれど、この完成品を王宮に届けるのはどうかしら」

「ぐぐぐ……今時のヒトってばこわすぎー！　精霊殺しどころか、ヒト殺しだよー！」

「人聞きが悪いことを喚わめかないでちょうだい。こういう時こそ、持つべき者は舌したの肥こえた幼おさななじみだと思わなくて？　ジャン──は、ともかく、ヴァランならきっと有ゆう益えきな助言をくれるはず！　客観的に敗因を分ぶん析せきしてくれること間違いなしよ！」

　いったん口に出してみると、これ以上の妙みよう案あんはないかのように思えてきた。

　神王国の一件から、時折文通をするようになった第二王子ヴァランタンは氷の美び貌ぼうと評されているが、中身はむしろ純じゆん朴ぼくでとても優やさしい。見た目の善良さを裏切る腹黒な王おう太たい子しソンジャンテとは正反対なので、真剣に取り合ってくれるはずだ。

　そうと決まれば、ひばりを握りつぶしている場合ではない。イヴリーンはいそいそと深皿と手て提さげ籠かごを用意し、丸い杓しやく子しで黒こげコッコーヴァンを取り分ける。

　ぽいっと捨てられたひばりは調理台に降り立ち、呆あきれ果てたように翼を広げた。

「うへぇ、ヒト任せな殺人計画まで立ててるよこの子。この完成品以前の暗黒物質を食わせるとか、きみってば正気？　さすがのおれも王子たちに同情しちゃうよ！」

「先ほどからなによ！　おまえ、わたくしに協力しようという良心はないの!?」

「配達夫に頼めない手紙の仲ちゆう介かい役やくになってあげてるおれに言うのー？　自分にないものをおれに求めないでよねー。ていうか、良心があるから渋しぶってるしー？　みたいな」

　口が達たつ者しやな精霊に言い負かされる気配が濃のう厚こうになってきた。

　食べさせるからには完かん璧ぺきなコッコーヴァンを作りたい。食材に対する礼れい儀ぎでもある。

　前途多難すぎる料理修業に肩を落としていたら、大きなため息が聞こえてきた。

「…………あーっもう！　なんだよ、こんな時ばっかりしおらしくしてさ！　わかったよ、王宮に届ければいいんだろー！　まったく！　おれが王子殺人罪で捕つかまったら、主犯はきみだって言うからねー。せいぜい王子たちの生命力に期待してな！」

　ひばりは口早に言うとそっぽを向く。

　折れてくれたのだと理解したイヴリーンはすかさず手を伸ばす。

「ひばり……ありがとう……」

「う、うー！　なんで礼を言いながらおれを握るんだよー！」

「それはそこにふわふわもこもこの毛玉があるからよ。光栄に思いなさい」

「わー、最悪だぁ！　最低！　引き受けるんじゃなかったー！」

　そう悪態をつきながらも、ひばりは撤てつ回かいしない。

　気が変わらないうちに、とイヴリーンはヴァランタン宛あての手紙もしたためて、料理と一緒に籠に入れる。上に青い布をかけてから、ひばりに持たせた。

「ちゃんと返事をもらってから帰ってきなさいよ」

「王子が倒れて、一年先になったら自分を恨うらみなよねー」

　最後まで憎にくまれ口を叩たたいて、くるくると旋回したひばりはまたたく間に姿を消す。

　イヴリーンはようやく人ひと心地ごごちがついた気分だった。

　食材や器具を片づけてもう一枚深皿を出し、コッコーヴァンを盛りつけていると、調理室の扉とびらを横に滑すべらせる音がした。首をめぐらせれば、戸口にはロジェが立っている。

　ロジェは口を開くと仔こ犬いぬっぽいが、黙っていたら制服を着き崩くずした印象の方が強い。どこの破落戸ごろつきかといった雰ふん囲い気きだが、彼はすぐに満面の笑みになった。

「センパイ、探しちゃいました。ここにいたんですね！」

「わたくしに用があったの？」

「はい！　その、前にも言った勉強を見てもらいたくて……」

　そのことか。もじもじしているロジェに相あい槌づちを打つ。

　専せん攻こう楽がつ科かにもなる魂たましいの属性は女子ならリボン、男子なら腕わん章しようの色で判別できる。

　ロジェの腕章は紫むらさき──『水』を意味する。ちなみにイヴリーンは『火』なので赤だ。

　魂と違う属性に詳しくない〈楽師カンタンテ〉も多い。

　別色五色はヒト、六色は精霊、七色は神々の領域というたとえがあるが、イヴリーンは今世紀でただ一人、ムジカ石を虹にじ色いろに輝かせた存在だ。今は安定して五大元素を操あやつれないが、教えることはできる。

（このあとはまた図書館に行くから、そこでなら教えてあげてもいいかしら）

　頭の中で予定を組み立ててから席に着く。

　まずはコッコーヴァンを検証する必要があった。深皿を前に、ごくりと喉のどを鳴らす。

　どれが肉で野菜なのか見分けもつかないが、自分でも敗因を解析しなくては！

　肉叉フオークを手に取ると、隣となりに座ったロジェが鍋と深皿をまじまじと見つめて訊たずねてくる。

「その、それ……なんですか？」

「コッコーヴァンというイリスの郷きよう土ど料理よ。雄鶏を赤葡萄酒で煮に込こんだの」

「………………へ、へえ！　これが前に話してた料理なんですね！　でも、なんで扉に『オリヴィエ立ち入り禁止』って張り紙を貼はってるんです？」

「それはその、邪じや魔まされたくないだけであって、深い意味はなくてよ！　あいつは意外と律りち儀ぎだから、そう書いておけば絶対に入ってこ、な──────んっ!?」

　黒い塊かたまりを口に運んだイヴリーンは二重の衝しよう撃げきでむせた。

　ロジェに張り紙を突っこまれたこともそうだが、一番は料理だ。イヴリーンは急いで計量器に水を注そそぎ、一気に飲み干す。比ひ喩ゆでもなんでもなく、口が火を噴きそうだ。

「か、辛からい……！　どうしてこんなに辛いの、ありえなくてよ！　香こう辛しん料りようなんて材料に入って……ハッ、これってもしかしてニンニクの味……？　バ、バカな……！」

「センパイって勇気があるし、味覚もすごいんですね！　ボクにはどれがニンニクだかわからないのに」

「……わからなくて当然よ。だってひとかけらを細かく刻きざんだだけだもの」

「…………………………そ、そうなんです、か」

　イヴリーンは肩を落としてから青くなる。どこにおすそ分けしたか思い出したからだ。

「ま、まずい……！　ヴァランにこんな苦行を押しつけただなんて、陛へい下かに顔向けできなくてよ！　ジャンだけにしておけばよかった！」

「……………………さすがにこれは手伝えない……」

「あと肉が硬い……逆に小刀ナイフの方が折れそう。下準備に問題があったということ？　漬けこむ時に、もうひと手間必要だったのかもしれないわ。……よし、次は大だい丈じよう夫ぶ！」

「あ、まだ料理に挑ちよう戦せんする気でいるんですね。前向きなのがセンパイの美点です！」

　拳を作って「根こん性じようです！」と励はげましてくるロジェに、ゆったりと頷うなずいてみせた。

　一度の失敗ぐらいでめげるなど、イヴリーンの名が廃すたる。

　同じ過あやまちは二度繰り返さない。そのために、通つう楽がく鞄かばんから帳ちよう面めんと羽筆を取り出す。

（完璧なコッコーヴァンを作るためにやってやるわ！）

　イヴリーンは気づいた反省点を書き連ねていく。一通り書き出したあとは、料理を最後のひと欠片かけらまで食べ尽くした。腹は若干重たいが、今のところ体に異変はない。

　食べ終わるのを待っていたロジェの眼まな差ざしには尊敬の念がこめられている。

「す、すごいセンパイ……いくら飢うえてたとしても、食べなきゃ死ぬって状況でも、ボクだってあれは食べれないのに！　さすが鈍どん感かんなセンパイ！　そこに憧あこがれます！」

「ふ、ふふん！　このわたくしにかかれば、あんなもの屁へでもなくてよ！」

「………………ホントに前向きだな」

　得意げになったイヴリーンはロジェを従え、調理室をあとにしようとして硬こう直ちよくする。

　扉を開けた途と端たん、目の前の壁に寄りかかっている人間がいたのだ。

「オ、オリヴィエ、どうしてここに！」

「イヴリーンが調理室に行った、という目もく撃げき情報が入ってきたから待っていただけだ」

「……目撃談があったところで、おまえがわたくしを待つ理由にはならないわ」

「待つことに理由がいるのか？　……それより、そいつとなにをしていたんだ？」

　向けられた怪け訝げんな目に、イヴリーンはカーッと体温が上がっていくのがわかった。

　絶対に言えるわけがない。言ったが最後、舌を嚙かみ切る自信がある。

　イヴリーンが赤らんだ顔を背そむけると、リュクシオルは目を見開いてから殺気立つ。

「ロ、ロジェ……お前、事と次第によっては決けつ闘とうも辞じさないぞ……！」

「オリヴィエって濡ぬれ衣ぎぬを着せるのが好きですね！　残念だけどなにもないです！」

「まったく信用できないが……僕のことは先せん輩ぱいと呼ばないんだな。呼ばれたくもないが」

「だって小柄だし、年下ですよね？　むしろ十八歳のボクに敬語を使ってほしいです」

「なんだその屁へ理り屈くつ。というか、僕は平均身長だ！　お前とも少ししか変わらない！」

　嚙みつくリュクシオルを、ロジェは困こまり顔でひたすらあしらっている。

　相手にしていたら日が暮れてしまう。イヴリーンはさっさと図書館に向かった。

　勉強を見るロジェはいいとして、なぜかリュクシオルまでついてくる。今回のお目当ては音おん痴ち矯きよう正せい本ぼんではないので振り切りたかったが、そのせいで怪あやしまれてしまう。

「なんで僕は同席しちゃいけないんだ!?　なにもないなら、同席してもいいだろう！」

「そ、その……お、おまえがいると気が散るのよ！　いちいちついてこないでっ」

「くっ……遠まわしに僕を意識しているのだと言われようと、ごまかされないぞ！」

「はぁーっ!?　またおまえ、わたくしの言葉を勝手に捏ねつ造ぞうしたわね！　どんな都合のいい耳をしていたら、そんな風に解釈できるというの!?」

　リュクシオルが目元を赤らめて食い下がってくるも、イヴリーンだって譲ゆずれない。

　足早に階段を下りながら言い合う後ろでロジェが鼻を鳴らす。

「…………これ、なんて言うわけ？　痴ち話わゲンカ？　ハンッ」

「とにかく！　わたくしのことは放っておいてちょうだい！」

「……そこまで強情を張られると、逆に感心するぞ」

　しみじみと呟つぶやくリュクシオルと並ばないため、階段の中ほどで停止した。

　銀ぎん灰かい色しよくの頭が二段下に移動したのを確認してから、イヴリーンは再び下りはじめる。次の瞬間、踏ふみつけた柔やわらかいなにかに足を取られ、つんのめってしまう。

「きゃ──────」

「センパイ!?」

　咄とつ嗟さに手すりを摑つかもうとしたが、あるはずの場所にその感かん触しよくがない。

　そのまま転がり落ちるかと思いきや、ロジェの叫さけびに反応したリュクシオルが駆かけ上のぼってきた。正面から抱きとめられ、左腕が後ろに引っ張られる。

　心臓がばくばくいっている。イヴリーンはしばらくその態勢で凍こおりついていた。

「センパイ？　左腕、痛めてないですか？　思わず引っ張っちゃったんですけど……」

「なんでなにもないところで躓つまずけるんだ。子供じゃないんだし、足元くらい気をつけろ」

「……うっ……」

　イヴリーンの耳じ朶だを打つ声は小バカにしているのに、掌てのひらから伝わってくる鼓こ動どうが速い。

　自分の心音と重なる音に、顔を上げられないまま震えてしまう。

　さすがに静かすぎて心配になったのか、リュクシオルが顔を覗のぞきこんでくる。

「……イヴリーン？」

「ひっ」

　間近でかち合った黒瑪瑙オニキスの隻せき眼がんに、イヴリーンは小さく息を吞のむ。

　音は噓うそをつけない。リュクシオルがいかに皮肉を言おうと、心底焦あせり、そしてどれほど安心したのかさえわかってしまうものだ。

　胸に熱いなにかがこみ上げてきた刹せつ那な、心臓の音にまじって雑音が聴こえてきた。

（また耳鳴り……？）

　頭の中で金属音が強まると、リュクシオルも左目をこすった。

　我われに返ったイヴリーンは突き飛ばす。が、びくともしない。

　身長が逆転したのは随ずい分ぶん前なのに、まるで知らない相手みたいだ。

　内心うろたえていたら、彼は呆れたようにぼやく。

「あのな……照てれ隠かくしも結構だが、こんなところでやめろ。一緒に落ちるだろうが」

「あ、あ、あ……ありが、とう」

「え」

「二人の世界とかやめてほしいんですけど」

「なんて言うとお思いになって、うつけ者め！　わたくしを見下ろすなぁあああっ！」

　リュクシオルが目を見張って固まっている間に、イヴリーンは罵ののしりながら逃とう走そうした。




　図書館に行く予定を取りやめて、寄宿舎にある部屋まで寄り道せずに戻る。

　たった十分かそこらのやり取りで疲ひ労ろう困こん憊ぱいなのも、すべてリュクシオルのせいだ。

　今日は早く寝ようと扉を押し開ければ、ひばりがサイドテーブルの枕まくらでくつろいでいる。そばには手提げ籠の他に、ひばりによく似た小鳥のぬいぐるみが転がっていた。

　ぬいぐるみは去年、ミレイユが贈りつけてきたものだ。イヴリーンは半はん眼がんになる。

「…………ひばり」

「あ、やっほー。王子たち、がんばって完食したよ！　二人で遠くなる意識と戦いながら欠点を書き出してたから、あとで確認するといいよねー。おれ、王太子が真顔になる瞬間って初めて見たよ！　あれじゃ陽ひだまりの王子さまじゃなくて暗黒の王子さ、ふぎゅ!?」

　イヴリーンはひばりを鷲わしづかみにし、部屋の片かた隅すみに設置した鳥小屋に放りこんだ。

　かわりに倒れていたぬいぐるみを枕に鎮ちん座ざさせて、籠の中を覗く。

　中にあった深皿には天火菓子が載のっていた。林りん檎ごの砂ジ糖ヤ煮ムをつつんでいるのか甘い香りが漂ただよい、つやつやしている。次いで添そえられた手紙を開く。

『エルネスティーヌ、此こ度たびはコッコーヴァンと丁てい寧ねいな手紙を感謝する。精霊殿どのから事情は伺うかがった。貴女あなたが頼ってくださって心から嬉しく思う。近この衛え隊たいの仕事の合間になってしまうが、貴女の特訓に付き合わせてもらいたい。それで料理の感想だが──』

「……わ、わたくしのなけなしの良心が痛む手紙だわ……」

　ソンジャンテとヴァランタンの考察が交互に書かれている。下へ手たな世せ辞じは一切なく、失敗の核心に迫せまることばかりだ。なるほど、とイヴリーンはまた帳面に書き写した。

（やっぱり二人に頼んで正解ね）

　イリス王国は美と食の都みやこと名高い。その国の王族である二人の意見なら信用できる。

　菓子は王妃が作ってくれたものらしいので、一切れ咀そ嚼しやくしてから返事をしたためた。

　とてもおいしかったから王妃陛下にお礼を伝えてほしい、と綴つづっていたところで、ひばりが小屋から飛び出す。ばさばさと羽を広げて憤いきどおっている。

「なにするのさ！　それが配達してやった精霊さまに対する仕打ちなわけぇ？」

「おまえなんて野宿でいいところを、わざわざ小屋を用意してあげたのよ。わたくしの優しさを無む下げにするだなんて、どういう神経をしているのかしら」

「ぬいぐるみに枕を与えるきみの頭の方がどうかしてるよー」

「やかましいおまえと違って、静かなぬいぐるみを優ゆう遇ぐうするのは当然のことよ」

　鼻で笑ってやると、ひばりはやれやれと首を振った。

「ぬいぐるみが流りゆう暢ちようにしゃべったら、そっちの方がやばくない？　ついでに、きみの頭もやばくない？」

「お黙り！　つべこべ言わず、鳥小屋に入ってろ！」

　勝手に庇かばって消えた挙句、すっかり忘れていたことを、イヴリーンはまだ赦ゆるしていなかった。

（……あと少し反省したら、もう一つくらい枕を用意してやってもいいわ）

　鳥小屋はささやかな嫌いやがらせなので、別に卒業までこのままのつもりはない。

　なので再び捕まえたひばりを小屋に投げ捨て、明日の支し度たくをする。

　また下準備からはじめることになるが、二度目は成功する予感しかしなかった。
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　結局二度目の料理も惨ざん敗ぱいだったが、少なくともどれが肉で野菜なのか区別はついた。

　少しずつ進歩は見られるので、来月の決戦の舞台には間に合いそうだ。

　そんな霧じゆう月がつも中旬に入る。

　今日は特別棟の講堂で、高等部三楽年全員参加の打ち合わせが行なわれている。

　文化祭の締しめくくりにふさわしい〈楽術ネウマ〉をなににするか、議論は紛ふん糾きゆうしていた。

「やっぱどーんと派手なモンがいいよな。完成度だって、就職に影響するんだろ？」

「文化祭の主題を忘れたの？　あくまでわたしたちは裏方、就職の審しん査さは二の次でしょ」

「でも地味な〈楽術〉もちょっとね……って感じよねぇ」

　最終楽年まで進級した楽がく生せいは三十人と少ない。

　だからこそ、それぞれの個性が強すぎて意見がまったくまとまらなかった。

　なにより、一番の問題は〈楽術ネウマ〉の属性だ。

　卒業を間近に控ひかえているだけあって、どの生徒も二属性まで操あやつれるが、魂たましいと違う属性は究きわめたわけではないのでムジカ石の発色も弱く、大がかりな〈楽術〉は使えない。

　となると、締めくくりの中心となる属性について、魂の属性同士で派は閥ばつを作って「我が属性こそ文化祭の締めくくりに！」と揉もめてから今日で二週間になる。

「派手さでいったら、絶対『火』一いつ択たく！　『火』以上に華はなやかな属性なんてないよ！」

「はぁ？　猪ちよ突とつ猛もう進しんな『火』勢は黙だまっててくれる？」

「地味すぎて存在感が皆かい無むな『金』に言われたくないんですけど？」

「まぁまぁ、二人とも頭を冷やしなさいよ。そう、あたしたちのすべての生命の源みなもとたる『水』でいきましょう！　『水』だって華やかよ、芸術的に冷ややかで美しい！」

「『木』だって！」

「『火』で焼き払われたいの？」

　女性陣が散らす火花に、男性陣は隅すみっこで身を縮ちぢこめている。友情崩ほう壊かいの瞬間だ。

『金』以上に影の薄い『土』の生徒たちは仲ちゆう裁さいに奔ほん走そうしている。その中にはコレットの姿もあった。『土』の人間は和を重んじる温厚な気質が多いので、中立派ばかりだ。

（そういえば、陛へい下かとヴァランも『土』よね）

　王おう妃ひは『木』で、ソンジャンテは『水』だったか。イヴリーンが料理本を読みながら思い返すところに、一人の女じよ楽がく生せいが詰め寄ってくる。

「ねえねえ、シラク！　シラクも『火』を中心にすべきだと思うよね!?」

「わたくしをくだらない諍いさかいに巻きこまないでちょうだい。どの属性でも構わなくてよ」

「くだらなくないし！　文化祭の締めくくりだよ!?」

「そもそも、おまえたちの五大元素の考え方に誤あやまりがあるわ。どの属性が欠けても、世界は成り立たない。……つまり、どの属性も主役ということよ」

　そう切り返すと、講堂に静せい寂じやくが生まれた。視線もイヴリーンに集中している。

　困こん惑わくしていたら、ずっと気難しい顔で傍ぼう観かんしていたリュクシオルが口を開く。

「……それはどの属性を中心に〈楽術〉を組み立てるか、という考え自体を捨てろという意味か？」

「端たん的てきに言えばそうね。……一般人に〈楽師カンタンテ〉に親しみを持ってもらうようにする、という文化祭の試こころみは評価して差し上げてもよくてよ。ただ、〈楽術〉の奥深さを体現するならば、すべての属性を融ゆう合ごうさせた〈楽術〉とかね。そう、擬ぎ似じ虹にじ色いろと言うべきかしら」

「擬似虹色……？」

　今度はざわつきはじめた。しかも全員が目で「もっと解説しろ」と訴うつたえている。

「……〈楽師〉と〈詩人バルド〉の相互扶ふ助じよの関係を思い出してみなさい」

〈詩人〉とは、詩を捧ささげることで〈楽師〉の力を強め、護まもる存在のこと。

〈楽師カンタンテ〉は〈詩人バルド〉と二人一組ツーマンセルで行動する規則だが、まったく違う技術を要求される〈詩人〉は志願者が少ない。支援に重きを置くため、剣術の強さも求められるからだ。

　イヴリーンは眼鏡めがねの鼻び梁りようを押し上げる。

「慢まん性せい的てきな〈詩人〉不足で本来の二人一組になれずとも、基本的に〈楽師〉同士で組んでまで行動する理由は、足りなければ補おぎなえばいいという考えゆえなのでしょう」

「あ……そ、そっか。だから、ゆ、融合なんだね……それができるのは……遁フ走ー曲ガ？」

　おろおろしていたミレイユがぴんときたようだった。

　ミレイユはよくドジを踏ふむが、〈楽師〉としての勘かんは悪くない。

　イヴリーンが首しゆ肯こうしてあげれば、彼女の表情もぱあっと明るくなっていく。

「やっと意味がわかった！　それぞれの属性の詩を、一つの旋せん律りつに乗せれば……」

「それには完成形の形象を共有しねえとな。じゃねえと、うまく融合しねえだろ」

「あたしたち自身もなかなか想像できない〈楽術ネウマ〉になりそうで、いい感じ！」

　先ほどまで揉めていた生徒たちが一瞬にして結束する。

　この二週間の話し合いはいったいなんだったんだと拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

「イヴリーン、すごいじゃん！　アンタのおかげでまとまったよ！」

「悔くやしいけど、これが経験値の差なのかな……融合させる、って発想はなかったわねぇ」

　ザザにぽんと叩たたかれた肩に触れ、向けられた言葉を嚙かみしめた。

　多くの国民のエルネスティーヌ像とは美しくも強く、心優しい次期最高司祭プテイ・エトワールだろう。実際は居い丈たけ高だかで協調性とはほど遠く、単独行動する例外的な〈歌姫デイーヴア〉だった。

　幻げん滅めつするからしゃべらないでくれ、と高官から厳げん命めいされるほどに。

（わたくしのおかげ？　……不和しか生んだことのない、このわたくしの？）

　王宮に引き取られるまでのイヴリーンは空気のような存在で、名前を変えてからは誰もが存在を認め、肯こう定ていしてくれるようになった。だからありのままの自分では受け入れてもらえないと、そう思っていたのに────ああ、とイヴリーンは目を閉じる。

　もうひとりぼっちではないことは、一連の騒そう動どうを通して教えられた。でも、イヴリーンは楽院に残ると決めてから、調子が狂くるうことはあっても変わったつもりはない。

　ザザとコレットも話し合いに加わって、イヴリーンは一人になる。

　ぼんやりと人の群むれを眺ながめていたら、またあの耳鳴りがした。右耳を押さえていたが、誰かが近づいてくる気配に目だけで確認すると、リュクシオルがいた。

「また耳鳴りか？　神しん王おう国こくから戻ってきてからだよな」

「……ええ。別に調子は悪くないのだけれど」

「やっぱり医務室で診みてもら」

「だからそれより先を言ったら、馬の肥こえ溜だめにうずめる」

　医者嫌いのイヴリーンが切り捨てれば、リュクシオルも左目をこすった。

（そういえば、わたくしが耳鳴りがするとこいつも……）

　関連性があるのだろうか？　考えこむ遙はるか頭ず上じようで、金属かなにかがこすれる物音が立つ。

　不思議になって見上げた瞬しゆん間かん、音を立てて豪ごう奢しやな照明具の鎖くさりが切れた。

「へっ」

　間の抜けた声がこぼれる。

　一いつ拍ぱく遅おくれて〈楽術ネウマ〉を発動させようと口を開いたが、詩を唱える前に突き飛ばされるように抱きしめられた。玻は璃りが派手に砕くだける音を伴ばん奏そうに、そのまま勢いよく転がっていく。

　イヴリーンが止まったと思った時には、悲鳴にまじってうめき声が聞こえる。

「オリヴィエ！」

「ぐ……」

　イヴリーンが押し倒すような形だが、どこか痛めたのか眉み間けんの皺しわが深い。

　即座に体をどかすと、リュクシオルは肩を押さえて起き上がった。

「血は出ていないようだけれど……治ち癒ゆするわ、患かん部ぶを見せなさい」

「いや、問題ない。受け身に失敗して肩を打っただけだ、気にするな」

　それにしては息が荒い。イヴリーンは迷うことなく決断した。

「イヴリーン、オリヴィエ！　怪け我がはない!?」

「まさか照明具が落ちてくるなんて……」

「……後始末をお願いできるかしら？　このわからず屋を医務室まで届けてくるわ」

「あ、あの、シラクさ、ん！　気をつけて、ね。先生にも言っておくから！」

　駆かけつけてきたミレイユたちに断りを入れてから、イヴリーンはリュクシオルを強引に立たせる。また表情が険けわしくなっていたが、強がっている当人が悪いのだ。




　道中、二人はまったく話さないまま、ゆっくりとした足取りで医務室に向かう。

　辿たどり着いても、熱血養護教官を自認するドニは不在だった。ドニが不在なのはむしろ好都合で、渋しぶるリュクシオルを無理やりベッドに腰かけさせる。

　肩口に視線を落とし、イヴリーンは下した唇くちびるを嚙む。

（大競演会グラン・コンクールの時より軽傷だけれど……わたくしを庇かばったから……）

　一歩間違えれば、肩を打ちつけるだけではすまなかっただろう。

　今日に至るまで気づかなかった己おのれの不明が恥はずかしい。

　何度か息をつき、肩に両手をかざして瞼まぶたを下ろす。




「──さやけき花に　露つゆはかぐわしく　触れるものを癒いやすかな」




『木』も治癒に適した属性だ。しっとりと、癒しの〈楽術〉を歌い上げる。

　蕾つぼみが花開くように、透すき通った青に黄おう金ごんが帯びて、しずくが滴したたり落ちていく。

　リュクシオルの肩に触れた途と端たん、その淡あわい光ははじけて消えていった。

「……これで痛みはなくなったはずだわ」

「手間をかけさせてすまない。……今回のことは気にするな、僕が勝手にしたことだ」

「別に、気になんてしてなくてよ。ふん……おまえがどんくさいだけだもの」

　イヴリーンはそばのスツールに座り、そっぽを向く。すると、頰ほおにぬくもりを感じた。反射的に正面を向いたら、思いのほか間近にある顔に驚おどろいて目をしばたたかせる。

　この一年で、リュクシオルは随ずい分ぶんと精せい悍かんになった。輪りん郭かくから幼おさなさが取れ、その気性を表すかのように鋭するどさを増している。背せ丈たけだって、イヴリーンより頭半分ほど大きい。

　声もなく見つめ返すと、リュクシオルが鼻から抜けるように笑う。

「イヴリーン、自分がどんな顔をしているのか知っているか？　……そんな顔で言われたって腹立つどころか、僕を嬉しがらせるだけだぞ」

「そ、そんな顔ってどんな────あ」

「僕は僕のしたいことをしただけだ。だから庇われただとか、起こりえなかった『もしも』なんて考える必要はない。……〈癒し手ヒーラー〉嫌いなお前が怪我をしなくてよかった」

　黒瑪瑙オニキスの隻せき眼がんはとろりと、極ごく上じようの蜂はち蜜みつでも垂たらしたかのように甘く蕩とろけている。

　抗あらがいたいのにその黒々とした輝かがやきに魅みせられて、どうにも身動きが取れない。

　リュクシオルの指先がイヴリーンの頰をなぞり、顎あごを持ち上げる。

　熱い吐と息いきを感じて身み震ぶるいした刹せつ那な、荒々しく扉とびらが開いた。

「センパッ────なにやってるんですか？」

「きゃあああああああああああああああっ!?」

「ぐはぁっ！」

　ドンと突き飛ばすと、リュクシオルはベッドの向こう側に転げ落ちていった。

　イヴリーンはスツールから飛びのき、身だしなみを整えて振り返る。

　戸と口ぐちに立っていたのはロジェだ。走ってきたのか肩を大きく上下させていた。

「ち、違ちがうの……こ、これは頰に睫まつ毛げがついていたから取らせようとしただけなのよ！」

「異様に顔が近かったですけど、ボクの見間違いですよね！」

「ええ、見間違いに決まっていてよ。おほほほ」

　笑顔のロジェが念を押してきたが、イヴリーンも笑ってごまかす。

　いろいろな意味で満まん身しん創そう痍いのリュクシオルは、ベッドの隙すき間まから顔を出してぼやいた。

「……くっそ、あと少しだったのに……！」

「それであの、センパイ……照明具が落下したって、今ボクの楽年でも騒さわぎになってて……センパイが怪我したって聞いて飛んで来た、んですけど……？」

「わたくしは見ての通り無傷よ。……怪我人はいないわ」

「なんだ、そうだったんですね！　大事に至らなくてよかったです」

　ロジェはにこにこして胸を撫なで下ろす。

　しかし、イヴリーンは憂ゆう鬱うつになる。そこまで噂うわさが広まるとは面倒なことになった。

　ベッドに腰かけたリュクシオルが少し考えるそぶりを見せる。

「……イヴリーン。このことは、王おう太たい子し殿でん下かには伝えないのか？」

「どうして？」

「よく見み損そこねたが、少なくとも照明具の鎖は錆さびていなかった。切り口も不自然だ。……今思えば、お前が階段から落ちかけたのだっておかしい」

　どうしてこの男は、いつも余計なことばかり察さつするのだろう。

（……わたくしは命を狙ねらわれている）

　心当たりはあるようでないが、そうとしか考えられない。

　リュクシオルが言う階段だけでなく、乗合馬車や植うえ木き鉢ばちの件も合わせると、短期間でこれほどの不幸に見舞われるなんて異常だ。

　けれど、ソンジャンテの耳に入れるつもりはなかった。

　自分の始末は自分でつけたい。なにより、イヴリーンの気がすまない理由がある。

「おまえの推すい察さつ通りだったとしても、ジャンに伝える必要性は感じなくてよ」

「いいや、言うべきだ。王宮に関することかもしれないだろう！」

「正々堂々と勝負も挑いどめないような三さん下したに、このわたくしが劣おとるはずがないもの。ジャンに相談するまでもなく、わたくしがこの手で捕つかまえ、跪ひざまずかせてみせるわ！」

「わー……清すが々すがしいほどのオレサマ節ぶしですね！　さすがセンパイ！」

　ぱちぱちと送られた拍手を、イヴリーンは鷹おう揚ように受け止めた。

　リュクシオルは不満を隠かくしもしなかったが、やがて息をつく。

「……そうか。お前の考えは変わりそうにないな、仕方ない」

　諦あきらめたような口ぶりなのに、イヤな予感がするのはなぜだろう。

（ひばりなら、なにかに気づいているかもしれないけれど）

　まあ、まず教えてくれることはない。期待するだけ無む駄だである。

　意味深に言葉を濁にごし、無言で実行に移すのが精霊という種族だ。

　ロジェがリュクシオルに話しかけるのを横目に、イヴリーンはひそかに決意を固めた。
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　そこは王宮のとある一室。

「──なるほど、よく報告してくださいました」

　イリス王国の王おう太たい子しソンジャンテは、ムジカ石の通信機を前に微笑ほほえんだ。

　光の中に投影された顔は、数ヶ月前よりまた大人びている。

（彼に通信機を渡したままにしておいて正解でしたね）

　神しん王おう国こくに旅立つ前、エルネスティーヌの様子を報告させようと通信機を渡していたのだ。

　エルネスティーヌは、いつも自力で解決しようとする悪い癖くせがある。

　なまじ力があるのも良し悪あしだ。ソンジャンテはため息をつく。

「ですが、困こまりましたね。今回ばかりはこれといった心当たりがありません」

『そうですか。……犯人捜さがしにえらい乗り気になっているので、僕も可能な限りそばにいるつもりです。なにかわかったら連絡をもらえますか？　夜なら寮りようにいるので』

「おや、あのエスティが犯人捜しですか」

　予想外の返答に、目をぱちぱちさせる。

　王宮時代、身の危険が生じようと完全に黙もく殺さつしていた彼女らしくない。

　現在も〈神の子フイーリウス〉に監かん視しされていると知っていて、まったく相手にしていないのに。

　ソンジャンテはいくつかの顔を脳のう裏りに思い描えがき、かぶりを振った。

「……うーん、不安要素しかありません。どうしたものでしょうか」

『不安要素？』

「君たちにまともな調査ができると思えないからです。特にエスティは頭に血がのぼったら絶対に無茶します。石橋を叩たたいて渡るほど慎しん重ちようで、信頼できる誰かが──あ」

『僕をイヴリーンと一緒にしないでもらいたい』

　憤ふん慨がいしているが、華か麗れいに無視して考えこむ。

　そして、とある案がひらめく。ソンジャンテはにんまりと口くち許もとをゆがめた。

「……いいことを思いつきました。調査のことは俺に任まかせてください、ではまた」

『はっ？　おい！』

　問い詰つめる暇ひまを与えることなく、さっさと通信機を切った。

　ソンジャンテはさっそく腰を上げ、次の一手を打つための行動を開始する。




　それから二日後の夜、ソンジャンテは寝しん室しつで休む両親にエルネスティーヌの近況を報告した。イリス王国の王おう妃ひである母が目眩めまいを覚え、華きや奢しやな椅い子すにもたれかかる。

「ああ、なんてこと……どうしてあの子ばかりがそのような目に」

「母上、お気を確かに持ってください。あの子ならぴんぴんしてますから」

　ソンジャンテはそう語りかけ、母の背中をさすった。

　死んだと公表したエルネスティーヌを、母は今でも本当の娘むすめのように気にかけている。

　ありのままの自分で在あれる場所でも危険と隣となり合わせだなんて、と母は心を痛めていた。ようやく平へい穏おんに暮くらせるかと安心した矢先の出来事だった。

　国王も表情を曇くもらせていたが、妻を気き遣づかっている。

「妃きさきよ、危機は過ぎ去った。今はあの娘この無事を喜ぼうではないか。……すべての〈楽師カンタンテ〉が己おのが安あん寧ねいを捨て、国や民たみに尽つくしてくれておることを考えれば、あの娘の境きよう遇ぐうに心を寄せてしまう我われ々われは誤あやまっておるのであろうな。まだまだ半人前よの」

「そんなことありませんわ。王としても夫としても素晴らしいあなたを支えられて、わたくしはとても嬉うれしく思っておりますのよ。愛いとしいあなた、どうか肩を落とさないで」

「父上……」

　父らしくない自じ嘲ちように、ソンジャンテはどきりとした。

　疲つかれたように深緑の瞳を伏ふせる父を、寄り添った母が励はげましている。

　相変わらず仲なか睦むつまじい二人の様子を眺ながめながら、静かに口を開く。

「俺も母上に同感ですよ。……父上が表立って動けない分、いくらか身軽な俺が動きます。なので、あの子については俺に任せてください。事後承しよう諾だくになりますが、次の手も打ってありますのでご安心を。なにが目的なのか、必ずやあぶり出してみせます」

「余は民だけでなく、妃にも子にも恵まれておるな。……なにも無理に憎にくまれ役を買って出ることはないのだぞ。ジャン、もしそなたが────」

「──父上」

　ソンジャンテは微笑んだまま遮さえぎった。

　──今でも時折、瞼まぶたの裏に蘇よみがえる光景がある。

　自分たち兄弟きようだいが、エルネスティーヌに蛇だ蝎かつのごとく嫌われていることはすぐわかった。

　同時に、幼おさない弟が彼女に一ひと目め惚ぼれしたことも。

　素直すぎる弟が、手負いの獣けもののように威い嚇かくする彼女をなにくれと気にかけていたからだ。

　そのささやかすぎる奮ふん闘とうを応おう援えんしていたのに、いつからだろう。

　時間をかけて自分たちと打ち解けた頃、次期最高司祭プテイ・エトワールを襲しゆう名めいし、歴代随ずい一いちの〈歌姫デイーヴア〉と名高い彼女との婚約が決まった時だろうか？

　心ない貴族が、その美び貌ぼうで取り入ったのだと噂うわさしているところに出くわした。

　陰かげにはこうべを上げ、黙だまって聴く彼女がいた。

　彼女は傷つくどころか、光の加減で色を変えるヘーゼル色の瞳ひとみを燃やしていた。

　その毅き然ぜんとした眼まな差ざし。絶対に見返してやると、決意を秘めた瞳の焰ほのおが美しかった。

　あの瞬しゆん間かん、ソンジャンテの心には開けても希望すら残らない秘密の箱ができた。

　父を心から尊敬している。父のような為い政せい者しやになりたいと願い、実現するための努力を怠おこたってきたつもりはない。王家の跡あと継つぎとして生まれた時点で、すべては覚かく悟ごの上だ。

　それでも、幸せになってほしかった。

　利用しかできない自分の手ではなく、もっと別の、素直で優しい人間の手で。

（だから後こう悔かいなんて、するわけがない）

　今まで自発的に動こうとしなかったので静せい観かんしていたが、弟も〈魔ま王おう〉との一件で変わりつつある。遅おそすぎるものの、ようやくその気になったのだからよしとしよう。

　すべてを見通したうえで、見守っていたであろう父には感謝している。

「父上、薔ば薇らの下に埋うめた方がいい真実もありますよ」

「……そうか」

　軽く見開いた目をなごませて、父は何度も頷うなずく。

　ソンジャンテは心の奥深くにしまった箱を一度だけ撫なでて、窓の外に目をやる。

　空は雲一つなく晴れやかだ。文化祭までもう一ヶ月を切っていた。
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「……『不吉な』の語源である古ムジカ語の『左』は、やはりいい意味ではないわよね」

　イヴリーンは図書館に来て、今日は辞書や宗教画集で調べものをしていた。

　リュクシオルがやけに左目をこするのが気になったからだ。

　もちろん、『左』には悪い意味ばかりではない。だからこそ人じん智ちを超えた力が宿やどるという考えもあり、イヴリーンも力を増幅させる媒ばい介かいの小こ鈴すずを左手につけている。

「左は死を連想させるからだろうけれど、右が〈神しん王おう〉、左に〈魔王〉が宗教画のお決まりだし。神王国にあった双そう神しんの立像の配置もそう……気になるわね」

　双神の兄神ザハディオーンが〈魔王〉と同一人物であることは、〈楽師カンタンテ〉の間だけで語り継つがれる神話の真実だ。一般には知られていないのに、芸術家の直感とはすさまじい。

　イヴリーンが左目にこだわるのは、他にも理由がある。

（オリヴィエの左目が失明した原因はラー・シャイの魔物……）

　それを治ち癒ゆしたのはイヴリーンだ。プティ・エトワールとして携たずさわった任務は完かん璧ぺきに遂すい行こうしてきたという自負がある。七年も経たって障さわりが出た、その原因が知りたかった。

　ここで考えこんでも答えは出ないので、次なる予定をこなすために本を戻す。

　すると、本ほん棚だながガタガタと揺ゆれ出した。イヴリーンに向かってかたむいてきたので、〈楽術ネウマ〉で押し戻して図書館をあとにする。




　……打ち合わせの事故から三日が経っても、イヴリーンの不運は続いていた。

　作さく為いだと気づかれて開き直ったのか、むしろ頻ひん度どが上がっている。

　翌日には慣なれたので、これといった被害はない。

　命が狙ねらわれているとわかっていれば、先ほどのように対たい処しよ法ほうなどいくらでもある。

　ひと気のない通路を選んで歩いていると、向かい側から見慣れた顔が現れた。

　リュクシオルだ。怒ど気きを漲みなぎらせて、つかつかと近づいてくる。

「イヴリーン！　お前、いい加減うろちょろするのはやめろ！」

「イヤよ。おまえにわたくしの計画を邪じや魔まする権利などないわ」

「なるほど、うろつきたいのはわかった。けれど僕を撒まいたりするな、この状況下で単独行動なんてバカげている。一人の時に、万が一のことがあったらどうするんだ！」

　事情を知るリュクシオルはとにかくしつこい。

　大競演会グラン・コンクール後から半年もの追いかけっこでわかるように、リュクシオルに『諦あきらめる』という選せん択たくは存在しない。納なつ得とくいかないことは突き詰めなければ気がすまないのだ。

（こういう状況下だからこそ、一人で行動するのではないの）

　叱しつ咤たを聞き流して胸中でぼやく。

「計画があると言ったでしょう。計画を実行する時、だれかにいられると迷めい惑わくなのよ」

「……計画？」

「わたくしなりに、犯人像を推すい理りしてみたの。まず、これまでの現象は〈楽術〉によるものだわ。わたくしに気け取どられることなく〈楽術〉を発動させるところから考えて、それなりに有能な『水』の〈楽師カンタンテ〉に違いなくてよ」

　つらつらと並べ立てると、リュクシオルは間抜け面づらをさらす。

　理解が追いついていないようなので、イヴリーンは納得させるために説明した。

「熱せられた地面が水に濡ぬれたように見える、逃にげ水という現象があるでしょう？　蜃しん気き楼ろうという解かい釈しやくでも構わないわ。とにかく、そこにあると思ったものが実際には存在しない。……つまり、この逆の現象も起こりうると思わなくて？」

「ないと思ったものが、ある……？」

「そういうこと。〈楽術〉ならば、それを人為的に起こせるわ。逃げ水は、空気中の水分と光の屈くつ折せつが大きく関係しているから……その法則を逆に応用すれば、姿を隠かくして〈楽術〉を発動させることだって可能なはずよ」

「…………きみってさー、そういう洞どう察さつ力りよくは鋭するどいのに頭おかしいよね。なんでかなー？」

　突とつ如じよとして生じた声は心底不思議そうだった。

　視線をさまよわせれば、窓まど枠わくにひばりが止まっている。

「わたくしの分析力に圧あつ倒とうされたのならば、もっと素直に讃たたえなさい」

「やーだよ！　だってきみ、一度褒ほめたら図に乗るじゃん！」

「わたくしが優秀なのはただの真理でしょう。……相手を油断させるために一人でいて、尻尾しつぽを摑つかみたいの。ここまで丁てい寧ねいに解説してあげたのだから、邪魔は今後禁止よ！」

「なんだってそんなに自力で捕つかまえたがるんだ」

　呆あきれるリュクシオルをじっと見つめてから、イヴリーンはそっぽを向く。

「……こそこそやられるのが腹立たしいからに決まっているじゃない」

　そのまま身を翻ひるがえし、ついでに頭に乗り移ってきたひばりも振り落として移動した。







　しかし、リュクシオルは引き下がらなかった。翌日も行く先々に現れる。

　きっちり説明してやったというのに、納得できないのはイヴリーンの方だ。

　早く片づけて、料理の特とつ訓くんに集中したい。

（まったく、人の気も知らないで）

　制服の隠ポケしツトに触れる。硬こう質しつな感かん触しよくを確かめながら、寄宿舎近くの厩きゆう舎しやに踏ふみ入れた。

　イヴリーンは中ほどにある馬房の前で足を止める。

　くつろぐ黒毛の馬は気づいているだろうに頭を上げない。耳だけがぴくぴくしていた。

「ふん、今日もふてぶてしい面つら構がまえね」

「ヒィ────────ンッ！」

　癪しやくに障ったようで甲かん高だかく嘶いななく。

　この馬は、聖カントゥース神王国に行くための足としてイヴリーンが購こう入にゆうした馬だ。今は楽がく院いんの厩舎に預けて世話を任せているが、時折覗のぞきに来るのも日課になっている。

　かなり気難しい馬なので、馬ば丁ていは手を焼いているらしい。

　すると、隣の馬房から葦あし毛げの馬がのっそりと顔を出す。

「ブルルッ」

「…………ヒィン」

　まるで落ち着けと語りかけているようだ。実際、黒毛の馬は大人しくなった。

　この葦毛の馬の所有者はリュクシオルだが、二頭はなかなか仲がよさそうである。

　怒おこる元気があるということは、調子は悪くないだろう。それだけ確認できれば充分だ。

「馬丁にあまり世話をかけないことね。おまえなんてすぐ食用馬になるんだから」

「ブッ」

　黒毛の馬が唾つばを吐はきかけてきた。予想していたイヴリーンは悠ゆう々ゆうと避よけて、なにか起きる前に次の目的地へと赴おもむく。

　楽院は大中小と分かれた歌劇場に礼拝堂、四棟を渡り廊ろう下かで繫つなぐ寄宿舎や時計台などを、楽がく舎しやである城じよう郭かくで囲っていた。

　礼拝堂の裏手にある、四あず阿まやを備えた中島まで来たイヴリーンは池を一周する。隠しに入れておいた無色透明の小石を、ある地点の五ヶ所に差しかかるたびに落としていく。

　そして、イヴリーンは中島にかかった橋を渡りきる。リュクシオルに披ひ露ろうした犯人像が正しければ、『水』に囲まれた場所ならば勝負を仕掛けてくるはずだ。

　不意に、イヴリーンは右耳を押さえる。耳の奥では雑音がざわめいている。

　最近、五大元素を引き出せる日に限って耳鳴りがするのだと確信した。

　〈楽術ネウマ〉の効果を増ぞう幅ふくさせる媒介、小鈴のバングルもつけている。

　──負ける気はしない。

（怪け我がさせたことを、伏ふして詫わびさせてやる！）

　ぎり、と奥歯を嚙かみしめて、ただ待った。その瞬間が訪れることを。

　しばらくして、風向きが変わりはじめる。

　突如として吹きつける風に芝しば生ふが引きちぎられ、池が大きく波打つ。

　イヴリーンは体を持っていかれないよう、踏ん張りながら叫さけぶ。

「……のこのこと現れたわね、腰抜けの卑ひ劣れつ漢かんめ！　今日こそ決着をつけてやるっ」

　そして、取りこんだ息を腹から吐き出し、バングルを打ち鳴らす。




「────、──────……」




　詩のない歌を一帯に響ひびかせる。鈴の音ねと重なり、共鳴を呼ぶ。

　刹せつ那な、中島を中心に光が浮かび上がっていく。巨大な五ご芒ぼう星せいが描き出された。

　──そう。イヴリーンが先ほど落として歩いた小石は、いまだ謎なぞ多おおきムジカ石である。

　小石でも大きな力を発はつ揮きするムジカ石は稀き少しようで高価だが、プティ・エトワール時代に支給されていたのだ。俸ほう給きゆうの装飾品と一緒に持ち出していてよかった。

　よりいっそうきらめく光に、風は焦あせったように強さを増す。勢いに押されて、地面を抉えぐりながら後ずさってしまうがあと少しだ。

　胸に手を添そえ、目を閉じる。いつになく世界を鮮せん明めいに感じ、感覚が研とぎ澄すまされていく。まるで〈魔王〉に音感を奪うばわれる前のように、かすかに揺らいだ気配を捉とらえた。

　イヴリーンはその空間を睨にらみつけ、声の調子を変えて次の節に入る。




「──水面みなもを揺蕩たゆたい　烈れつ火かは踊り　囁ささやく木々が　黄こ金がねに輝かがやけば　大地は息い吹ぶく

　　　歌えや踊れ　其その魂がままに

　　　讃たたえや仰あおげ　遍あまねく万ばん象しようの音に」




　しゃん、しゃん。鈴の音は鳴りやまない。

　角に水球、火の玉、菖蒲イリス、金きん塊かい、木の芽が生まれた五芒星がぐるぐると回転する。

　イヴリーンはますます声を張り上げ、虚こ空くうに叩きつけた。




「──星の巡りに従い　閉じるがいい──呪縛リガス！」




　最後の一音に持てるすべての力を注そそぎ、放はなった瞬間、五芒星が逬ほとばしる！

　同時に、力の抜けた体が浮き上がった。

　視界の端はしで炸さく裂れつする〈楽術ネウマ〉を認めたまま、イヴリーンは業ごう風ふうに押し出され、池に落ちた。派手な音を立てて沈しずみながら、すかさず制服のジャケットを脱ぬぎ捨てる。

　池の中はとてもきれいで、まとわりつく気き泡ほうが上昇していく。

　慌あわてることなく浮上しようとしたが、脚あしを自由に動かせない。

　驚おどろいて視線を落とせば、足首に水草が絡からみついている。しかも生き物のように蠕ぜん動どうし、イヴリーンを水みな底そこまで引きずりこもうとしているではないか！

（気配のする方角にぶちこんでやったのに！）

　あれは五大元素の力を、ムジカ石でさらに高めた〈楽術〉の檻おりだ。少なくともこんな短時間で復活できるわけがない。振り払おうと脚をばたつかせて、気づく。

（そうだわ、風は『木』……まさか、複数犯だったの!?）

　驚きで、わずかに開いた唇から空気が抜けていく。イヴリーンはまなじりを決し、水草をむしったが、その間にも少しずつ水底に近づいている。

　だんだんと息が続かなくなって、イヴリーンは喉のどを押さえた。

　鈴を鳴らし、心の中で詩を歌おうにも、先刻の〈楽術〉に全力を注ぎこんでしまった。なにより、苦しくて詩を考えられない。

　朦もう朧ろうとしていく意識の片隅で、重たい音がぼやけて響いた気がした。次いで水中に波は紋もんが広がり、黒い影がイヴリーンの上にかかる。

　それが急速に近づいてくれば、執しつ拗ように絡みついていた水草が四し散さんしていった。疑問に思う間もなく力強い腕うでが背中から腰に回され、体は光が色濃こい空間へと運ばれていく。

　ざわめく水音を聞きながら、イヴリーンは水面に顔を出す前に気を失ってしまった。




　ふと、腹部に圧あつ迫ぱく感かんを覚えた。しばし間を置いて、顎あごを上向かせられる。

　そこで喉の奥から強きよう烈れつな吐き気が競せり上がってきた。逆らわずに思いっきり咳せきこめば、新しん鮮せんな酸素が行き渡り、意識もはっきりしはじめる。

　重たい瞼を無理やり押し上げると、うすぼんやりと人の形をした影を認識できた。

　目と鼻の先の距きよ離りにあるのが顔だというのはわかる。青玉サフアイアにも似た人の目が、薄うすく膜まくを張って底光りしていた。ぽたり、と頰ほおにしずくが落ちる。

「……エルネスティーヌ……ッ！」

　耳によくなじむ、艶あでやかな低声が鼓こ膜まくを震ふるわす。

　その呼び名にハッとした頃には抱き起こされ、イヴリーンは混乱した。
















「ど、どうして、ヴァランがここに……!?」

　思わず素すっ頓とん狂きような声も出てしまうというものだ。

　王宮にいるはずの第二王子ヴァランタンがずぶ濡れで泣いている。

　近くには漆しつ黒こくの鎧よろいが散らばっていた。どうやら鎧を脱いで池に飛びこんでくれたらしい。

「あ、貴女あなたが、わた、しの目の前で死ぬかと……よかった、よかった……！」

「ヴァ、ヴァラン、とにかく落ち着いて」

　冷えた背中を撫なでれば、両腕の力が強くなっていく。逆効果だった。

　どうしたものか途方に暮れていると、ヴァランタンの肩越しに見慣れた姿を視認する。

　二人と一羽が何事かと駆かけつけた頃には、ヴァランタンも落ち着いてきた。

　リュクシオルもロジェも信じられないといったように瞠どう目もくしている。

「イヴリーン！　なんで濡れて……まさか、池に落とされたのか!?」

　リュクシオルの発言で三つ編あみを見ると、プラチナブロンドに戻っていた。さらに二人とも濡れているのだからバレない方がおかしいのだが──余計なことに気づく。

「……犯人を叩きのめしていたら、うっかり落ちてしまっただけよ」

「それで納得するのはよほど能天気な人間だけだぞ。……ひとまずこれを着ておけ」

　そう言って差し出されたジャケットをつい受け取ってしまう。

　ここで羽は織おるのはなんだか癪なので固まっていたら、ヴァランタンに取り上げられる。彼はジャケットを広げると、イヴリーンの肩にかけた。

「……風か邪ぜを引いたら大変だ。医務室に行くまで羽織っていた方がいい」

「それを言うなら、近衛このえ隊長であるあなたの方が着るべきですわ」

「私は体を鍛きたえているので問題ない。この程度で風邪を引いたとしたら、部下に示しがつかない。それより────オリヴィエ」

　ヴァランタンは静せい謐ひつな声でリュクシオルを呼ぶと、すくっと立ち上がった。

　逆光を背負った彼の瞳は氷海を思わす。全身から発散される冷気と冴さえ渡る眼差しに、体感温度が下がっていくようだ。まさに評判通りの氷の美貌である。

「兄上から事情は伺うかがった。……貴様がいて、なぜ彼女から目を離す。彼女が命を狙ねらわれていることを、貴様も承しよう知ちしていたのではないのか。役立たずの耳ならば切り落とせ」

「……殿下の、言う通りです。僕が迂う闊かつでした」

　リュクシオルは反はん駁ばくすることなく、悄しよう然ぜんとうつむいた。

　焦ったのはイヴリーンである。急いで立ち上がり、対たい峙じする二人の間に割りこむ。

「ヴァラン！　この事態は、犯人像を少々見誤ったわたくしの責任ですわ。……あなたが心配してくださっていることはわかっていてよ。助けてくださったことも、感謝しています。ですが、これはわたくしの〈楽師カンタンテ〉の矜きよう持じに関わることですの。だから」

「貴女は……」

　傷ついたような光が青眼をよぎる。しかし、すぐ目を伏せてしまったのでわからない。

「……貴女がそう言うならば……オリヴィエ、門もん外がい漢かんの私が口出ししてすまなかった」

「いえ。こいつが無む茶ちやすることはわかっていたのに、追いつけなかった僕の失態です」

「おまえの善意は悪意の塊かたまりでしかないわ。わたくしを、そこらのひ弱な女子供と一緒にしないでちょうだい！　おまえに庇かばっていただかなくて結構よ、この前といい迷惑だわ」

「……これはどう翻ほん訳やくすればいいんだ？　殿下と僕の扱あつかいの差が激しすぎるだろ……」

　イヴリーンがふんぞり返って命じれば、リュクシオルは頭を抱かかえた。

　そこで、いつもなら嫌いや味みを言うはずのひばりが静かなことに気づく。視線を泳がせると、ひばりは芝生をつついていた。その様子を、そばに立つロジェが無表情で眺めている。

「……ロジェ？」

「え？　……ああ！　その、センパイ……ごめんなさい。ボクがオリヴィエを呼び止めたから、センパイを捜せなかったんです。でも、無事でホントによかった！」

「オリヴィエから勉強を教わっていたの？」

「ボクの師し匠しようはセンパイだけですよ！　ただ、気になったことがあって」

　気になったこと？　首をかしげたが、ロジェはにっこりと笑うだけだ。

（……ん？　なにか忘れているような……？）

　うんうんうなっていると、ひばりがイヴリーンの頭に飛び移る。

　……そうだ！　ひらめいて周囲を探さぐるも、落ちているものといったら鎧くらいだ。

「……ヴァラン。あなたが池に飛びこんだ時、どなたかいらっしゃらなかったかしら？」

「そのような人影はなかった、と思う。……私がここに来た時、ちょうど貴女が池に落ちたところだったので、よく観察していなかった。申し訳ない」

「まあ、ヴァラン。お気になさらないで、仕方ありませんわ」

　……味方が回収したという線はない、ということだろうか？

　物言いたげな目のリュクシオルに構わず、イヴリーンは芝生に這はいつくばる。

「……お前、なにをしているんだ？」

「証しよう拠こ探しよ。だって、手ごたえはあったんだから！　袋叩きにしてやるつもりで、数少ない手持ちのムジカ石まで使って罠わなを張ったのよ!?　血の一滴や二滴、落ちているべきよ！　でなければ、池に落ち損じゃない！　そんなのぜぇったいに認めなぁああいっ！」

「……わー、ただでは転ばないってこのことだねー」

　なぜかひばりは怯おびえているが、リュクシオルたちも手伝ってくれたのになにも見つからない。イヴリーンはあまりのことにうつむき、ぶるぶると体を震わせた。

「……ぶ…………ね…………わ………す………」

「イ、イヴリーン？　お前はがんばったじゃないか、次は僕も手伝──」

　リュクシオルがおろおろと慰なぐさめてきたが、右の耳から左の耳にすり抜けていく。

　そして、イヴリーンは握にぎりこぶしを突き上げた。




「コナクソッ、ぶちのめす！！！！！」




　渾こん身しんの啖たん呵かに、ひばりとヴァランタン以外の二人がぎょっとした。

「…………わー、懐なつかしの卑ひ語ごだー」

「オリヴィエだけでなく、よくもわたくしまで虚こ仮けにしたままとんずらぶっこきやがったわね！　草の根をかき分けたって見つけてやる！　土下座だけですませてやるものか……末代すら残せないように呪のろってやろうじゃない、こんこんちきめ！　極きよつ刑けいよ極刑！」

「エ、エルネスティーヌ……その、言葉遣いが……十一年前に逆行しているのだ、が」

「………………ハッ！」

　イヴリーンは正気に戻り、反射的にリュクシオルを見てしまう。

　彼は啞あ然ぜんとしていたようだが、じわじわと首まで顔を赤くしていく。

　引かれると思っていたのに予想外の反応だが、次の言葉に頭が沸ふつ騰とうした。

「……お前、まさか──いや、絶対に違うと思うんだが。その、そいつを捕まえようとしていたのは、もしかして僕が──」

「違う！」

　急せきこんだ否定は、存外噓うそくさく聞こえて慌ててしまった。

「お、おまえの怪我とはまったく、これっぽっちも、ほんの少しだって関係してないわ！　ただ、わたくし以外の者を巻きこむ、その卑ひ劣れつさが気に食わないだけよ！」

「……………………なんだこの一瞬で冥めい界かいと天界を行き来した気分は……！」

　また誤った翻訳をしたのか、リュクシオルは両手で顔を押さえて悶もん絶ぜつしている。

　言い返したかったものの、なにを言っても墓ぼ穴けつを掘りそうで黙るしかなかった。




　場所を移して医務室。

　びしょ濡れだった二人は着替えをすませた。

　染せん髪ぱつするのが面倒なので、イヴリーンはプラチナブロンドのままだ。

　人払いの〈楽術ネウマ〉を唱え、ヴァランタンが持っていたムジカ石の通信機を作動させる。

　放たれたまばゆい光の中、嫌味なく整った顔立ちの青年──ソンジャンテ・ル・イリスが映し出される。普段は糸のように結ばれた夏の森色の瞳が珍しくあらわになっていた。

　周囲の圧力から渋しぶ々しぶと事情を話せば、彼はこめかみを押さえる。

『……俺の予想を遙かに上回りましたね。さすがに頭が痛くなってきました』

「予想とは、いったいなんのことですの？」

『オリヴィエから連絡をいただいていたのですよ』

　なんだって!?　イヴリーンが咄とつ嗟さに見ると、リュクシオルは鼻を鳴らした。

『君は手紙をくれても、肝かん心じんなことはまったく話そうとしない。害意に無む頓とん着ちやくなのも結構ですが、もう少し自分を大切にしてください』

「いちいち報告していたら、それこそ体が持ちませんもの。それに格下がどう画かく策さくしようと、すべてに勝まさるわたくしが屈くつすることなどありえませんわ」

　ベッドで毛づくろいするひばりが呆れ返ったように言った。

「だからさー、そうやって格下とか言って、油断してるから足をすくわれるんだよー」

『今回ばかりはオリヴィエの判断が正しい。……俺たちの胃袋が持つ限り、君の特訓に付き合うつもりでいますが、こういう重大な事態こそ手紙で伝えてほしいものです』

　ぐぬぬ。双方から叱しかられたイヴリーンは反論できなかった。

（だって、今まではどうでもいいことだったんだから仕方ないじゃない！）

　自分が狙われる分にはいくらでも無視できる。

　ただ、その被害が周囲にいくとなったら話は別だ。

　だからイヴリーンも、今回は真剣に考える気になったのではないか。

　続く説教にロジェが割りこむ。

「センパイが無事で、今はこうして相談してるんだし、過ぎたことで責めるのはかわいそうです！　センパイ、あの暗黒物質で判断能力が下がってるんですよ！」

「ロジェ……」

「なんで少し嬉しそうなんだ、貶けなされているんだぞ？」

「オリヴィエってどうしてそうひねくれた物の見方をするのかしら」

　リュクシオルの目が「お前が言うな」と主張していたが、ヴァランタンが息をつく。

「エルネスティーヌが溺おぼれていた時は、私も肝きもが冷えた」

「さっき、イヴリーンが助けられたと言っていて気になっていたんだが……溺れるとは、ただ落ちたわけじゃないのか!?」

「ヴァラン！　余計なことを仰おつしやらないで！」

　心優しい幼なじみに手て厳きびしいことは言いたくないのだが、思わず語気が強くなった。

　一方、リュクシオルは自分の世界に入りこんでいる。

「しかも異様に顔が近かった……まさか人工呼吸まで……」

「ぶ、無礼な……！　隙すきあらば手を出そうとする貴様と一緒にするな！　エルネスティーヌは人工呼吸の前に目を覚ました、何もしていない！」

　ヴァランタンは怒いかりに顔を染め、声を荒らげた。

　なにを気にするのかと思えば、とイヴリーンも呆れる。

「おまえのような煩ぼん悩のうまみれの女たらしと、純じゆん朴ぼくなヴァランを一緒にするだなんて、腹をかっさばいて詫びなさい。……複数犯の可能性を失念していたのは、わたくしの不徳の致すところでしてよ。今回の失敗を糧かてに、次は生かしたままひっ捕らえてみせますわ！」

「センパイのそのヤる気、ボクも見習いたいです！　特にオリヴィエに対して！」

『諦めるという選せん択たく肢しはないんですね、わかってはいましたが』

　やれやれ、とソンジャンテが首を振った。

『さて。君としては誰が怪あやしいと考えていますか？』

「強しいて言えば……前回と趣向を変えた〈神の子フイーリウス〉の仕し業わざではないのかしら」

「あ、それはありえないですよ！」

　イヴリーンの分ぶん析せきを、ロジェがあっさり否定する。

「変へん態たい──シュミットがぺらぺらしゃべってたんですけど、わざと逃がしたセンパイが取引に応じた瞬間、目の前でそこの精せい霊れいとオリヴィエを殺すつもりだったみたいで」

「えっ」

「お前、表情と言動の不一致が激しいぞ。なに爽さわやかに物ぶつ騒そうなことを暴ばく露ろするんだ」

「当事者に聞けばわかると思うけど、精霊とオリヴィエを手荒に扱っても、センパイにはなにもなかったですよね？　だから、〈神の子フイーリウス〉の仕業ってのはないです」

　シュミットとは、イリス王国出身で、〈神の子〉付きの〈詩人バルド〉のことだ。

（外げ道どうな計画だったけれど……どうしてそこまで恨うらまれなきゃならないのかしら）

　イヴリーンが神王国の枢すう機き卿きようの任命を蹴けったことで、その座が転がりこんできた当代〈神の子〉の無む駄だに高い自尊心を傷つけたのがすべてのはじまりらしい。

　千里を見通す『水』の〈楽術ネウマ〉を得意とする〈神の子〉は、エルネスティーヌ死亡の真実を視みていたという。

　ひばりや偽にせエルネスティーヌを使って、イヴリーンを神王国におびき寄せたのは、宿敵と認識していた相手が勝負の舞台から降りたのが気に食わなかった、と解釈していた。

　まったく納得いかないのだが、リュクシオルが苦い顔で頷く。

「……ああ。手荒どころか、思いっきり急所を抉えぐってきたな」

『そこの元そっくりさんの分析は的を射ています。……君には理解できないかもしれませんが、猊げい下かはエスティを屈くつ服ぷくさせたいのであって殺あやめたいわけではないのですから』

「僕にも到底理解できない思想です。……なら、反プティ・エトワール派はどうだろう」

　リュクシオルが次の犯人候補を挙げる。その可能性はあるかもしれないが──

「……おまえ、反プティ・エトワール派の構成を知っていて？」

「今時古いが、血統至上主義者の集まりだと聞いている」

「そこに結婚適てき齢れい期きの令れい嬢じようを持つ家柄も追加すべきね。彼らはわたくしが王太子の婚約者だったからこそ排はい斥せきしようとしていたのよ。プティ・エトワールとしてだけなら、腹の中では気に食わなくても大人しく従っていたのではないかしら」

　だからエルネスティーヌが死亡したと公表した際も、国内の政敵を心配しなかった。

　自分の娘を王太子妃に就つけたい彼らが、王族を脅おどすならまだしも藪やぶをつつくはずがない。

「エルネスティーヌが王太子の婚約者だったのは付加価値があったから。つまり、今のわたくしが婚約者に返り咲くことはありえない。バレたとしても排はい除じよする理由はないのよ」

「根こん拠きよはわかったが……見下げたヤツらだ、貴族の風かざ上かみにも置けない」

『まあまあ、おかげで今は大人しくせざるをえなくなっていますから』

　低く吐き捨てたリュクシオルを王太子はなだめているが、イヴリーンは騙だまされない。

「犯人像は分析し直すとして、つい流していましたけれど……ジャン、どうしてヴァランが楽院にいらっしゃるの？　近衛隊のお仕事は？」

『おや、ようやく訊きいてくださいましたか。明日になっても気づかないかと思いました』

「ご託たくはよろしくてよ。どういうつもりでこちらに？」

『ふふ』

「王太子さま、それって返事になってませんよね？」

　ロジェも突っこんだが、ソンジャンテは『秘密です』とのらりくらりと躱かわす。

　いつになく上じよう機き嫌げんな幼なじみの腹黒さを思い返すにつれ、災さい厄やくの前触れとしか解釈できない。ならば、とイヴリーンは標的をヴァランタンに移した。

「……ヴァラン？」

「明日になればわかる。私も貴女を驚かせてみたいのだ」

「……あら」

　どこか憂うれい気だったヴァランタンが少し楽しそうだ。イヴリーンは頰に手を添えた。

（…………ヴァランが関わっているのなら、災厄ではなさそうね）

　ソンジャンテも、弟であるヴァランタンには甘い。

　無理に聞き出すことでもないか、と処しよ理りしていたら、また気難しい顔で黙りこんでいたリュクシオルが動き出す。イヴリーンの前に進み出ると、神しん妙みように口を開いた。

「イヴリーン。僕はお前の行動力と実行力を甘く見ていた。そして、反省した」

「…………おまえ、頭は大丈夫？」

「僕にも、お前にも、それぞれの都合というものがある。ずっと追いかけるのは、土台無理な話だ。無論、僕は諦めるつもりはない。だから────」

　顔を寄せられて、間近でひたむきな黒瑪瑙オニキスの隻せき眼がんに見み据すえられる。さらに冷えきった両手を握りしめられると、リュクシオルの体温でじんわりとあたためられていく。

　完全に雰ふん囲い気きに吞まれたイヴリーンは、耳元で落とされた低い囁きに身をすくめた。

「一緒に暮らそう、イヴリーン。一番そばにいて、今度こそお前の力になりたい」

「ぶっぶー、残念でしたー！　それは残像だよ！」

「はいっ、撤てつ収しゆう！　あとオリヴィエ、女子寮に泊とまったら変態として通報します！」

　一瞬、なにが起きたのかわからなかったが、イヴリーンはロジェの肩に担かつがれていた。

　そのまま医務室から連れ出される背後で、ソンジャンテが諭さとしている。

『ヴァラン、いいですか。君に必要なのは、ああいう勢いですよ。そこだけは見習うといい。……そうそう、オリヴィエ。優しく忠告されているうちが花ですからね』

「殿下がいつ僕に優しかったんですか？」

　リュクシオルがケンカを売っているようだったが、扉が閉まって話し声は遮しや断だんされた。

　こうして、一日は慌あわただしく終わったのだ。
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　高等部三楽がく年ねん、〈詩人バルド〉楽がつ級きゆうの一時限目は剣術の授業だ。

　しかし、すでに鐘かねは鳴ったのにいまだ臨りん時じ講師は来ない。

　最終楽年になると、希望進路の分野で楽級が振り分けられる。

　共通の講義は合同だが、個々の楽級ではその職に就ついた〈楽師カンタンテ〉の先せん輩ぱいが臨時講師となり、指し導どうに当たるのが通例だった。

　ただし、〈詩人バルド〉となると事情が変わる。最終楽年まで進級した生徒が八人しかいないことからわかるように、〈詩人〉は元々志願者が少なく、慢まん性せい的てきな人手不足なのだ。

　楽院の教官にも〈詩人〉はいるが、最終楽年以下の生徒に基き礎そなどを叩たたきこまなくてはいけないので、騎き士し団だんの団長といった立場の人間が派は遣けんされてくることが多い。

　リュクシオルは仕方なく長剣の手入れをしていたものの、左の目元をこする。

（……また変な白い靄もやが見えたな。今までこんなことはなかったんだが）

　痛みはないので些さ細さいな問題だが、そろそろ〈癒し手ヒーラー〉に頼るべきなのかもしれない。

　些細な問題──そう、今は左目の違い和わ感かんより重大な問題が起きていた。

　リュクシオルが腰こしを叩いていると、友人たちが話しかけてくる。

「〈詩人〉にとって喉のどの次に腰が命だ！　ってうるせーリュークにしちゃ珍めずらしいな」

「ああ、確かに腰は痛い。だが、この痛みはな……成長通なんだ！」

　リュクシオルが誇ほこらしげに告げると、二人は顔を見合わせる。

「へ、へえ、成長つ……は、成長通？　十六でなるとか遅おそくね？」

「養護教官が言うには、ごく稀まれにあるらしい。必死に牛乳を飲みまくり、肉をむさぼり、適切な睡眠時間を心がけた甲か斐いがあって、身長が伸びた。僕は最高に気分がいい」

「ああ、どうりで不ぶ気き味みなわけだな」

「つーか、それって牛乳のおかげか？　そりゃ朝昼晩どころじゃねー量を飲みまくってたけどよ。去年からすると随ずい分ぶん伸のびたよな、とっくに成長が止まったかと思ってたぜ」

　どうにも友人たちの感動が薄うすい。友達甲斐のないヤツらだ。

「お前たち、牛乳をバカにするんじゃない。牛乳は健康にいいんだぞ！　なにより、牛乳を飲んで身長を伸ばした分だけ、いちいちいい反応をするイヴリーンが見られるんだ。こんなにすごい飲み物が、他にあると思うか？　あのイヴリーンだぞ？」

「お、おう」

「やべーよ、リュークがぶっ壊こわれた。プティ・エトワール病の次はシラク病かよ。また前みたいに肖しよう像ぞう画がを飾るのはやめろよ、アレと真夜中に目が合うとすっげー怖い」

　寮りようでリュクシオルと同室である友人にいたっては涙目だ。大変遺い憾かんである。

「シラク病の話をしてると、俺たちまで病やみそうだから話を変えようぜ」

「僕は病んでない！　なんなんだ、失礼だぞ！」

「病んでるヤツはみーんなそう言うさ。……んなことより、昨日の放課後、第二王子が来たんだってな。知ってるか？」

「……ああ」

　イヴリーンが池に落ちた一件は秘密なので曖あい昧まいに頷うなずく。

「シラクさんの行方ゆくえを捜さがして歩いていたんでしょ？　大柄なのに、仕草が妙みようにかわいかったって、道を訊きかれた友達が言ってたな。信しん奉ぽう者しやになっちゃいそうだってさ」

「へえ、やっぱシラクに用があったのか」

　話に加わった女じよ楽がく生せいの話で、否いやが応おうでもイヴリーンの態度を想起してしまう。

　リュクシオルには礼や謝罪を言うにも遠まわしなくせに、ヴァランタン相手だと素直になるのだからわけがわからない。不公平だ、とリュクシオルは思う。

（まあ、今は翻ほん訳やくができるようになったから構わないんだが）

　昨日も「おまえが怪け我がしたから絶対に犯人を捕つかまえたい」ということを、実に回りくどく言われて頭がどうにかなりそうだった。……むしろこのままがいいかもしれない。

　慣れると、あれはあれで癖くせになる。リュクシオルは完全に毒されきっていた。

　その横で、一人の女楽生が金髪を振り乱していた。

「そんな噂うわさ、今日聞いたって意味ないし！　売れ残りな弟王子様が来てるって知ってたら、部屋で金かね勘かん定じようしてないで、化け粧しようもばっちり決めて、運命的演出に全力を尽つくしたのに！」

「運命って、そんな人為的に作るものなの？　夢も希望もないなぁ」

「王子様を手に入れるには、そのくらいの気合いと根こん性じようと毒物が必要だってことよ！　わたしはね、近衛このえ隊たいに所属するためだけに〈詩人バルド〉を選んだんだから！　目指せ玉たまの輿こし！」

　うぉおおおおおっ！　と非常に男らしい雄おたけびを上げる女楽生に、その友人たちは手を取り合って怯おびえている。男子陣もいっせいに距きよ離りを置いた。

　リュクシオルとしても「なんだその邪よこしまな動機は」と眉まゆをひそめるところなのだが、煩ぼん悩のうが密接に絡からんでいるせいか、この女楽生は〈詩人〉としてとても優秀だった。

「クロエがこわい。オリヴィエくんの次は王子さまとか野望が底なしね……」

「さ、さすが毒草観察が趣しゆ味みなだけある……友達として犯罪者にならないことを祈いのるよ」

　げっそりと呟つぶやく彼女たちの気苦労は計り知れない。

　その時、教室の扉とびらが開き──リュクシオルたちは目を見開く。

　野や暮ぼったい眼鏡めがねをかけた地味な教官の他に、もう一人が戸と口ぐちにたたずんでいる。うなじで結ゆわいた砂色の長髪をなびかせて、教きよう壇だんの中央へと歩みを進めていった。

　その堂々たる振る舞いが、容よう貌ぼうの冷ひややかな印象を強め、威い厳げんを感じさせる。

　先ほどの女楽生の息も荒くなり、そばにいる友人が顔を覆おおっていた。

「え、えー、みなさん静せい粛しゆくにお願いしますねー。……では、殿でん下か」

「……本日より〈詩人〉の剣術の臨時講師を務める、陛へい下か直属の近衛隊に所属するヴァランタン・ル・イリスと申す。〈楽師カンタンテ〉ではない私は剣術しか教えられないが、国ひいては民たみのため、諸しよ兄けいらに力添ぞえしたく思い、此こ度たびの講師を引き受けた。よろしく頼む」

　そのぴしっとした一礼は見る者の背筋を伸ばさせ、自然と頭を下げさせる効果を生む。

「きゃー！　王子様ぁすてきぃいいい！」

「ちょ、ちょっと、クロエ！　しーっ、空気を読んで！」

　唯ゆい一いつの例外である女楽生の反応に、リュクシオルは二重の意味で頭が痛くなった。

（王おう太たい子し殿下がいやに楽しげだったのは、このせいだったのか……）

　油断ならない王太子はさておき、やっと授業がはじまる。

　まずは生徒の実力を把は握あくしたい、とヴァランタンの申し出で打ち合うことになった。

　最初に指名された男子に常の威い勢せいのよさはない。殺傷能力のない稽古剣フオイルなのだが、本気で打ちこんでこない相手に、ヴァランタンの方が痺しびれを切らして打ちのめす。

　生徒の稽古剣が宙を舞い、床に転がった。

「……ここが戦場ならば、貴き公こうに命はない」

　ヴァランタンは尻しり餅もちをついた生徒に剣の切っ先を突きつけ、冷ややかに告げる。

「私の身分を考こう慮りよする必要はない。貴公は戦場で、相手が王子だからと手加減するのか？」

「そ、それは……」

「〈詩人バルド〉は〈楽師カンタンテ〉でありながら騎士でもある。騎士ならば誇ほこり高く、真しん摯しに立ち向かえ。……騎士と名乗る以上、私は女によ人にんであろうと容よう赦しやしない。それが同じ騎士への礼れい儀ぎ」

　ぽかんとしていた女楽生たちが瞳を輝かがやかせた。その好戦的な眼まな差ざしを受けてか、ヴァランタンも険けわしかった目元をやわらげる。

「平和に甘んじ、慢まん心しんしてはならない。……立て、授業を再開する」

「はいっ！」

　大声で返事をした男子は稽古剣を拾い、斬きりかかりにいく。

　リュクシオルは感かん嘆たんした。なるほど、近衛隊長に選ばれた理由もわかる。

「ねえねえ、今の聞いた!?　騎士だなんて言ってもらったの初めて！」

「聞いた聞いた！　クロエじゃないけど、私も騎士団より近衛隊を目指そうかなぁ」

　きゃっきゃと囁ささやき合う女楽生たちも、次々と指名されていく。

　実力を量るだけでも、前言通り一切の手加減はない。みな一様に叩きのめされているが、表情は晴れやかだ。悔くやしさは滲にじんでいるものの、王子の真剣さを肌身で感じるからだろう。

　最後、リュクシオルの番になった。稽古剣を握にぎり、深呼吸する。

（……イヴリーンに背中を任まかされたいなら、殿下に勝てなきゃ意味がない）

　なにより、〈詩人〉の一人として負けたくない。

　教室の中央で、ヴァランタンと向かい合う。リュクシオルは稽古剣を正せい眼がんに構えた。

　地味な教官が二人の状態を確認し、片手を振り下ろす。

「……はじめ！」

「ハァッ！」

　立ちこめる緊きん迫ぱく感かんを、リュクシオルは裂れつ帛ぱくで断ち切って踏ふみこむ。

　以前の小柄な体格を利用した死角をつく戦法ではなく、彼には正攻法で勝ちたい。

　ヴァランタンは慌あわてず、稽古剣を上段で受け止めた。ギチギチ、と力比べに互いの剣身が軋きしむ。払いのけられる寸前、リュクシオルは飛びすさる。

　顎あごに伝った汗をぬぐう。持じ久きゆう戦せんには持ちこめない。となれば答えは一つ。

（相手の重さを利用して、一気に畳たたみかけるッ！）

　息を吐はき出して柄を握り直すと、今度はヴァランタンが斬りこんできた。反射的に剣を振るえば、鈍にぶい金属音が打ち鳴らされる。伝わる気き迫はくは、もはや授業のそれではない。

　──上等だ。リュクシオルは舌なめずりをする。

　何度目かの鍔つば迫ぜり合いの末、ヴァランタンの脇わきに隙すきができた。すかさず稽古剣を下から振り上げようとしたが、リュクシオルは顔をしかめる。走った痛みに膝ひざが笑う。そこを見み逃のがすヴァランタンではない。一いつ瞬しゆんのうちに決着がつく。

　膝ひざをつき、上がる呼吸を整えた。悔しさに歯は嚙がみすると、頭上から声が降ってくる。

「オリヴィエ、腰を庇かばっているようだな」

　淡たん々たんとした指摘に、リュクシオルは声を詰つまらせる。事実だったからだ。

「貴様の負けん気の強さは評価するが、休養もまた鍛たん錬れんの一つ。悪い癖がつく前に改めろ。癖を矯きよう正せいするために費ついやす労力ほど馬鹿らしいものはない」

「……ぐっ」

「だが、焦あせりは理解できる。……並び立ちたいと望むならば、己おのれを知れ」

　イヴリーンを指していることはすぐわかった。そこで、ちょうど鐘が鳴る。

「本日の臨時授業はこれまでだ」とヴァランタンと教官が出て行ったあと、友人たちに「健けん闘とうしてたって！」と慰なぐさめられても、この屈くつ辱じよく感かんが薄まるわけではない。

（僕が音おん痴ちを指摘した時、イヴリーンもこんな気持ちだったのか）

　けれど彼女は発はつ奮ぷんし、今や昔の歌声とは違った美しさを取り戻しつつある。

　ならば、自分も腐くさっている場合ではない。もっと鍛錬を積み、次は勝つ。
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　イリス王国の第二王子ヴァランタン・ル・イリスが、最終楽年の〈詩人バルド〉楽級の臨時講師として滞在する報は、二時限目の休み時間には全校生徒に知れ渡っていた。

　十九歳であるヴァランタンは近衛隊長としては若いが、実力で勝ち取った地位だ。

　彼は年配の実力者たちに頭を下げて指導を頼み、日夜訓練に明け暮れていたので、年若かろうとみんなにかわいがられ、慕したわれている姿を王宮でよく見かけた。

　……もちろん、イヴリーンとて彼がただ指導に来たわけではないことはわかる。

（剣術の臨時講師としてぴったりだから怪あやしまれないし、信頼できる相手だろうけど）

　イヴリーンの無茶を案じたからといって、弟を送りこんでくるとは。

　やはりソンジャンテのひらめきとはろくでもない。




　噂話一つに精神的疲ひ労ろう感かんを覚えながら、今日も文化祭の打ち合わせだ。

　ああだこうだと意見を出し合い、少しずつ〈楽術ネウマ〉の形が見えてきている。

　予行演習もあるので、早いところ意見をまとめないと間に合わないだろう。

　イヴリーン自身は議論に参加せず、悠ゆう然ぜんと料理本を読んでいた。

「ねえねえ、シラクさん。……って、なに読んでんの？」

「見てわからなくて？　そんな目なら、ずっと閉じておきなさい」

「……ま、まぁいいけど。あのさ、第二王子との仲立ちってお願いできる？」

「…………どうして？」

　本を覗のぞきこんできた人影は、情報通のゼナイドだ。襟えり足あしを短く切りそろえた麦わら色の髪に、赤い頭帯ヘアバンドをつけている。

　イヴリーンが思いっきり不ふ審しんがると、ゼナイドは頭をかいた。

「いやさ、シラクさんに頼むのはお門かど違ちがいだと思うんだけど。ほら、うちの兄貴が近衛隊の副隊長だって前に話したじゃん？　一応、妹として挨あい拶さつしといた方がいっかなーって」

「…………昼食のあとなら空あいているわ」

「マジ!?　やった、ダメ元で頼んでみてよかった！　ついでにさ、殿下に取材してもいい!?　楽がく内ない新聞の一面記事に載のせたいんだ！　わたし、卒業後も記者になるからさー」

　挨拶より、実は取材が本題ではないのかという興こう奮ふんっぷりだ。

（というか、掲けい示じ板ばんに張ってあるあの新聞って彼女が書いているの？）

　ぼんやりと思い浮かべる楽内新聞の完成度は、その筋の専門家もかくやである。

　そこにミレイユたち三人組も話に参加してきた。

「ゼナイドの記事って面おも白しろいから、アタシ好きだなー。どっからその情報入手したわけ!?　っていうのから、おいしい菓子屋パテイスリーや仔こ猫ねこの出産みたいなのまで網もう羅らしてて」

「ふふん、情報の出所は企業秘密ってことで！　〈楽師カンタンテ〉って特権を生かして、今まで取材できなかったところに突とつ撃げきするのがわたしの夢なんだ。あーっ、早く卒業したーい！」

「そうねぇ。ザザとゼナイドはもう就職先が内定しているのよね～？　シラクさんは旅芸人で内定は必要ないし。わたしはまだだから、今日も放課後に進路相談しなくちゃ」

　コレットがおっとりと頰ほおに手を添えて、ため息をつく。ザザは苦笑した。

「あー、アタシは実家が牧場だから相談するまでもないっていうか。跡あとを継つがなきゃだからさ。ミレイユは確か、この間の休みが〈宮廷楽師カンタンテ・ド・クール〉の一次試験じゃなかった？」

「ひっ！」

　話しかけられたミレイユは飛び上がって白目をむく。怖すぎる。

「ザザ、ダメでしょう。ミレイユがなにも言わないということは、つまり──」

「………………お…………て…………い」

「え？」

「お、覚えてないのぉおおおおお！　ム、ムジカ石の転送装置で、王宮の中にて、転送してもらったことは覚えてるんだけど……そ、そのあとがなにもわからないのぉおおお！　うわぁあああっあたしのバカバカバカバカ！　このうじうじ虫！　役立たず！　穀ごく潰つぶし！　あたしは生まれ変わったら無機物になりたいぃいいいいいっ」

「うわあ……」

　取り乱しきったミレイユが床に額ひたいを打ちつけはじめる。

　石頭なのか赤くもならない額に引いていると、ザザたちがなだめすかす。

　そうしてようやくこの日、〈楽術ネウマ〉の全体像がまとまったのだ。




　昼休みになり、イヴリーンはゼナイドをヴァランタンに紹介した。

　途中、取材に熱が入りすぎて、ヴァランタンに目だけで救いの手を求められたが、イヴリーンは関わるまいと紅茶を飲むことに集中していた。

　楽院内では『イヴリーンとエルネスティーヌは同一人物』だという暗あん黙もくの了解が成り立っているが、現在の身分では天と地ほどの差がある。

　なので、人目がない場所に移動していると、ヴァランタンが気き遣づかわしげに訊いてきた。

「……あんなことがあった翌日だが、今日は何事もなかっただろうか？」

「今日は不自然な事故はありませんでしたわ」

「…………両陛下に誓ちかって？」

「わたくし、両陛下とヴァランに噓うそはつきませんもの」

　念押しされたが、本当にそれが事実である。

（でも、変よね。やはりわたくしの〈楽術〉が効いたということかしら？）

　ヴァランタンは愁しゆう眉びを開くと、照れたように目元を赤らめた。

「そ、そうか。ならば、よかった」

「また池に行ってみましたけれど、なにも起こらなくて拍ひよう子し抜ぬけしましてよ」

「昨日の今日でか？　貴女はなんて無茶をするのだ、二度としないでいただきたい！　表立った繫つながりはなくなったとしても、両陛下も貴女を心配しているというのに！」

　打って変わって厳しい語勢で叱しつ咤たされる。

　国王夫妻を引き合いに出されると、イヴリーンの分が悪い。

　二度としないとは約束できないので、話を変えることにした。

「ええ。でも、ヴァラン。近衛隊のお仕事もあるのだから、ジャンの計画に乗って差し上げなくてもよろしいのよ？　今だと、王都は黄金祭フエスタ・アウレアで持ちきりでしょう？」

「兄上は関係ない。私自身の意志で、楽院に赴おもむいたのだ」

　いつになくきっぱりとした語調に、イヴリーンは目をぱちぱちさせた。

「無論、貴女の一件も関係していることは否定しない。だが、講師の依頼自体は元々あったものだ。気にしないでいただきたい」

「依頼が？　そうでしたのならよろしいのですけれど……その」

「いかがしたのか？」

「……オ、オリヴィエも、あなたに教わっているのですわよね？」

「ああ。……オリヴィエは姿勢もきれいで、基本に忠実だ。太た刀ち筋すじが読まれやすいと、実じつ践せんでは不利になるかもしれないが……基礎ができてこそ応用も利きく。騎士として非常に筋がいいと思う。ただ少し、腰が入っていないのは気にかかる」

　腰が？　イヴリーンは口くち許もとを押さえた。

（まさか、わたくしを庇った時に痛めたのは肩だけではないの？）

　知り合ってから一年、リュクシオルの剣術の腕うではよく知っている。腰が入っていないだなんて、なにか問題を抱かかえているとしか思えなかった。

　少し考えこんでしまったが、ヴァランタンの視線を感じて言葉を返す。

「な、なんですの？　別にオリヴィエのし、心配なんてしてませんわよ」

「いや……昼休きゆう憩けいも終わる頃合いだ。最後に一つよろしいだろうか」

　改まった前置きに、イヴリーンは黙だまって首をかしげた。

「自みずからの手で犯人を捕まえたい、貴女の気持ちは理解できる。だが、私でなくとも、精霊殿でもオリヴィエでも構わない。誰かと共に行動してほしい」

「でも、わたくしは」

「貴女にまたもしものことがあると想像しただけで耐たえられない。……貴女を楽院を追いやった原因は私にある。犯人は必ず見つけ出すと約束しよう。ラー・シャイの一件を償つぐなう機会を、私に与えてくれないだろうか。どうかこの件を任せてくれ」

　ラー・シャイの一件──〈魔王〉に憑ひよう依いされてしまったことを言っているのだろう。

　ヴァランタンは内に溜ためこむ性質なので、イヴリーンがいくら気にするなと言っても無む駄だだろう。先ほども国王夫妻を引き合いに出されてしまったし、妥だ協きようすべきか。

「…………不服ですけれど、可能な限り努つとめますわ」

「そうか、それを聞いて安心した。……では、失礼する」

　颯さつ爽そうと去っていく広い背中に、イヴリーンは大きなため息をついた。




　ヴァランタンの忠告もあり、囮おとり作戦が本当に効果があったかは様子を見ることにした。

　放課後になり、イヴリーンは図書館に来ていた。

　隣り合った席には、帳面を広げたロジェが座っている。

　時間があれば勉強を見ると約束したので、料理本を片手に話を聞く。

「ふんふん。次の属性の鍛錬は、自分の属性と相性がいいヤツがいいんですね！」

「そうね。おまえは『水』だから、次は『木』が望ましいと思うわ」

　ロジェは非常に優秀らしく、『水』は一通り扱えるようになったという。

〈楽師カンタンテ〉として開花してから一年にも満たないのに驚きよう異い的てきなことだ。

　偽エルネスティーヌを勤つとめ上げた経歴からしても、ロジェはコツを摑つかむのが上う手まい。

　いくらそっくりで同名でも、信者の期待通りでなければ『イリス王国のエルネスティーヌが実は生きていて、神王国に亡ぼう命めいしている』なんて疑ぎ惑わくは生じなかっただろう。

　発音にはまだ訛なまりが残っているけれど、上うわっ面つらだけでも〈楽師〉の中の〈楽師〉と謳うたわれたエルネスティーヌに近づく努力は並大抵のものではなかったはずだ。

「『木』の〈楽術ネウマ〉を特訓するにはどうすればいいんですか？」

「最初は花を咲かせることからはじめるべきだわ。花は蕾つぼみの状態でね。水の流れを意識して、とにかく歌えばわかるでしょう。〈楽術〉は実践あるのみよ」

「夜、寮でさっそく試してみます！　……センパイのおかげで課題も早くすんだけど、いつも頼って迷めい惑わくじゃないですか？」

　ロジェがおずおずと尋たずねてきたが、イヴリーンは鼻を鳴らす。

「わたくしは片手間に見ているだけであって、おまえのために時間を割いてなどいなくてよ。格下に気遣われる謂いわれはないわ。迷惑かと気にする暇ひまがあるのなら、『木』を完全に習得なさい。この調子でいけば、おまえ自身が楽院を卒業する前には成果が現れるはずよ」

「──────ホント、センパイってイイです」

　ロジェはじっと見つめてきたかと思えば、静かに微笑ほほえんだ。

「センパイ、噓をつかないから。優しいですね」

「………………それは、どこ世界のわたくしなの？　オリヴィエのことではなく？」

「え。ま、まあ、確かにアイツの噓をつけないとこは評価してますけど。……へへ、センパイに褒ほめられたからもっとやる気が出ました！」

　こいつも都合のいい時だけ難なん聴ちようになる人種なのか。

「あっそうだった！　お礼と言ったらあれなんですけど……これ！」

　ロジェは懐ふところを漁あさると、数枚の紙切れを渡してきた。

「……なぁに、これ」

「ボクの楽級の食券です！　文化祭初日が当番なんで、来てくれたら大だい奉ほう仕ししますよ！」

　食券？　と改めて見た紙切れには値段の他に、『〈人馬級サジテール〉二　召めしませ！　ご奉仕喫きつ茶さだにゃん☆』という文字がでかでかと書いてあった。

　……見なかったことにしよう。イヴリーンはそっと制服の隠しポケツトにしまった。

　しかし、はにかんでいるロジェはかわいらしかった。

　制服も着き崩くずしまくっているのに、なぜだか小動物系という印象がぬぐえない。

（さすが男のくせに女性らしさでわたくしに勝利しただけあるわ）

　変なところで感心してから、イヴリーンは閉じた料理本を抱きしめた。

「………………ね、ねえ、ロジェ。女子力って、なんだと思う？」

「…………え、ボクに訊いてるんですか？」

「だって、おまえ、全体的にかわいらしいではないの」

「……………………こ、こんなとこで過去の弊へい害がいが……」

　ロジェは頭を抱えていたが、早く答えろと服の裾すそを引っ張る。

「…………笑ってみたらどうですか？」

「イヤよ、笑うのって疲つかれるもの。プティ・エトワール時代で無駄に笑ったから却きやつ下か」

「それ、笑ったんじゃなくて愛想あいそ笑わらいとかの類たぐいじゃ……」

「次は？」

「う、うーん。というか、ボクにしてみりゃオトコもオンナもただの金づ────こほん。今のままのセンパイで充分魅み力りよく的てきですよ」

「ダメよ！」

　思わず声を張り上げてしまい、慌てて口許を覆う。

　図書館なので周囲も確認したが、他にひと気はない。

　一安心したものの、ロジェは驚おどろいたのか目をぱちくりさせていた。

「あ、う、その……わ、わたくし、女性らしくないから……いやだから……あの……べ、別に他人に好かれたいわけではないのだけれど……えっと、でも多くは身の程を弁わきまえず女性らしい人を好むのでしょう。ロジェみたいな。だから、わたくしも少しは……」

「………………あのチビ、ため池に沈しずめてやろうか……」

「え？」

　なにか今、不ふ穏おんな発言が聞こえた気がする。

「絶対、センパイはそのままがいいですよ！　絶対！　あと、ボク、オンナじゃないですから！　オトコ！　オトコです！　ボクみたいなとか余計です！」

　無駄に力説されると信しん憑ぴよう性せいが薄れていく。

　……誰かに好きになってもらいたいなら、相手に興味を持つべきだということを、神王国で気づいた。だから知ろうとしているのだが、なかなか上手くいかない。

（好きな料理と誕生日は知っているわ。でも、他には？）

　まだ足りない。性格についてならイヤというほど知っているというのに。

「もう、いいわよ……はぁ、おまえもたいがいポンコツなのね」

「は、はは。……この鬱うつ憤ぷんはあのチビで晴らそう」

「────チビがなんだって？」

　イヴリーンは椅い子すと一緒に飛び上がった。音を立てて席を立ち、振り返る。

　視線の先に捉とらえたのは、機き嫌げんが悪そうなリュクシオルの姿だ。

（ま、まさか今の会話、聞かれた……!?）

　もし聞かれていたら、こいつを殺して生きるしかあるまい。

「来るな来るな来るな！　────どうして近づいてくるの!?」

　目を据すわらせて警けい戒かいしていると、相手は特に突っこむことなく近づいてきたので叫さけぶ。

　階段を落ちかけた時から、リュクシオルと話すたびに奇妙な感覚を味わっていた。

　身長が逆転したのは今さらなのに、見下ろされることを変に意識してしまう。

「来るな、つまり近づけということだろう？」

「違う！」

「そうだ、か。わかった」

「そんなポンコツ翻訳機ならば壊れてしまえ！」

　全身で威い嚇かくするイヴリーンに構うことなく、リュクシオルは隣となりに座った。

　そこで、ヴァランタンの話を思い出す。悟さとられないよう、つぶさに見極める。

（違和感はないけれど……腰が入っていないって、怪我のせいではないのかしら？）

　ならば原因はなんだろう？　頭をひねっていると、視線を向けられてどきりとした。

「僕の翻訳機は今日も絶好調だから問題ない。そんなことより……僕からは逃にげるくせに、なんでお前はロジェと一緒にいるんだ」

「しばらく囮作戦を休むことになって暇だから、勉強を見ていただけよ」

「諦あきらめの悪いお前にしては珍しいな。このまま大人しくしていればもっといいんだが」

「む……ヴァランが両陛下を引き合いに出すからよ。わたくしとしても納得してないわ」

「────────殿下が？」

　リュクシオルの声色ががらりと変わる。いつになく底冷えした響ひびきに戸と惑まどう。

「オ、オリヴィエ？」

「……僕がいくら言っても聞かないくせに、弟殿下の頼みなら素直に聞くんだな」

　そこまで言って、リュクシオルの表情が痛つう恨こんにゆがみ、髪をかき乱して立ち上がる。

「……変なことを言った、忘れてくれ」

「あ……」

　手を伸ばしかけて、やめる。振り払われたらと思うと怖かった。

　自分の態度を棚たなに上げたためらいを知ることなく、リュクシオルは視界から消えた。

「センパイ？　大だい丈じよう夫ぶですか？　アイツの言う通り、忘れちゃえばいいですよ！」

「……なにも起きていないのに、大丈夫もなにもなくてよ」

　あんな反応は初めてで、イヴリーンは制服の胸元を摑む。

　とりあえず、近々三度目の料理に挑ちよう戦せんしようと決める。

　上手くいけば、このわからない気持ちへの不安も解消するような気がした。
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　普通の授業と並行して、文化祭の打ち合わせも進んでいく。

　三十人全員で輪になって、中央に並べた数枚の羊よう皮ひ紙しを覗のぞきこむ。

「お題目は五大元素で、花火みてぇに〈楽術ネウマ〉の変化を空に描えがく──で異論はねぇな？」

「うん！　最初と最後は合唱で、『水』、『火』、『木』、『金』、『土』の順だよね」

「……問題は魂たましいの属性が偏かたよっていることだな。仕方のないことだが、『土』と『水』が五人だけというのはいささか不安が残る」

　リュクシオルは輪を見回すと、そうごちた。

　連中が揉もめていた時は苛いら立だっていた様子だったが、彼は珍めずらしくケンカを売ることなく、今も普通に話し合いに参加している。なにか思うところがあったのだろう。

（それと、この間の図書館の件も）

　次に顔を合わせた時は何事もなかったかのように振る舞われたので、イヴリーンだけもやもやしたまま今日になってしまった。

　こっそり彫刻めいた横顔を窺うかがっていると、ゼナイドが額ひたいに手をついた。

「媒ばい介かいがあったら、人数の少なさを補おぎなえるんだろうけどなー」

「卒業式に〈楽師カンタンテ〉の証あかしと一緒に授与されるんだろ？　ないものねだりってヤツだなぁ」

「〈詩人バルド〉のわたしたちには完全無む縁えんな話だけど、あったら確かに超便利だったろうね。あ、でもシラクは持ってるっけ？」

「……ええ、これは返上しなかったから身につけていてよ。小こ鈴すずは標準的なものだし」

　イヴリーンは手首につけたバングルをさすって返す。

　媒介と歌声を共鳴させると、〈楽術〉の威い力りよくを高めることができるのだ。

　以前のイヴリーンには飾りだったが、慣なれ親したしんだ媒介を手放す気にはなれない。

　卒業式は王宮でやるので、前日に届けて、証と一緒に再び授与してもらうつもりでいる。

「そういや、媒介って楽器以外もありなのか？　つーか、どうやって決まるんだ？」

「バカねぇあんた！　エトワールさまの媒介は鞭むちじゃない！」

「近いうちに希望を調査されるはずよ、教官の話をよくお聴きなさいな。……エトワール様は攻守に転じやすいから鞭を選んだと仰おつしやっていたわ。人間を馬車馬のように扱あつかうためではなく。〈楽術〉に反応して伸しん縮しゆく自じ在ざいだから、便利でしょうね」

　淡たん々たんと返せば、生徒の顔が引きつったように見えた。

　疑問に答えてあげたのに失礼だ。むっとしていると、一人の男子楽がく生せいが髪をかき乱す。

「って！　今は媒介とか馬車馬とか、調教師みてえなことはどうでもいいんだよ！　うがあああっ、考えすぎて頭が破は裂れつしそうだぜ！」

「アルマン、禿はげるからよしなよ。……一度どんな感じになるか予行演習をすべきじゃない？　どこが偏って、調和を乱すのか、実じつ践せんしてみないとわかんないと思うな」

「そ、そうだね。でも、そ、その時はどうしたらき、均きん衡こうを取れるのかな……？」

「無難に人数が多い属性を減らすとか？　『火』が八人で一番多いし。でもなぁ」

　膝ひざを突き合わせて悩む彼女たちは心底奇特だと思う。

（わたくしに頼ろうとしないのね）

　イヴリーンに直接的な意見を仰あおいできたのは、揉めていたあの時だけだ。

　思考を停止させて縋すがってこられたら、絶対にこんな考えは浮かばなかったのだが──

「──────わたくしは」

「ん？　シラクさん、どうしたわけ？」

「わたくしは半人前以下のおまえたちと違って、すべての属性を扱えてよ。偏った属性があるならば、不ふ本ほん意いながら、わたくしがそこに移動して差し上げてもよろしいわ。また揉めるのが面倒だからであって、おまえたちのためなどと思い上がらないことね」

　イヴリーンは眼鏡めがねで表情を隠かくしながら、つっけんどんに言った。

　一部の生徒以外、見るからに困こん惑わくしている。女楽生の一人が代表して聞き返す。

「えー、あー……つまり、どーゆーこと？」

「困こまっているなら力になる、ということを実に遠まわしに表現したらああなる」

「な、なるほど」

「なるほど、ではなくてよ！　こいつの捏ねつ造ぞうなのだから真に受ける必要などないわ！」

　リュクシオルのいい加減な注ちゆう釈しやくに、イヴリーンは目に角かどを立てた。

　しかし、彼は気にすることなく続ける。

「これは図星をつかれた時の反応だ」

「オリヴィエ、息の根を止めてほしいの？」

「口づけでか？　それなら大だい歓かん迎げいだ」

　イヴリーンは顔を赤くして、言葉もなくぷるぷるした。

「イチャつくのは放課後にしてくれよ。んじゃ予行演習、さっそくやってみるか？」

「そんなことしてないわ！　おまえたち全員、聴力がおかしいのではなくてっ!?」

「はいはい、打ち合わせが進まないから幻聴論争はあとにしとこうね！　……予行演習、今日は無理でしょ。まずは教官に実技棟の部屋を借りる許可を取らなきゃ」

「そうねぇ……外でやったら後こう輩はいに見られて、楽しみが半減だものねぇ」

「じゃあ、僕があとで許可を取ってくる。時間がないし、明日でいいな」

　怒いかり狂くるうイヴリーンをよそに、話し合いはきれいにまとまっていく。

（こ、こいつら……近いうちに、まとめてひれ伏ふさせてやる……！）

　決意を固めていると鐘かねが鳴り、その日はそのまま解散となった。




　イヴリーンは調理室に引きこもり、三度目の料理に挑いどむ。

　煮に込こみ終わるまでの間、暇ひまなので久々に菓か子しを作ることにした。

「どいつも！　こいつも！　真逆の意味で捉とらえて！」

　ばしーんばしーんと、もちっとした生地をまな板に叩たたきつける。

　気合いを入れてこねた生地で作るのは、熱ねつ砂さの国を起き源げんに持つ菓子だ。

　紙のように薄く伸ばした生地に、林りん檎ごを皮ごとつつみこんでから天てん火ぴ焼やきにする、ごく単純な菓子である。三個の林檎を天火に突っこんでから鍋なべを確認した。

「こ、これは……！」

　イヴリーンは蓋ふたを片手に震ふるえる。

　背後で物音がした気もしたが、そんなことは無視して小こ躍おどりした。

「よっしゃあっ！　黒くないし、形がわかる！　これよ、これが見たかったのよ！」

「……おめでとう」

「まあ、もう用事はすみましたの？」

「ああ。……扉とびらを叩いたのだが、返事がなくて勝手に入ってしまった。申し訳ない」

「わたくしがお呼びしましたのよ、お気になさらないで」

　現れたのは、漆しつ黒こくの鎧よろいをまとったヴァランタンだ。

　ひばりを遣つかいにやって、呼んでもらったのだ。目的はコッコーヴァンの味見である。

「…………ひばりは？」

「精せい霊れい殿どの？　私に伝言を教えると姿を暗くらましたが……戻ってきていないのか？」

「ええ。……ああ、そちらに座ってくださいませ。用意いたしますわ」

　あらかじめ準備していた深皿に取り分け、紅茶と一緒に差し出す。

　次に天火を確かめたら、こちらもきれいな狐きつね色いろになっている。熱いので肉叉フオークと匙さじを使って小皿によそい、イヴリーンはヴァランタンの横に座った。

　料理からは湯ゆ気げがのぼり、おいしそうな匂においが鼻び腔こうをくすぐっている。

「いただきます」

「どうぞ召めし上がれ。……今日は自信作でしてよ！」

「問題ない、兄上から胃い薬ぐすりを持たされている」

　相手がヴァランタンなので特に深い意味はないのだろうが、イヴリーンは半眼になった。

　ヴァランタンは骨ほね付つきの肉を一口大に切り、肉叉で口に運ぶ寸前に動きを止める。

「……その、エルネスティーヌ。そんなに見つめられると緊きん張ちようしてしまうのだが……」

「あら、ごめんなさい。でもわたくしに構わず、召し上がってちょうだい」

「………………あ、ああ」

　品のある所しよ作さが途と端たんにぎこちなくなったが、ヴァランタンはゆっくりと咀そ嚼しやくした。それから片かた眉まゆを跳はね上げ、深皿を注視する。イヴリーンは怯おびえた。

「え……ま、まさか、これも失敗ですの……？」

「いや、とても美味しい。これまでと違い、小刀ナイフですんなり切れるし、しっかりと肉に味がついていて、ぱさぱさしていない。ただ……」

「た、ただ？」

「……なにかが……足りないような……いや、すまない。私の感覚的なものだから、気にすることはない。充分美味しくなっている。……きっと喜ばれることだろう」

　ヴァランタンは寂さびしそうに眉尻を下げて、かすかに笑う。

（足りない？　いったい、なにが足りないというの？）

　おいしくなった、という感想は本当だろう。初回の真っ黒になったコッコーヴァンと比べたって、その進歩はあきらかだ。けれど、足りないものがあるなら確かめなければ。

　ひばりとソンジャンテに食べさせる分だけよけて、残りは自分の皿によそう。

「…………ん？　んん？」

「エルネスティーヌ、私の発言が気にかかっているのなら忘れてほしい」

「調味料、の問題ではありませんわよね。葡ワ萄イ酒ンも安物ですけれど、ちゃんとしたものを買いましたし……確かに、なにか物足りないように感じますわ。格段においしいけれど」

　舌で味わい、よく嚙かみながら飲みこんだが、イヴリーンは奇き妙みようさにうなった。

「でも、これで霜月フリメールには間に合いましてよ。ヴァラン、感謝いたしますわ」

「貴女の役に立てたのならなによりだ。……こちらの甘かん味みもいただこう」

　そう言って、ヴァランタンは肉叉フオークで林檎の菓子を切った。

　パリッと音を立てて破けた皮の中から、じゅわりと果汁が溢あふれ出す。

「……こちらも美味しい。自然な甘さで、皮にも食感があって私は好きだ」

「菓子作りは得意ですもの、当然ですわ！」

「母上に──王おう妃ひ陛へい下かに話したら羨うらやましがられてしまいそうだ」

　くすり、とヴァランタンの口くち許もとがほころぶ。

「貴女から料理が届けられた時も、王妃陛下は自分も食べると言ってきかなかった」

「えっ！　…め、召し上がったりは……していらっしゃいませんわよね……？」

「食べてはいない。だから、しばらく拗すねられてしまって困った。陛下も王妃陛下の肩を持つものだから……兄上も珍しく手を焼いていた」

「ふふ」

　本当に困ったように言うので、イヴリーンも自然と笑っていた。

「ご馳ち走そう様さま。……貴女のことだ、これからも料理の特訓を続けるのだろう？」

「お粗そ末まつ様さまでしたわ。ええ、まだ完全に習得したわけではありませんもの。……あ！　べ、別に、コッコーヴァンだけを習得するための特訓ではありませんわよ!?」

「私は兄上と違ちがってろくな助言はできないが、必要があれば頼ってくださって構わない。貴女のためならばいくらでも時間を作ろう」

　ありがたい申し出に頷うなずいてから、イヴリーンも食べ終わったので席を立つ。

　片づけをヴァランタンが手伝ってくれ、用意していた二つの手て提さげ籠かごそれぞれに料理と菓子を入れる。調理室をあとにすると、途中でリュクシオルと出くわしてしまう。

　なんて頃合いだ。イヴリーンはうめいた。

「イヴリーン？　と、殿下？　……一緒に調理室にいたんですか？」

「ああ。料理の味見を────」

「ヴァラン！　お口を閉じていらして！　……オリヴィエには関係のないことよ、詮せん索さくしないでちょうだい」

　冷ひややかにはねつける。すると、リュクシオルの形ぎよう相そうがみるみるうちに険けわしくなった。

　しまった、と思ったものの、撤てつ回かいできるくらいなら最初から言ったりはしない。

　イヴリーンは内心うろたえていたが、手首を摑つかまれて驚おどろく。

「……殿下、イヴリーンを借りていいですか？」

「それは、私に許可を取ることではない。……彼女自身に訊きけ」

「では、失礼します」

　イヴリーンは是ぜ非ひを訊かれることなく、問答無用で連れ出された。

　その間、いくら話しかけてもリュクシオルは返事をしてくれなかった。

　そのまま実技棟にある練習室の一室に、無言で放りこまれる。

「なにをするの！　わたくしを手荒に扱った覚かく悟ごはできているのでしょうね……！」

「女子寮りようは男子禁制だし、男子寮にお前を連れて行きたくない。かといって、他の場所だと他人の目が気になるだろう。……ここなら防音設備も兼ね備えていて安心できる」

「わたくしはなに一つとして安心できないわ。……ハッ！」

　イヴリーンはあることに気づいた。つむじに感じる視線に、周囲を見回す。

　片かた隅すみにあった指し揮き台だいを引っ張り出し、慌あわてて飛び乗った。

「頭ずが高くてよ！　お控ひかえなさいっ」

「……僕を見下ろすためだけに、ここまで持ってきたのか？」

「む……元はといえば、わたくしの許可なく縦に伸びるおまえが悪いのよ！　わたくしに手間をかけさせたことを伏して詫わびるがよろしいわ！」

「……………………た、耐たえろ僕……今はそんな場合じゃない、耐えるんだ……！」

　イヴリーンがふんぞり返っていれば、リュクシオルはまた意味不明な葛かつ藤とうに襲おそわれているようだった。この隙すきに練習室を出て行こうとしたが、立ちふさがれてしまう。

　退路がなくなったうえに見下ろされたので、イヴリーンは仕方なく指揮台に戻る。

「前から気になっていた。……池に落ちるのを阻そ止しできなかった挙あげ句く、剣術で弟殿下に敵かなわなかった僕に言えた義理はないだろう、と思っていた。だが、もう我が慢まんできない」

「またお得意のお門かど違ちがいな反省？　その話なら結構よ。あと、おまえがいったいいつ我慢したというの？　わたくしがいくらするなと言ったって聞きやしないじゃない！」

「聞く耳を持たないのはお前も同じだろう。……イヴリーンが調理室でしていることを訊かれたくないなら、気になるが訊くのはよす。そのかわり」

　そこで、彼は視線を落とす。ためらうような沈ちん黙もくののち、一息で言いきった。

「あまり、弟殿下と二人きりにならないでくれないか」

「どうして？」

　間かん髪はつを容いれずに問い返すと、リュクシオルはしばらく口ごもる。

　辛しん抱ぼう強づよく待っていれば、伏せられていた黒瑪瑙オニキスの隻せき眼がんがあらわになった。

「……弟殿下を好きになられると、困る」

　なにを言い出すのかと思えば、この男の頭は大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。

　本気で心配になり、イヴリーンは伸ばした手でリュクシオルの額に触れる。

「……なにをしているんだ？」

「熱くないわ……変ね、正気とは思えない言動なのに」

「僕は正気だ！　……今は付き合いの長さだって、精霊にも殿下たちにも敵わないだろう。それでも、お前の一番の理解者は僕でありたいと思っている」

「……え」

「好きだからこそ、お前のすべてを独占していたい」

　少しでも照れればかわいげがあるというのに、なんてことを平然と言い放つのだ。

　イヴリーンは二の句が継つげなくなる。

　これほど身勝手なことを言われたのは生まれて初めてだ。

　隠されることのない独占欲なんて欠点でしかない。

　こんな男、面倒くさいばかりなのに────どうしてなのだろう。

（嬉うれしい、だなんてそんなこと……わたくし、おかしいわ）

　揮ふるわれる熱弁をよそに、どくどくと心臓の音が煩わずらわしい。

「なのに、お前はかつてないほど弟殿下にだけ優しい。気にしてどこが悪いんだ！」

「なら、おまえはヴァランに皮肉を言えるというの？　仔こ鹿じかのような目で見られても？」

「……………………む、無理かもしれない」

　少し考えたのち、リュクシオルも同じ結論を出した。イヴリーンは得意顔になる。

「ほら！」

「ああ……って違う！　お、弟殿下の方がお前を好きになって、告白してきたらどうするんだ。あっちもお前に異様に優しいし、好かれたいからかもしれないじゃないか！」

「ヴァランが？　わたくしを？　好きに？」

　往おう生じよう際ぎわ悪く食い下がってこられたが、イヴリーンは思いっきり噴ふき出す。

「ヴァランの趣しゆ味みがそんな悪いわけないでしょう、ありえない仮定だわ」

「……あの態度を見ていてどうしてそんな結論を導みちびき出せるんだ……？」

「だれも彼もが下心の塊かたまりだと思ったら大間違いよ。ヴァランに対して失礼じゃない！　ヴァランはおまえと違って純じゆん粋すいに優しいのよ！」

「……なぜだろう。僕の方がこき下ろされているはずなのに、弟殿下に対する同情さえ芽め生ばえてくるのは……」

「人じん徳とくというヤツね。わたくしが男なら、わたくしなんて金貨百枚積まれてもお断りよ」

　ふん。イヴリーンが鼻先で笑うと、彼は気け色しきばんだ。

「ずっとお前を好きだと言っている僕はどうなるんだ！　ありえているじゃないか！」

「だ、だから、それは……お、おまえの趣味が悪いから……」

「なんだってお前は、無む駄だに自信満々なくせに、好かれる自信だけはないんだよ……」

　もごもごとうつむけば、リュクシオルが嘆なげかわしそうにかぶりを振る。

「だって、わたくしよ？　口を開けば敵しか作らない、きれいなのは見た目だけだと言わしめたこのわたくしを、見た目以外で好すく物好きがいるわけないじゃない！　わたくしは客観的な事実を述べているだけにすぎないわ、おまえのは不要な心配というの」

「おい、つい数秒前に同じ問答をしたのは忘れたのか。物好きな僕は、お前が好きだ」

「あ、う」

　もちろん、忘れてはいない。イヴリーンは顔を赤くした。

　イヴリーンは〈楽師カンタンテ〉としての自分に誇ほこりを持っている。できると信じて行なってきた数々の努力は実を結んできた。音も努力も、自分が裏切らない限りは裏切ったりしない。

　けれど、それが対人となったら話が変わる。

　人の好意を疑うたがうのは、自分が嫌いだからだ。いくら誇ろうと、その自じ負ふは内面に向けられているわけではない。噓うそをつけない相手だろうと、その考えを捨てきれなかった。

「お前、自分に向けられる視線はどう解かい釈しやくしているんだ？　その、弟殿下だってよくお前を気にかけて、見ているだろうが」

「またヴァラン？　わたくしを心配しているだけでしょう」

「さすがに殿下がかわいそうになってきた。いっそのこと、わざとだと言ってくれ」

　リュクシオルの顔色は悪くなる一方だ。彼は頭が痛そうに眉み間けんを押さえると、近くのスツールに腰かけて居い住ずまいを正す。そして、奇妙なことを訊いてくる。

「……今まで好意を告げられたことはないのか？」

「おまえこそ、なにを聞いていたの。でも、そうね……下げ僕ぼく志願だかわからないけれど、『自分はあなたの奴ど隷れいです』と告げられたことはあるわ。あと月のない夜に『あなたと見る月は美しい』とも言われたかしら。これは古典に出てくる『愛している』の隠いん喩ゆよね？　わたくしの他にも令れい嬢じようはいたから、暗くて人違いしたんだと思うわ」

「噓だろう……本気で言っているのか？」

「下僕の方は本気のようだったわ、気味が悪かったから笑顔でお断りしたけれど」

「いや、違う。そいつじゃなくて、お前だ。……もういくつか質問させてくれ」

　それでくだらない疑ぎ惑わくを払ふつ拭しよくできるなら安いものだ。イヴリーンは首をかしげて待つ。

「慕したっている、と告げられたことは？」

「慕っている？　プティ・エトワールは護ご衛えい対象だから、騎き士しには言われたかしら」

「……異性に見つめられた経験は？」

「そんなもの、年中見られていてよ。だって、わたくしは完全に完かん璧ぺきに美しい！　いちいち意識するのがバカらしいほどに！　ああっ美しいって罪作りね！」

　胸を張って答えれば、リュクシオルが天を仰いで「ああ、神よ」と呟つぶやく。

「……そうか………はっきりと端たん的てきに言わなきゃ通じないのか……僕はよくやった……」

「独り言がうるさくてよ」

「じゃあ、最後に。……好きだと、言われた経験は？」

　好き。イヴリーンの頰ほおはますます熱くなる。視線をさまよわせてから顔を背そむけた。

「そ、それこそおまえの頭に訊いてみるがよろしいわ」

　いきなり立ち上がったリュクシオルが無言で壁に額をぶち当てる。

「ちょ、ちょっと、訊いてみろとは言ったけれど忘れろとは言ってなくてよ」

「少し冷静になった、問題ない。……ところで、新婚旅行の行き先はどこにする？」

「新婚旅行ってどなたと、どなたの」

「僕と、イヴリーンのだ。……そうだ、けっこ」

「失礼する」

　ガチャ、と音を立てて回った把手ドアノブと、顔を出した人物によって気まずい空気が流れる。

　一瞬にして距きよ離りを詰つめてきた彼から後ずされば、その人物──ヴァランタンは首をかしげる。状況が理解できなかったようで、普通に足を踏ふみ入れてきた。

「借りると言われたので、約束通りエルネスティーヌを返していただきに参まいった」

　邪じや魔まされてホッとしたが、イヴリーンはぽかんとなる。

　あのやり取りを、どうしたらそんな生き真ま面じ目めに解釈できるのか。

「何分か告げられなかったため、十五分を目安にしたのだが……遅おそかったか？」

「バッ……いや、あんなのはただの比ひ喩ゆです。真面目に受け取らないでください」

「ぷーっ、これは傑けつ作さくだね！　もう諦あきらめろっていう天の啓けい示じなんじゃないのー？」

　一緒に来たらしいひばりが大笑いして、リュクシオルは恨うらみがましい目つきだ。

　そこで、ふとイヴリーンは眉根を寄せて、次いで室内を見渡す。

（変ね。今、ラー・シャイに似た気配を感じたような……）

　ひばりを確かめても、どこにも異変は見受けられない。

「…………ねえ、ひばり。おまえ、ヴァランと会ったあと、どこに行っていたの？」

　すると、ひばりは目を丸くしてから、ゆるゆると息をつく。

「きみは知らなくていいことだよー」

　どういう意味だ。気になったが、あまっていた林檎の菓子を分けたり、ひばりに料理の配達を頼んだりしていたらうやむやになってしまった。
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　日々は慌あわただしくすぎていき、今日は霜月じゆういちがつ一日──つまり文化祭初日である。

　料理の特訓は続けていたが、あれから目覚ましい上達はない。

　一方、文化祭の予行演習は回を追うごとに〈楽術ネウマ〉の美しさが磨みがかれていった。

　最初のうちは『水』で洪こう水ずいを起こしたり、『火』が爆発したり、『木』は草花が無限増ぞう殖しよくしたり……失敗を数えたらキリがない。

　やはり属性が偏かたよっていたため、イヴリーンは『土』と『水』の助すけっ人とを兼けん任にんすることになったが、調整に調整を重ねて、文化祭前日になんとか完成した。

　高等部三楽がく年ねんが総力を挙げる〈楽術〉は、見る者の度ど肝ぎもを抜くこと間違いない。




　高等部の楽がく舎しやを歩くと、工具や脚きや立たつを担かつぐ下級生と頻ひん繁ぱんにすれ違ちがう。

　下級生たちは模も擬ぎ店てんを催もよおすため、開場前の今も忙せわしなく動き回っている。

　〈楽術ネウマ〉を使えば簡単だが、文化祭の目的は『一般人に〈楽師カンタンテ〉に親しみを持ってもらう』こと。なにより協調性を学ぶのに打ってつけの機会なので、楽院の方針としては〈楽術〉に頼りきりにならず、自力で準備することが義務づけられていた。

　いくつかの看板を通り過ぎ、廊ろう下かの掲けい示じ板ばんに張り出された記事『緊急速報！　ヴァランタン殿でん下かの一日！』を横目に、イヴリーンは共通講義に使う教室に足を踏ふみ入れる。

　すでに同楽年の生徒が集まっており、イヴリーンに気づいたザザが声を上げた。

「イヴリーン、珍めずらしく遅おそかったじゃん！　アンタが最後だよ！」

「そう」

「時間がねえから先にはじめちまったけど、明日はまず──」

「詩は頭に叩たたきこんであるし、順序も把は握あくしていてよ。おまえたちではあるまいし、わたくしが一から確認する必要はないわ」

「……慣なれてきたけどよ、なんだってお前はそう上から目線なんだ？」

　呆あきれる男子生徒は無視したが、どうやら最終確認が終わったばかりのようだ。

　最終楽年は就職活動に専念するため、という建たて前まえから、最終日の締しめくくりに〈楽術〉を披ひ露ろうする以外は暇ひまだ。模擬店を満まん喫きつしようと、開場前に確認をすませようとしたらしい。

　他の生徒たちは文化祭の案内の紙を片手に、どの模擬店に行こうかと盛り上がっている。

　平和な光景を眺ながめていると、ミレイユが駆かけ寄ってきた。

　頰ほおを紅こう潮ちようさせた彼女は鬼き気き迫せまる形ぎよう相そうで口を開く。

「ね、ねえ、シラ、シラ、クさん！　あ、あのね、その、い、一緒にもももももももも」

「ミレイユ、どもりすぎだってば。通訳すると、一緒に模擬店を回りたいんだってよ」

「そうねぇ、シラクさんに予定がないなら一緒に回りましょうよ」

　ザザが補足し、コレットが改めて誘さそいをかけてくる。

　イヴリーンは少し迷った。また命を狙われる危険があるので、一緒に回れないと断るべきなのだが……なぜか、そのたった一言を口にできない。以前なら即座に断れたのに。

　口ごもっていると、誰かに肩を抱き寄せられた。

　驚おどろいて見上げれば、リュクシオルが真剣な面おも差ざしで交こう渉しようしている。

「すまない、こいつと回るのは僕に譲ゆずってくれないか」

「あー、オリヴィエか。馬に蹴けられたかないし、そういうことならどーぞどーぞ！」

「残念だけど、仕方ないかな……オリヴィエくんだし」

「ちょっと！　いつわたくしが了承したというの！　おまえも勝手に近づくなっ」

　肩に触れる手をつねり上げて、イヴリーンは急いで距きよ離りを置く。

　それから指を鳴らして、自分の頭で羽を休めている精せい霊れいに命じた。

「おやりなさい、ひばり！」

「え、なにがはじまんの？」

「──真ま面じ目めにくだらないことだから注目するだけ無む駄だだよー」

　ひばりは疲つかれたようにため息をつくと、金色の粉を振りまいて旋せん回かいした。

　すると、イヴリーンの両足が床から離れていく。リュクシオルたちは啞あ然ぜんとしている。

　いちいち箱や段差を用意できないので、最終手段として編あみ出した秘策だ。

「ふはははっ！　わたくしを見下ろせると思っていて？　残念、見み下くだすのはわたくしの専売よ！　みなの者、跪ひざまずくがいい！」

「お、おー……さすがシラク、斜ななめ上だ……」

「精霊さんの無駄遣づかいだからやめてあげてー！」

　無駄遣いとは失礼な。イヴリーンは浮かんだまま頰を膨ふくらませた。

　先日の林りん檎ごの菓か子しと新たに買った枕まくらの対価として、当然の要求である。なのにひばりからも「理り不ふ尽じんな外げ道どうだね！」と非難されたのだから解げせない。

「オリヴィエが縮ちぢまないなら、わたくしが浮かぶしかないじゃない」

「だからその理り屈くつはおかしい」

「これがリュークが言ってた例の快感か？　成績優秀なヤツに限って頭が残念だなー」

　なにやら雲くも行ゆきが怪あやしい。ひばりも面倒になったのか、イヴリーンを降ろしてしまった。

「いいなー、超羨うらやましい！　わたしも金持ちな恋人がほしい！　この際、顔がん面めん偏へん差さ値ちなんてどうでもいいからだれか紹介してくれない!?　ただし金持ちに限るけど！」

「クロエ……毒殺前ぜん提ていかもしれないのに、紹介できるとしたら悪人くらいだよ……」

「え？」

「え？　はこっちのセリフだよクロエ！　『悪人なら別にいいよね？』みたいな目で見るのやめてくれない!?　オリヴィエくんだって反応に困こまってるじゃん！」

　女楽生の一人が戦せん慄りつしているが、そんなことはどうでもいい。

　イヴリーンの優秀な聴覚が聞き捨てならない発言を捉とらえていた。

「……どなたと、どなたが、恋こい仲なかにあるというの？」

「ん？　リュークとシラクが、じゃねーの？」

「最近寒いくらいだってのに、ここだけ異様に暑いよなぁ。お前らのせいだろ絶対」

「リュークの執しゆう念ねんってすげえや、見習いたくねえけど」

「例の追いかけっこ、はたから見てるとおバカな恋人たちって感じだったよね！」

　はやしたててくる連中に、イヴリーンはぽかんとした。……恋人？

「……わたくしとオリヴィエはそのような関係になくてよ」

「そうそう、ホントおバカなこい──────ん？」

「だから、恋仲ではないわ」

　辛しん抱ぼう強く繰り返せば、全員が白目をむいた。




「はぁあああああああああああああああっ!?」




　イヴリーンは耳を塞ふさぐ。すると、女性陣じんが束たばになって押し寄せてきた。

「んなバカな！　ホントにバカなことだよそれ！」

「う、噓うそでしょ……あ、あそこまでイチャついてて恋人じゃないの……!?」

　突然の阿あ鼻び叫きよう喚かんに、イヴリーンは戸と惑まどった。

　だって本当に恋仲ではないのに撤てつ回かいもクソもないではないか。

　その横で、崩くずれ落ちたリュクシオルが男性陣に慰なぐさめられている。

「リュ、リューク……さすがに泣いてもいいぞ……」

「強く生きろ、リューク！　がんばれ！　この際、部屋に肖しよう像ぞう画がも飾かざっていいから！」

「イヴリーン……アンタに悪女の称号を授さずけたくなるわ……」

「なによ、その目！　わたくし、別に付き合えと言われた覚えはないもの！」

　ザザに濡ぬれ衣ぎぬを着せられたイヴリーンは憤ふん慨がいした。

　誤ご解かいを正そうとすれば、リュクシオルがゆらりと立ち上がる。うつむいたまま近づいてきたかと思うと、ガッと勢いよく肩を摑つかまれた。

　イヴリーンを見下ろす黒瑪瑙オニキスの隻せき眼がんが血走っている。

「またお前は都合よく事実を抹まつ消しようしたのか！」

「事実ってなによ、おまえお得意の捏ねつ造ぞうでしょう」

「僕は！　イヴリーンが！　好きだと！　言い続けているだろうが！」

　リュクシオルはよく通る声で、一語一句をこれでもかと強調して怒ど鳴なった。

　好き、にイヴリーンは顔を伏ふせそうになったが、ぽろりと疑問が口を衝ついて出る。

「……こ、好意を伝えられたら、恋仲になるの……？」

「両想いならなるのよ、イヴリーン……」

　答えたのは、疲ひ労ろう感かんたっぷりなザザだ。

　イヴリーンは神しん妙みように頷うなずいてから状況を思い出し、リュクシオルの腕うでを跳はね除のける。

　好きだと言われたら恋仲になるだなんて、王宮では誰も教えてくれなかった。

　婚約者がいたのだから当然なのだが、そういうものなのか。

（恋人、なんて、初めて言われたわ……）

　未知の響ひびきに、鼓こ動どうが早はや鐘がねを打つ。熱くなった頰を押さえてむにむにと揉もむ。

　急に視線を集めていることが恥はずかしくなり、イヴリーンは必死に否定する。

「べ、別に、わたくしは慕したってなどいないわ！　顔だけの女たらしの分際で思い上がらないでいただける!?」

「……どうあがいても両想いにしか見えないんだけど」

「オリヴィエくんを顔だけ顔だけって言うけど、シラクさん、仮にオリヴィエくんが事故とかで目も当てられないような感じになったらどうするの？　好きじゃなくなるの？」

「わたくしが人の百倍、いえ億倍は美しいのだから問題はな────あっ！　違う！」

　コレットのおっとりとした誘ゆう導どうに、イヴリーンはまんまと引っかかってしまった。

　思考が空から回まわりしていくのがわかる。頭から湯ゆ気げが出そうだ。

「そ、そもそもきらいなんだから、そんな仮定は無意味なのよ！　……違うのよ、違うんだったら！　オリヴィエも勘かん違ちがいしないでっ、ただの仮定なのだから！」

「わたし、近々楽内新聞で恋人の定義特集でもやろうかな……」

「……そうか、わかった」

　突とつ如じよとして大人しくなったリュクシオルが重々しく首しゆ肯こうした。

　その普段通りの真顔に、イヴリーンはさらに焦あせってしまう。

　どうしよう。イヴリーンが胸元で組んだ両手を、リュクシオルが掌てのひらでつつみこんだ。

　先ほどまで翳かげっていた黒瑪瑙オニキスの隻眼が熱っぽくきらめいている。

「たった今、僕は気づいた。そう、別に恋人になる必要はないのではないのかと」

「──へ？」

　なにを言っているのだこいつは？

　イヴリーンだけでなく、リュクシオルを慰めていた生徒も呆あつ気けに取られている。

「婚こん姻いんを結べば同じことだと思わないか？　むしろ墓場まで一緒に入れば解決しないか？」

「お前……疲れてるんだよ……」

「そろそろリュークのダチでいることを後こう悔かいしそうだぜ……」

「つまり、僕と一緒にな────────」

「と、ここで働き者のおれがお邪じや魔まするよー！」

　いつの間にか近づいていた顔と顔の間に、例のごとくひばりが突進してきた。

　リュクシオルの額ひたいに怒ど筋すじが走る。ひばりを捕ほ獲かくしようと手を伸ばしたため、イヴリーンは自由になった。言い合う一人と一羽から離れて安心したが、悲鳴に首をめぐらす。

　イヴリーンは目をぱちぱちした。ここにいるはずのない人物がいたからだ。

「まあ、ヴァラン。どうしてこんなところに？」

　女楽生に囲まれたヴァランタンは逃にげ腰ごしになっていた。無表情なので判別しづらいが、わずかに寄せられた眉まゆ根ねが困こん惑わくを伝えてくる。

　イヴリーンが救出すると、彼はホッと息をつく。

　騒さわぎを避さけるためか、今日は軽装である。騎き士し服ではない装よそおいは新しん鮮せんだった。

「精霊殿に緊急事態だと呼び出されたのだが……これはいったい……？」

　浮かせるのを放ほう棄きしたかと思えば、そんなところに行っていたのかと呆れてしまう。

　その時、黙だまりこんでいたミレイユから嗚お咽えつが聞こえてくる。

「う、うぅううう……シラ、シラクさんとオゥリヴィエくんが……うう……」

「ミレイユ、大競演会グラン・コンクールの時からわかってたことじゃない……他にもいい人は」

「す、好きな人と好きな人がくっつくなんて……つ、辛つらいのにぞくぞくして幸せな気分……追いかけられるより、追いかけるのって気持ちがいいことなんだね……！　ザザちゃん、コレットちゃん！　これからも見守っていくよ、墓場まで……！」

「あー、そうきたかー」

「リュークの超ちよう訳やくもさることながら、マルソーの発想が衝しよう撃げき的てきすぎるぜ……」

　ふぅと汗をぬぐう男子生徒を見ながら、リュクシオルから逃のがれたひばりが言った。

「ねえねえ、きみの同級生ってだいじょうぶなのー？」

「頭が？　それとも思考が？　もしくは脳みそ？」

「それ、実質一いつ択たくだよね！」




　そんなわけで、イヴリーンは二人と行動を共にすることになった。

（どうしてこうなったのかしら……）

　とりあえず、ひばり元凶説が濃のう厚こうなので、枕は取り上げよう。

　その肝かん心じんのひばりはヴァランタンを連れてきたらまた消えてしまった。

　ひばりは留る守すがちで、戻ってきても変な気配を漂ただよわすといった怪しさだがどうしたものか。考えに耽ふけっていたら、左ひだり隣どなりを歩くリュクシオルが話しかけてきた。

「そういえば、イヴリーン。お前、どうして遅ち刻こくしてきたんだ？　普段は朝礼の三十分前には着いているだろう、珍しいな」

「…………おまえには与り知らないことよ」

　ヴァランタンがいなければ教えてもよかったが、ここで話すには都合が悪い。

（池に落ちた日からなにも起きないのが、かえって不ぶ気き味みなのよね）

　あれから、イヴリーンは不自然な事故と遭そう遇ぐうしなくなっていた。

　遅刻したのは、もう一度だけ池で確かめていたせいだ。今日と明日は文化祭で、楽舎が一般人でごった返す。さすがに活発に動き回るのは控ひかえるべきかと思ったのである。

　ただやはり何事もなく、安心するどころかイヤな予感は強まるばかりだ。

「またお前は……」

『聖せいフィデール楽がく院いんの文化祭にご来場のみなさま、お待たせいたしました。ただいまより開場いたします。二日に渡る祭典を、どうぞごゆるりとお楽しみください』

　外まで響き渡るように拡声された楽がく内ない放送に遅おくれて、派手な破は裂れつ音が聞こえてくる。

　窓に視線を移すと、青天に花火が咲いていた。続けざまに『ようこそ！　黄おう金ごんの祭典へ！』と光る文字も打ち上がる。黄金祭フエスタ・アウレアとかけているのだろう。

　高等部は城門に近いせいか、風に流されてきた歓かん声せいもここまで届く。

（一般人が楽舎にまで入れるとしたら、この文化祭くらいでしょうしね）

　公開入にゆう楽がく試験でも城門は開くが、出入りできるのは試験会場の歌劇場のみである。

　こうして、文化祭初日が幕開けした。




「〈楽師カンタンテ〉の学校だというのに、〈楽術ネウマ〉に関連しない模擬店とは」

　ヴァランタンが興味深そうにきょろきょろしている。

　軽装のせいか、誰も王子だとは気づいていない。

　すれ違いざまに振り返る少女はあれど、おかげで落ち着いて模擬店を覗のぞけていた。

「飲食店は〈楽術〉を使わずとも提供できますものね」

「客寄せには使っているみたいだけどな」

　と言ったリュクシオルの目線の先には、空中に浮ふ遊ゆうする氷ひよう塊かいを削けずり出してカキ氷を作っている生徒がいる。今日も涼しいのに、大きな拍はく手しゆと共に客が押し寄せていた。

　その様子にヴァランタンは青眼を眇すがめ、ほぅと感かん嘆たんする。

「王都の黄金祭には毎年参列しているが、文化祭は初めてだ」

「仕官学校に文化祭はありませんものね。わたくしも初めてですわ」

　何気なく答えれば、彼は目を丸くすると申し訳なさそうに眉をひそめた。

　どうしたのか訊きこうとしたところで、リュクシオルが叫さけび声を上げる。

「ああっ！！！！」

「静かになさい。なにを騒い、でぇっ!?」

　イヴリーンも仰ぎよう天てんした。

　三人が注目する向かいの廊下には、見知った二人の男が立っている。一人は元担当教官のダミアン・ゴメスで、凶きよう相そうをさらに険けわしくしていた。もう一人は──

「はぁん！　この懐なつかしき靴くつ底ぞこの感かん触しよく！　クセになりますねぇ！」

「…………かき消されたいか、シュミット」

「か、かき消す……!?　それは蔓つるで四し肢しを八つ裂ざきですかっ？　火あぶりですか!?」

　おどろおどろしい低声に足あし蹴げにされても怯ひるむことなく、むしろ嬉き々きとして応じる男こそ、ゴメスと同窓であり〈神の子フイーリウス〉付きの〈詩人バルド〉、ナゼール・シュミットである。

　今日も本能が赴おもむくままに振る舞っているらしい。

「変へん態たいって死んでも治りそうになくてよ」

「そうだな、あの教官相手になんて命知らずなマネを…………って違う！」

　リュクシオルが一人でノリツッコミしてから、何度も右の目元をこすっている。

　イヴリーンの目にも映っているので、そんなにこすったところで幻覚にはならない。

「な、なんであの変態が楽院にいるんだ？　まともな神経をしていたらイリスの地すら踏めないはずだぞ。神王国の一件からまだ三ヶ月も経たってないのにどうなっているんだ」

「まともな神経をしていない、真正の変態だからでしょう」

「……兄上からは、神王国にこれといった動きはないと聞いていたが……」

　ナゼールは嫌がるゴメスにまとわりついている。

　嫌けん悪おに顔をゆがめればゆがめるほど、ナゼールの恍こう惚こつが深まっていくという悪あく循じゆん環かん。ゴメスもいちいち相手してあげるとは、鼻び梁りようをまたぐ古傷とは裏腹に律りち儀ぎな人だ。

　ひとしきり堪たん能のうした変態は清すが々すがしく汗をぬぐうと、イヴリーンたちに気づいてしまった。

「おやおや、みなさん！　そちらにいらしたのですねぇ！」

　鼻息荒く駆け寄ってきたが、ここで逃げ出せばナゼールの思うつぼである。

（こいつは被ひ虐ぎやく趣しゆ味みの皮をかぶった嗜し虐ぎやく的てきな変態だもの、我が慢まんよ！）

　変態を喜ばせてなるものか、と全員で耐たえている隙すきに、ゴメスは姿を消した。

　乱れた暗い金髪を後ろに撫なでつけて、ナゼールが笑いかけてくる。

「いやはや！　今日はお会いできないかと思っておりましたよぉ！　なのでダミアンと戯たわむれていたのですがね、これは実に幸さい先さきがよろしいですねぇ！」

「わたくしはおまえと目が合った瞬間から気分が最低だわ」

「またまたぁ、シラク様は素す直なおではありませんねぇ」

　にやつく変態に関節技をキメる妄もう想そうで憂うさを晴らしていたら、リュクシオルがイヴリーンを庇かばうように進み出た。

「……イヴリーンに話しかけるのをやめてくれるか？　穢けがれるだろうが」

「うはぁ！　その蔑さげすむような眼まな差ざしぃ！　家か畜ちくの気分を体感できてぞくぞくしますぅ！」

「率直に気持ち悪い！」

　リュクシオルは思わずといったように後ずさったが、ナゼールの視界からイヴリーンだけでも締め出そうとがんばっている。

　にしても、イヴリーンが毒を吐はいた時よりも変態の反応が大きいのはなぜなのか。

「ゴメス教官といい、〈神の子フイーリウス〉といい、どうして同性ばかりを標的にしているの？」

「イヴリーン、変態に話しかけるな！　というか、恐ろしいことを訊くんじゃない！」

　どんな返答でも怖いだろうが！　とリュクシオルが吼ほえる。

　ヴァランタンもびくっと肩を震ふるわせてから、物理的に遠ざかっていった。

　ナゼールは気に留めることなくへらへらしている。

「異性より同性の方が気持ちのいい反応をしてくださるのでねぇ！　特に猊げい下かの反応は世界一ですよぉ！」

「まさにゲス！　って感じだわ」

「人の嫌がることを進んでやる、が私の信条ですから！」

「変態の手にかかれば、ろくでもない意味にしか聞こえないのはなぜかしらね」

　どうやらイヴリーンへの被害は少なくすみそうだとわかったので、問いを重ねた。

「オリヴィエに嫌がらせする分には止めないけれど、おまえが楽院にいる理由を聞いていないわ。事と次第によっては、守衛に引き渡すわよ」

「うーん、そうですねぇ」

　今度は「止めろよ！」とうるさいリュクシオルの上から、ナゼールが覗きこんでくる。イヴリーンをじろじろと観察すると肩をすくめた。

「どうやらまだのようですねぇ。……精霊のお姿は見えませんが、どちらに？」

「ひばりに用があるの？　……また手出しする気？」

「用があるといえばありますし、手を出すといえば出すかもですし……ま、予定は未定でございますねぇ！　ただ、シラク様。精霊には気をつけた方がよろしいですよ」

「おまえのような不心得者に忠告される謂いわれはなくてよ」

　イヴリーンは踵きびすを返す。ひばりの様子がおかしいことなど、とっくに気づいている。

　精霊とヒトの価値観は異なるものだ。

　ヒトにとって悪でも、精霊にとっては正しいことなど往おう々おうにしてある。

　もし仮にひばりがイヴリーンを騙だまそうとしているのなら、それにはちゃんと理由があるのだ。少なくとも、精霊は隠かくし事ごとはしても噓はつかない。音を用いて謀たばかった瞬間から、精霊の力は弱まってしまう。それが世界と密接に繫つながっている精霊の理ことわりだ。

（だから隠し事より、変な気配の方が気にかかるわ）

　ナゼールの口ぶりで、自分の気のせいではないと確信を持てた。

　次に顔を合わせた時に聞き出そう。そう決めて、気分を切り替えることにした。




「変態と遭そう遇ぐうした口直しに、あそこの幽ゆう霊れい屋や敷しきに入ろう」

　そう言って、リュクシオルが指差したのは血しぶきが散る看かん板ばんをかかげた教室だ。

　なにを口直しするつもりなのだ。イヴリーンはジト目になる。

「わたくし、おまえと回ることを了承した覚えはなくてよ」

「ここまで一緒に来て、なにを今さら」

　鼻先で笑われ、イヴリーンはかちんときた。

「おまえと一緒なんて死んでもお断りだわ！　わたくしは一人になりたいの！」

　もの恐ろしげな教室に連れこまれてなるものか、と暴れていれば、押しとどめられる。

　横目で確認すると、ヴァランタンが肩を摑んでいる。眉み間けんの皺しわが深まっていた。

「……よせ、彼女が嫌がっているではないか」

「こいつが本気で嫌がっていたら、僕に容よう赦しやなく攻撃を仕掛けてきます。問題ないです」

　ぐっ。痛いところをつかれ、イヴリーンは思わず動きを止めてしまった。

　命を狙ねらわれる心配がないなら悪い気はしない、だなんてことは微み塵じんも思っていない。

　まったくこれっぽっちも思っていないのだが──『イヴリーン』に戻った時、プティ・エトワール時代にできなかったことを楽しもうと決めた。

　来年には卒業しているし、楽がく生せいとして参加できるのはこれが最後だろう。生まれて初めての文化祭だ、それを姿を隠した卑ひ怯きよう者ものに台だい無なしにされるなど癪しやくである。

（……だから、少しくらいなら……）

　攻撃ではなく防御に徹てつすれば、なにかあっても〈楽術ネウマ〉での対処は可能か。

　心が揺ゆらいだところで、ヴァランタンのしんみりとした声が聞こえた。

「貴女はオリヴィエや兄上には忌き憚たんなく話すのだな。私に対してとは随分と違う」

「え？」

「私は貴女に優しくされるより、手て厳きびしく接していただきたい」

「で、殿下、頭でも打ちましたか？　いや、気持ちはわかる。すごくわかるが」

　リュクシオルも心配し出す。いつもなら「変態……」と吐き捨てて無視するところだが、相手はヴァランタンだ。切実な声色に、イヴリーンは恐る恐る口を開く。

「……あ、あんぽんたん？」

　一瞬で明るくなった顔に、イヴリーンは後ずさり、首がもげそうな勢いで横に振る。

「む、無理無理無理！　あなたを罵ののしるとか、わたくしの良心が死んでしまいますわ！」

「なぜっ!?」

「だ、だって、あなた……本当にいい人ですもの。陛下にそっくりですし……」

　外見だとソンジャンテだが、内面ではヴァランタンの方が国王に似ている。

　ソンジャンテに対して素す直なおになろうと思わないのは、いちいちおちょくるからだ。

　その点、ヴァランタンは王宮に引き取られた頃から変わらず優しい。口も手も出る野生児だったイヴリーンを鼻つまみ者扱いする人間も多かったのに、だ。

　イヴリーンは当時、すべてに恵まれた兄きよう弟だいを心底嫌っていたので態度が悪かった。我われながらよく不ふ敬けい罪ざいで投とう獄ごくされなかったと思う。

「……私は兄上やオリヴィエが羨うらやましい」

「こういう時、僕はどんな顔をすれば正解なんだ……」

　頭を抱えるリュクシオルを横目に、制服の隠しポケツトにしまった紙切れの存在を思い出す。

「そういえば、ロジェの楽がつ級きゆうがやっている模擬店の食券をもらっていたのよね。初日が当番と言っていたけれど、ずっと入っているのかしら」

「それは……立ち寄らなかったらうるさいだろうな、僕に対して」

　ヴァランタンも異論はないらしく、さっそく一階に移動する。

　すぐに〈人馬級サジテール〉の意い匠しようと『二』が彫ほられたプレートを見つけたが、入室をためらう。

「…………どうして侍じ女じよ服ふくや執しつ事じ服ふくの店員が猫耳をつけているの？」

「兎うさぎ耳や犬耳、熊耳まであるぞ」

「こ、これは……その、また随ずい分ぶんと前ぜん衛えい的てきな模擬店もあるのだな」

「店名からしてイヤな予感がしていたけれど……」

　譲られた食券はタダだが、タダより高いものはないという言葉がある。

　けれど、『召めしませ！　ご奉ほう仕し喫きつ茶さだにゃん☆』というたいそう怪しげな店名にもかかわらず、長ちよう蛇だの列ができている。しかも、客層は老ろう若にやく男なん女によ問わずだ。

　三人で引き気味に眺めていたら、板をかかげて客寄せしていた侍女服の生徒が近づいてくる。ちなみに、頭には兎耳をつけていた。

「シラク先せん輩ぱいでぴょんね！　ロジェくんから話を聞いてるんで、どうぞこちらぴょん！」

「……わたくし、並んでいる人間を前に割りこむほど性格悪くないつもりよ」

「ロジェくん、今回の功こう労ろう者しやなんでオマケですぴょん！」

　そんなオマケはいらない。遠えん慮りよしたかったが、イヴリーンは押しきられてしまう。

「……イヴリーン。お前、意外と押しに弱いよな」

「お黙り、口を縫ぬいつけるわよ」

「というわけで！　三名さま、特別席にご案内だぴょん！」

　女楽生が扉とびらを開けながら声を張り上げると、手前にいた執事服の生徒が振り向いた。

「あ！　センパイ！」

　パッと表情を明るくしたロジェが駆け寄ってくる。漆しつ黒こくの衣装によって強調される、すらりとした手足。均整が取れた長身によく似合っているのに──

「……猫耳が残念すぎるわ……」

「待ちくたびれてしまいそうでしたにゃ！」

「耳どころの問題か？　さっきの客引きでも思ったが、語ご尾びもどうかと……」

「非日常な夢の国が売りの喫茶店ですにゃ！　楽しんでいってほしいにゃ！」

　にこにこしたロジェによって、白い菖蒲イリスを飾った区画に案内される。

　円まるテーブルだったせいか、男性陣はイヴリーンを挟はさむように席につく。

　ここまで来たら仕方ないと諦あきらめ、イヴリーンはロジェの耳を指差す。

「おまえはどちらかと言えば犬ではなくて？　仔こ犬いぬ系の」

「お前、なに大真面目に品ひん評ぴようしているんだ。というか、こいつが仔犬ってなんだ」

　ロジェはきょとんとしてから、通りがかった店員から犬耳を強ごう奪だつし、かわりに自分の頭につけていた猫耳をはめこんだ。目にも留まらぬ早はや業わざである。

「センパイ、ボクをかわいがってほしいわん！　うちはお触さわり大だい丈じよう夫ぶですわん！」

「……目的のためならなりふり構わない精神はいっそ敬けい服ふくする」

「お触りは結構よ、紅茶をいただけるかしら。二人は？」

「僕も同じものを」

「あ、ああ。そうだな……どうせなら、ここでしか飲めないものを頼むべきか」

　場の空気に慣れないのか、戸惑うヴァランタンが品書きを眺める。

　そのうちの一つ、『オススメ』と銘めい打うたれた商品を指差す。

「ならば、私はこの飲み物をいただきたい」

「どれですわん？　品名を声に出してほしいですわん！」

「なっ!?　そ、その……このド、『ドキッ☆アムールチュッ』………………」

「もう一度お願いしますわん！」

「ひどい名づけにも物申したいが、それ絶対わざとだろう。やめてやれ！」

　リュクシオルが制すると、「ひどい！」とロジェがイヴリーンに泣きつく。

「この人、またボクに濡れ衣を着せてきたわん！　ホントにわからなかったのに！」

「それでも語尾を守るとか、逆にすごいなお前」

「でも、ヴァランは人一倍恥ずかしがり屋なのよ。無体なことを強要しないであげて」

「む……センパイがそう言うなら、ちょっとだけにしますわん！」

　ロジェは手元の紙に注文を書き、出した食券を受け取って一礼すると踵を返す。

（あっちを見ても、こっちを見てもつけ耳……異様な光景ね）

　前言通り、つけ耳を触られている店員が一人や二人どころではない。

　リュクシオルも同じことを思ったのか、ぞっとしたようにこぼす。

「本当にお触り大丈夫って、どんないかがわしい店だよ」

「その、エルネ──こほん。聞きそびれてしまっていたのだが」

　つけ耳の群むれどころではないのか、大きな体を縮こめるヴァランタンが咳せき払ばらいした。

「先刻の、やり取りで……その……」

「……先ほどというのは、いつのことですの？」

「教室でのことだ。……貴女は、オリヴィエと、こ、交際……しておられるのだろうか」

「────なっ!?」

　つっかえながらされた問いに絶ぜつ句くする。なんだこの時間差攻撃は。

「聞く、つもりはなかったのだが、聞いてしまって……婚姻の約束も……？」

「こ、こここ婚姻の約束なんてするわけがありませんわ！　ご冗じよう談だんはおよしになって！」

「そうだったのか、それは何よりだ」

　声を裏返して反論すると、隣に座っていたリュクシオルが口を挟んできた。

「いや。婚姻の約束ならしているだろう、僕と」

「おまえなんてきらいきらい、大きらい！」

　勢いあまって罵ののしれば、彼は嬉うれしそうに微笑ほほえむ。ドン引きだ。

「ありがとう、僕もイヴリーンが好きだ」

「はぁ!?　わたくしはきらいと言ったのよ！」

「お前の大嫌いが愛の告白にしか聞こえなくなったんだから仕方ない」

　く、くそ。この女たらしに痛手を与える手段は他にないのか！

　反対の意味で解かい釈しやくされるのなら、『好き』と言えばいいのかもしれないが──

「す、す、す……」

「……なにが言いたいんだ？」

　こ、こいつ……！　イヴリーンは羞しゆう恥ち心しんが振り切れて涙目になった。

　期待をこめた目を見ればわかる。これは計画的な誘導なのだと、ようやく気づく。

（な、なんて心の機き微びに欠ける男なの……噓でも二度と言ってやるものか！）

　どうすれば合法的に復ふく讐しゆうできるかという思考を、肩を叩かれて邪魔される。

「あぁっ!?」

「……エ、エル……エルネ……」

「ハッ！　ヴァ、ヴァラン、ごめんなさい」

　凶悪な顔で反応したせいか、ヴァランタンは怯おびえていた。

　即座に詫わびると、慌あわてて首を振られる。

「い、いや、驚いただけだ。貴女に素すで接していただけるのは嬉しい。な、なぜなら」

「ヴァラン？」

「その、私も、貴女に好意を持っている、からであって……だから……」

　顔を真まっ赤かにして、しどろもどろな様子に、イヴリーンもぴんとくる。

「まあ、ありがとうございますわ。でも、そんな気遣ってくださらなくて大丈夫ですのよ。あなたには怒おこっておりませんもの」

「……………………はぁ」

　安心させようと笑いかけたのに、ヴァランタンは肩を落としてしまった。なぜだ。

「……とても複雑だ……」

「はっはは、アンタ深海に沈しずめよ」

　運んできた紅茶をテーブルに叩きつけて、現れたロジェが笑顔で告げる。

「おい、なんで殿下じゃなくて僕を見て言うんだ」

「意識もされてない人間に追い討うちをかけるほど、ボクは鬼き畜ちくじゃないんですわん！」

「ぐっ！」

「あきらかに流れ矢を突き刺さしていないか……？」

　胸を押さえたヴァランタンを、リュクシオルが気の毒そうに見つめている。
















　三人はあまり気が合いそうにないと思っていたが、随分と打ち解けた雰ふん囲い気きだ。

（歳としが近いせい？　男同士の友情ってよくわからないわ）

　それはそれとして、『嫌い』の誤訳が流されて一安心である。気を取り直して訊く。

「ロジェ、ヴァランの飲み物は？」

「ああ！　王子さまのなら──」

「出血大ご奉仕こん！　あなたのキツネが愛を注入しにきましたこん！」

「クマもいますくま」

　狐耳と熊耳を装着した侍女服の女楽生が颯さつ爽そうと登場した。

　一瞬のうちに店員に囲まれたヴァランタンは「!?」という顔でおろおろしている。

「こ、これはいったい」

「きゃー！　すごい美形！　いつもより腕によりをかけちゃうぞ！」

「こんをつけ忘れてるくま。……心を射止める合言葉、くま」

　熊耳の店員は淡たん々たんと指摘すると、そっと飲み物を差し出す。

　硝グ子ラ杯スの底から湧わく炭酸がはじけ、青と白の階調も美しい色合いをしていた。さらに桃色の氷ア菓イ子スが乗っかり、二又に分かれた細い管も刺さっている。

「あなたに贈おくる、ただ一つのアムールこん！」

「ドキドキチュッ、おいしくな──」

「も、もうやめてくれ……!!」

　店員が片手ずつ合わせたハートを飲み物に向ける。が、耐えきれなくなったヴァランタンは悲鳴を上げた。悶もん絶ぜつする彼を見て、狐耳の店員が目を爛らん々らんと光らせる。

「かわいい……食べちゃいたい……」

「こんをつけ忘れてるくま」

「ちょっとお兄さん！　わたしの愛ももらって！　イジメ甲が斐いがありそうでステキ！」

「こんくま。戻るくま。当番中くま」

　役割を忘れて興こう奮ふんする店員を引きずって、無表情の店員も去っていった。

　ただひたすら圧あつ倒とうされていたイヴリーンは呆ぼう然ぜんと漏もらす。

「……わたくし、猛もう烈れつに後悔していてよ。なんて魔ま窟くつに来てしまったのかしら」

「ハッ……もしやあれも職務の一いつ環かんだったのか？　ならば、悪いことをしてしまった」

「……いや、殿下。どう考えても、今のは罪ざい悪あく感かんを持つべき案件ではないと思う」

　ヴァランタンの長所は素直で真面目すぎるところであり、欠点もまたそうだった。

　リュクシオルがいくら言い含めても、ヴァランタンの表情は曇くもっている。

　援えん護ごしようかと思ったが、それより早く手を握にぎられてしまう。ロジェだ。

「センパイ、センパイ！　明日の予定って決まってますか？　ボク、文化祭って初めてなんです！　初めてだからこそ一緒に回りたいな……なんて。ムリ、ですか……？」

「うっ」

　うるうると濡れた瓏る璃り色いろが、上目遣いで反応を待っている。

　どう見ても仔犬だ。心なしか犬耳も垂れている幻覚に、イヴリーンは諦めた。

「………………そ、そこまで言うのなら、付き合って差し上げてもよろしくてよ。つきまとわれる方が面倒だからであって、そこのところは勘違いなさらないでちょうだい！」

　ぷいっと顔を背そむけてふんぞり返れば、「ありがとう！」とロジェが抱きついてくる。

（……本当にロジェってマルソーに似ているわ）

　素直に頼みこまれると、どうも調子が狂ってしまう。

　はぁとため息をつく前で、リュクシオルがきりきりと目尻を吊つり上げる。

「どうして僕が言った時はダメだったんだ！」

「おまえは上から目線で腹立たしいからイヤ。ヴァランやロジェを見習いなさい」

「……それ、お前が一番言っちゃいけないセリフだろうが」

　白い目で見られたが、イヴリーンは知らんぷりした。

「居い座すわっても店の回転率を下げるだろうから、飲み終わったらお暇いとまするわ」

「えー、別にオリヴィエには長居されたくないけど残念だわん……」

　しょんぼりと肩を落とす。犬耳もますます元気がなくなっているようだ。

　イヴリーンがつい頭を撫でると、ロジェは嬉しそうに頰を上気させる。

「……将来、愛あい玩がん犬けんでも飼おうかしら……」

「わん！　わんわん！」

「挙手はやめろ。仕事に戻れ」

　そう言って、リュクシオルは追い払う仕草をする。

　だが、ロジェはめげることなくイヴリーンたちへの接客を続けた。

　ヴァランタンは顔を赤くしたり白くしたりと忙しなかったが、満喫しているに違いない。

　そのあとはなごやかなもので、危き惧ぐしていた敵てき襲しゆうもなく、文化祭初日は無事終わった。







　文化祭最終日は、おかしなことにリュクシオルと二人になってしまった。

　一緒に回りたいと言っていたロジェは当番の助っ人として召しよう喚かんされたのだ。

　悲ひ壮そうな顔で連行されていったが、ヴァランタンも文化祭の警備に協力するのだという。

　それを伝えにきたヴァランタンは「くれぐれも一人で行動するのは避けるように」と口をすっぱくして言い聞かせてきた。本当は初日から守しゆ衛えいとして働くはずだったが、イヴリーンが無茶しないか心配でついてきていたらしい。悪いことをした。

　ヴァランタンと別れてから、リュクシオルはぼんやりと黙りこんでいる。

「……オリヴィエ、どうかして？」

「いや……殿下たちは公私に折り合いをつけるのが上う手まいんだな、と改めて思っただけだ。イヴリーンを気遣いはするが、一も二もなく優先するというわけではないというか」

「ヴァランたちは国民が誇ほこれる王族たれ、と教育されてきたから、公務を優先させることが染みついているのよ。それが高貴なる者の義務ノブレス・オブリージユでしょう？」

「……お前、ちょいちょいどさくさにまぎれて王おう太たい子し殿下に利用されているのに、そんな他人事みたいに言っていていいのか？　神しん王おう国こくの件だって」

　利用？　イヴリーンは頭をひねった。リュクシオルにはそう見えていたのか。

「ジャンは言い方が癪しやくに障さわるから、利用されたと気づいた瞬間は腹が立つけれど、別にどうでもいいことだわ。わたくしはわたくしのしたいことをしているだけだもの」

「…………お前、意外とさばけているよな。僕より貴族らしい考え方だ」

「ふん。……そもそも、わたくしは利用されたくない人間のためになど働かないわ」

　リュクシオルはぱちぱちさせた目を伏せて、「そうか」と鼻から抜けるように笑う。

（……平和だわ）

　眼鏡めがねを押し上げる。廊下を行きかう一般市民は一様に楽しそうだ。

　この国には、偶ぐう像ぞうであったはずの『エルネスティーヌ』が単身で〈魔ま王おう〉に挑いどんだことを不ふ憫びんがる人間もいれば、〈楽師カンタンテ〉の身を案じて逃げてもいいのだと言ってくれる人間もいる。

　イリス国王のためだけでなく、今はそんな国民の笑顔も守りたいと思う。それが〈楽師〉の存在意義であり、本分だと実感が伴ともなうまで、イヴリーンは随分な歳月を要した。

「で、せっかく二人っきりなんだ。幽霊屋敷に入らないか」

「その無駄な幽霊屋敷推おしはなんなの。お断りよ」

　しばらく押し問答を繰り返したが、やっとリュクシオルが折れる。

「わーとかきゃーとか言って抱きつくイヴリーンが見たかったのに……」

「おまえはそんなわたくしが想像できて？」

「…………チッ」

　舌打ちされるも、イヴリーンは白ける。

　こいつ、そんな思惑で幽霊屋敷に入ろうと言ったのか。

「……オリヴィエ、少しくらい下心を隠したらどうなの」

「隠したところでなんになる？　お前に気づかれなかったら意味ないだろうが」

「気づく必要はないでしょう。即物的な男なんて最低ね、生きる価値なしだわ」

「好きな女に抱きつかれたいと思ってなにが悪い。好きでなければ考えたりしない」

　顔を見ずとも、真顔であることは容よう易いに想像がつく。

　開き直った発言に、イヴリーンはまた体温が上がっていくのがわかった。

「………………おまえ、きらい」

「そうか」

「だから、きらいなんだってば！」

「好きだって意味だろう？　わかっている」

　わかっていないではないか！　イヴリーンはげしげしと、リュクシオルの膝ひざ裏うらを蹴った。

「照れ隠しだろうが、今は危ないからやめろ。蹴られて転んだと見せかけてお前を押し倒していいのなら構わないが」

「それ以上、破は廉れん恥ちな発言をしてみなさい。おまえの首を胴体から切り離してやる！」

「ああ、わかったわかった」

　ぞんざいな対応が腹立たしい。絶対、近いうちにこうべを垂れさせてやる。

　イヴリーンは完全にむくれていたが、増えてきた客を避よけようとしてよろめいてしまう。

　リュクシオルにすかさず腰を支えられ、そのまま手を引かれた。あまりに自然体なので振りほどく時機を逃し、ぎゅっと掌にこめられた力にドキドキした。

「……人通りが多くなってきた。はぐれたら困る」

「そ、そう」

　生返事になってしまったが、目的地もわからないまま歩く。

　その時、引かれている手からぞわりと痺しびれが走った。視線を落とせば、指を絡からめるように握り直されていた。

　イヴリーンはあわあわと、密着度が増した手と後こう頭とう部ぶを交互に見やってから気づく。

（……耳先が、赤い……？）

　髪に隠れて自信はないが、白い耳がほんのりと色づいているようだった。

　……この男はこういうところが卑怯なのだ。何度も『イヴリーン』と言いかけてやめた時といい、変なところで照れるのだからやっていられない。

　イヴリーンには迷いがあった。こんなの、絶対に自分らしくないだろう。

　でも、と思いきって、自分からも指先に力をこめてみる。すると、リュクシオルがはじかれたように首をめぐらせた。丸くなった隻眼に、恥ずかしくなってうつむく。

「……お、おまえは人に潰つぶされないための盾たてなのだから、前だけを見ているがいいわ」

「………………くそっ、やらなけりゃよかった」

「え？」

　吐き捨てられた呟つぶやきに、ぐいっと腕を引っ張られ、階段の陰に連れこまれる。

　イヴリーンは驚いて、反射的に目をつぶってしまう。

　そっと頰に触れる感触に見上げれば、リュクシオルが困ったように眉根を寄せていた。なによりも雄ゆう弁べんな黒瑪瑙オニキスの隻眼が愛いとしいと訴うつたえてくる。

　繫いでいない方の指先がするすると滑すべっていく。頰ほお骨ぼね、耳の縁ふち、顎あご、そして唇くちびる。紅べにでも引くようになぞられると、背筋がぞくっとした。

「……お前も承知の通り、僕は理性的な方じゃない。あまり、かわいいことをするな」

「か、かわ、かわい……!?」

　この男、耳どころか目までおかしいのか!?　イヴリーンは言葉をなくす。

　美しいと讃たたえられても当然のことなのでなんとも思わないのに、リュクシオルに言われると宝物のように胸に響くのはなぜだろう。

　わずかに上体をかがめたリュクシオルに、慎しん重ちような手つきで抱き寄せられた。近づく顔を黙って見つめていたが、どすんどすんと足の裏から地響きが伝わってくる。

「オ、オリヴィエ……ま、待って」

「嫌だ。……やっと二人っきりになれたんだ、僕はもう我慢したくない」

「そ、そういうことじゃ、な──────へ……」

「悪い子はいねがぁああああああああああ！」

　イヴリーンとリュクシオルは絶句した。

　物陰を覗きこんできたのは、巨大なうさぎだった。正確には血みどろの着ぐるみをまとった楽生なのだが、包丁片手に頭を下げられる。

「あ、すんません！　これ、出しものなんっす！　悪気はないっす！」

「……………………い、いえ」

「悪い子はいねがぁ！　いたら食っちまうぞぉ！」

　どういう出しものなのか非常に気になるが、うなだれるリュクシオルから離れる。

　イヴリーンは気まずさを軽減させようと、懐かい中ちゆう時ど計けいを確認した。

「も、もうじき最後の歌劇がはじまるわ。野外舞台に移動しましょう」

「ああ。……ここまでくると、精霊の呪のろいな気がしてきた……」

　なにやらぼやいているが、二人は楽舎をあとにする。




　野外舞台はこの日のためだけに設営されたものだ。

　大勢の観客が詰つめかけても大丈夫なように、充分な空間を確保している。

　この舞台で披露される歌劇は、黄金祭フエスタ・アウレアの由ゆ来らいとなった故事が題材だ。〈神しん王おう〉と十二人の御み使つかいが地上に降り立つまでを演じるのは、高等部二楽年の生徒だという。

　イヴリーンたちの出しものは、その歌劇が終了してすぐの予定である。

　なので舞ぶ台たい袖そでに移動していると、すでに何人かの生徒が整列していた。

「イヴリーン、オリヴィエとの逢あい引びきは楽しかった？」

「……ザザ。余計なことを言うと、来世を迎むかえられなくするわよ」

「楽しかったのね、それならオリヴィエくんに譲ってよかったわぁ」

　嫌いや味みなく微笑んだコレットに、イヴリーンは口ごもった。

　……本当にやりづらい人間ばかりでイヤになる。

　ムカついたので聞き流して『水』の列に入れば、ミレイユがしきりに話しかけてきた。

　今日は調子もいいし、媒ばい介かいもあるので『水』だって問題なく引き出せるだろう。

　適当に相手しながら待機していたら、時間になったのか緞どん帳ちようが上がっていく。

　目算できない数の観客に、歌劇への期待度が伝わってくる。最終楽年の出しものの頃合いは例年異なるそうなので、そういう意味でも待ち構えられているに違いない。

　まず、十二人の御使い役が一人ずつ舞台に出ては歌っていた。




「──嗚あ呼あ！　遠き黄おう金ごんの日々！　慕したわしき隣りん人じんよ！　なにを嘆なげくのか！」




　登場人物が出で揃そろったところで、色の違う透すき通った声で重唱する。

　歌劇場が多いフィデールの住人は観客の中の観客──精せい鋭えいばかりだ。驚くほど静まり返ったと思えば、曲調に合わせて手拍子したりと、臨りん機き応おう変へんに対応していた。

　観客が巧たくみに歌い手の気分を盛り上げているうちに、歌劇は終盤に入る。

（……そろそろね）

　示し合わせたかのように、同級の生徒で顔を合わせて頷く。

　〈神王〉役の生徒が現れたところで合唱を響かせようと用意していた、その時である。




『時限がきたり』




　それは吹き鳴らされるラッパを従え、あの妙たえなる声を脳のう髄ずいに直接囁ささやく。

　今回はイヴリーンだけでなく、舞台にいる他の生徒にも届いているようで、誰もが戸惑ったように耳を押さえていた。演者たちも「こんな演出は聞いていない」と舞台袖を窺うかがってくる。ただし観客には聞こえていないようで、異変に気づいた様子はない。

　そして、虚こ空くうがぽっかりと口を開ける。なにもなかった穴から光が逬ほとばしると、輝かがやくような白銀の滝が流れ出す。それはやがて人の形を模かたどり、この世のものとは思えない美を生む。

　ただただ麗うつくしかった。絵かい画がや彫像とそっくりだというのに、少しも似ていないとすら錯さつ覚かくしてしまう。その人物がまとう圧倒的な存在感ゆえかもしれない。

　六つに分けて包帯でまとめられた真珠色の髪をなびかせ、垂れ目がちな黄玉トパーズをしばたく。背中から生えた六枚の翼が羽ばたけば、耳飾りと胸元のムジカ石がきらめいた。

　鳴り続ける天上の楽の音に呼応し、虹にじ色いろに光り輝く閃せん光こうが、観客の顔を照らし出す。

　先刻までの行ぎよう儀ぎのよさはどこへやら、観客は興奮して歓かん喜きに猛たけっている。

　突然のことに、さすがのイヴリーンも状況が把握できない。

　ムジカ石が虹色に輝いたあたりからひどい耳鳴りがして、目の前がちかちかと明めい滅めつしていた。息苦しさに胸元を押さえた刹せつ那な、イヴリーンは静せい謐ひつな眼差しに貫つらぬかれる。

　──視みられている。誰に目をくれることなく、イヴリーンだけが。

　なんとか当初の予定通り進めようと、同楽年の面々は合唱しているが、詩さえ頭に入ってこない。たたらを踏んで、かすむ視界で舞台を捉える。

　麗うつくしい存在は両手をかかげて、うっそりと微笑む。




『さやかなる焰ほのお、我が愛かなしき嬰えい児じ────共に往ゆかん、全ぜんは音よりはじまる』




　ぐ、と全身を衝撃が駆けめぐる。まだ〈楽術ネウマ〉を使っていないのに魂たましいが熱い。

　なにかが自分の中からこぼれ、はがれ落ちていくたびに、世界の境界が曖あい昧まいになる。

（ど、うして、〈神王〉が……）

　たまらず膝ひざをつく。遠のいていく意識に抗あらがえず、イヴリーンはそのまま倒れこんだ。
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『捜さがせ、見み出いだせ。この世に遍あまねき響ひびく音より、求めば対価を差し出せ』




　イヴリーンが昏こん倒とうした直後、人間離れした声が頭の中に語りかけてきた。

　彼女に関連することだとわかったが、リュクシオルたちは懸けん命めいに〈楽術〉を成功させた。イヴリーンに意識があれば「これだから半人前は！」と怒るに違いないからだ。

　声の聞こえた生徒たちだけ大混乱した末、文化祭は閉幕した。

　終了してすぐ、リュクシオルはイヴリーンを医務室に運ぶ。ミレイユたちがついてきたがっていたが、王おう太たい子しと連絡を取ろうと思えば遠えん慮りよしてもらうしかない。

　イヴリーンをベッドに横たえて唇を嚙かむ。いくら手を握にぎっても反応がない。

「…………冷たい」

　はずした眼鏡めがねをサイドテーブルに置き、三つ編みをほどくと、慌あわただしく扉とびらが開く。

　現れたのはロジェとヴァランタンだ。ロジェはどこぞで聞きつけたのだろうが、ヴァランタンはゼナイドに伝言を頼んでいた。二人とも息を切らして、ベッドに駆かけつける。

　ヴァランタンはイヴリーンの前髪をかき上げると、うなだれた。

「エルネスティーヌ……！　これは私が犯人を見つけ出せなかったせいなのか」

「……殿でん下か、ムジカ石の通信機はありますか？　王太子殿下の前で話します」

「了解した、ただちに準備する」

「…………オリヴィエ、あの精せい霊れいはどこ？」

　ヴァランタンが懐ふところを探す傍かたわらで、ロジェが室内を見回している。

「文化祭中は見かけなかったが」

「……ふーん」

　意味深な反応は気になったが、サイドテーブルに置かれた通信機を作動させた。

『おや。今日は文化祭のはずですが、なにか進展でも──』

「〈神しん王おう〉が、歌劇の最中に降こう臨りんしました」

　急せきこんで言えば、三人は目を丸くする。

「……観客は〈神王〉の幻覚を見たと話しながら帰っていたが……本物だと？」

「〈魔ま王おう〉の件といい、ここで一般人に〈神王〉の実物だとわかったら余計な騒さわぎになる。それはイヴリーンの本意ではないはずです」

『そうですね、ここは〈楽術ネウマ〉の演出だと勘かん違ちがいしたままお帰りいただくのが常道でしょう。……それで？　本題は〈神王〉ではないのですよね、オリヴィエ』

　リュクシオルは眠り続けるイヴリーンに視線を落とす。

　ちゃんと息もしている、寝顔だって安らかだ。

　でも、まるで本物の陶磁人形ビスクドールのように人間味が欠けている。

「声が、聞こえたんです。こいつが倒れてすぐ……〈神王〉だと思うんですけど……求めるなら捜さがせ、見つけろと。それにイヴリーンが元々低体温にしたって、少し変で」

『すみません、あの子の顔が見える位置に通信機を移動してくれますか？』

　要望に応こたえると、王太子は珍めずらしく取り乱したようだった。

『エスティ……そんな──』

「……精霊を見つければなにかわかると思うけど」

「ロジェ？」

「あの精霊、ずっと様子がおかしかったんだよ。気づかねーとか、ホント坊ぼつちゃんだな」

　イヴリーンに意識がないせいか、ロジェは本来の粗そ雑ざつな口調で鼻を鳴らす。

「イヴリーンは気づいていてあえて訊きかなかったみてーだが、精霊はコイツのことだけはあれこれ気にかけてんだよ。ボクが偽にせエルネスティーヌだった時も、あとから思えばイヴリーンと混同してる節ふしがあったし。部分的な記き憶おく喪そう失しつだったのに、だ」

『……俺としたことが迂う闊かつでした。池に落ちたと報告を受けたあの日、確かにひばりの反応が薄うすかった……いや。そもそもこの子が命を狙ねらわれていることには、ひばりが真っ先に気づくはずです。王宮にいた時も、この子をさりげなく護まもっていた。つまり……』

「真の黒幕は身近な場所にいたってわけだ」

　にわかには信じがたい見解だ。精霊がひねくれながらもイヴリーンを大切にしていることは、少し見ていればすぐにわかる。だが、リュクシオルも否定できない。

「……精霊殿が関与している可能性は把は握あくした。だが、肝心の精霊殿が」




「呼んだー？」




　深刻な空気を壊こわしたのは、のんきな声だった。

　美しくさえずりながら、リュクシオルたちの頭ず上じようを飛び回っている。

「なにが、呼んだ？　だ。お前に訊きたいことがある。今までの事故に──」

「んー？　おれは手は貸してないよー。でも、なんでこうなったかは知ってるかなー」

　ひばりは事もなげに言った。啞あ然ぜんとする一同を尻目に、ベッドに降り立つ。

「この肉体は空からっぽだ。このままいくと、ゆるやかに死ぬよ。いわゆる衰すい弱じやく死しだね！」

「空っぽ……？　おい、それはどういう意味だ？　こいつの魂たましいはどこにある!?」

「それは、お坊ちゃんだってわかってるはずだよー？　この子の魂は今、神しん域いきにある」

　神域!?　息を吞のんだものの、〈神王〉が現れた目的はわかった。ただ──

（理由はなんなんだ？　なんでこいつの魂を連れて行ったんだ？）

　かつて、〈魔王〉は寂さびしいからそばにいてほしくて連れて行こうとした。

　だが、〈神王〉は〈魔王〉と違って孤独ではないはずだ。皆かい目もく見当もつかなかった。

「精霊殿。貴き殿でんはそれを知っていて、なぜ私たちに教えてくださらなかったのだ」

「〈神王〉はさ、その気になれば精霊の魔物化を食い止められるんだよねー」

『ひばり、話を逸そらさないでくれますか』

「せっかちなヒトってきらわれるよー？　まぁおれはすでにきらいだけどね！　……ずっと見て見ぬふりだったくせに、〈神王〉はおれの消しよう滅めつは阻そ止しした。この子を助けた褒ほう美びであり、またこの計画に協力させるための貸しってわけ。それがおれの対価」

　その言い分は、リュクシオルには身勝手に聞こえた。我が慢まんならず声を荒らげる。

「お前の対価でも、イヴリーンには関係ないだろうが！　計画ってなんなんだ！」

「関係あるよー？　大競演会グラン・コンクールでおれが割りこまなかったら、この子は特大の魔物を生んでいた。最悪の結末を辿たどる寸前だったってわけ！　ね？　当然の対価だよねー」

　イヴリーンは助けろと言っていない！　と反論するのは容た易やすいだろう。

　けれどひばりの行為を否定し、イヴリーンを助けなければよかったなどとは口が裂さけても言えない。それはなにもできなかった自分自身を棚たなに上げることになる。

　リュクシオルが言葉に詰つまっていると、通信機から感情を押し殺した低声が漏もれた。

『……エスティに意識があれば、君の言う対価とやらに理解を示すことでしょう。俺も理解はできます。……ですが、納なつ得とくはできません。たとえそれが世界の摂せつ理りであろうと、この子が魂だけ連れて行かれなければならないほどの業ごうを背負ったとは思えない』

　ソンジャンテは今まで目にしたことがないほど切せつ羽ぱ詰つまった面おも差ざしである。

「うん、業じゃないよ？」

『なら！』

「〈神王〉はとにかく退たい屈くつなんだ。ただ楽しませてほしいだけ！　でもさ、おれたち精霊や妖よう精せいってそうそう揺ゆらがないんだぁ。だから神はヒトを生み出したし、歌で自然を操あやつれる力も気まぐれに与えた。魔ま物ものを駆く逐ちくするつもりがないのも、ぜーんぶ自分のため！　ちなみに、〈神王〉に悪意なんてないよ？　あるのは好奇心と探究心だけ！　思おも惑わくに反して、多くのヒトはころころ変わるだけで、〈神王〉の想定を超えなかったみたいだけどさ」

　けたけたと笑う声に邪じや気きはないのに、悪あく魔まの高笑いのようである。

　リュクシオルはようやく、このひばりが精霊であることを実感した。イヴリーンとのやり取りで忘れがちだが、ひばりは確かに典型的な、ヒト嫌いの精霊なのだ。

「〈神王〉がこの子に干かん渉しようするようになったのは、〈魔王〉との一件以降だ。その解決方法に、〈神王〉はよりいっそう興味を抱いだいた。で、次は枢すう機き卿きようだね。〈神王〉は枢機卿を殺すかどうか賭かけていたって同どう胞ほうから聞いたけど、まぁこの子は殺さなかった」

「そんなの、当然だ。こいつの力は人を傷つけるためにあるわけじゃない」

　聞かされる信じられない実態に圧倒されていたが、リュクシオルはなんとか声をしぼり出す。しかし、ひばりは呆あきれ返ったようだった。

「それはお坊ちゃんが止めたからだろー？　この子、止めなかったら殺してたよ。まるで大競演会グラン・コンクールの再現みたいだよねぇ。ま、過程はどうあれ結果がすべて。それで〈神王〉はますます気に入っちゃったらしくてさー。この子なら楽しめるってね」

「楽しめるなど……そこにエルネスティーヌの意思は介かい在ざいしていないではないか！」

「神がヒトの意思を尊重するとかバカー？　みたいな。最初は精霊をけしかけて事故死に見せかけるつもりだったみたいだけど、池の一件で第二王子が警備を固めたから断念したらしいよー。この子は大競演会と神王国で縁えんを作ってたから、今回の不自然な魂誘ゆう拐かいに繫つながったってわけだね！　ある意味、音感を奪うばわれた時みたいに自業自得かなー？」

　ヴァランタンの憤いきどおりも、ひばりは軽い調子でいなしてしまう。

　リュクシオルは今にも止まりそうな思考を回転させ、必死に考える。

　ひばりは、イヴリーンの魂を取り戻す方法を知っているはずだ。だが、下へ手たを打てば手がかりを聞き出す前に姿を消されてしまう。それだけは阻そ止ししなければいけない。

（〈神王〉は退屈している……それで、なんであいつが────ああ）

　天てん啓けいのようだった。リュクシオルは目に力をこめ、毛づくろいするひばりを見み据すえた。

「……イヴリーンなら、たとえ〈神王〉でも逆らえるからか？　〈魔王〉相手であろうと、態度を変えなかったから──だからなのか」

「へえ！　ただの脳みそ筋肉族だと思っていたら、なかなか冴さえてるねぇ。そうだよ！　神を無能も同然と思っているからね。……この子は変わるけど変わらない、絶対に」

　ひっそりとつけ加えられた言葉には、感情がこもっていた。慈いつくしむような響きに、リュクシオルは混乱する。それはソンジャンテも同じだったらしい。

『理由を聞いて、ますますわからなくなりました。……ひばり、どうしてなのですか？　エスティを玩がん具ぐとしか認識していない輩やからに、対価だからといってなぜ協力など──』

「おれは、ヒトが大っきらいだ」

　そんなことは知っている、と返せなかった。ひばりの眠ねむたげな目は冷めている。

「……おれはこれでもおまえたちより長生きしてるんだ。だからヒトがどれほど強ごう欲よくなのか、いかに身の程を知らない愚おろかで、恐おそろしい生き物なのか、よく知っている」

　いったん言い置くと、なにかを思い出すように遠い目になった。

「オアシスは、その縮しゆく図ずだった。知ってる？　ヒトはさ、水がなけりゃ生きていけないんだ。だから砂さ漠ばくのオアシスっていうのは、金貨よりも重い価値を生む。金貨なんかよりよっぽど貴重だからさ。どいつもこいつもオアシスを狙って、醜みにくい争いをしていたよ。今日は善人でも、明日もそうとは限らない。ヒトは噓うそつきで傲ごう慢まんで、信用ならない」

「だが、精霊殿にとってエルネスティーヌは違うはずだ！」

「だからこそだってことが、第二王子にはわからないかなー？　鈍どん感かんだもんねぇ」

　ひばりはくちばしを鳴らして切り捨て、ちょこちょこと枕まくら元もとに移動する。

「この子は精霊が世話したから生きてる。貧ひん民みん街がい事情は元偽者が詳くわしいんじゃなーい？」

「……金と欲望が世界を回してるって話だろ？　ハッ、避ひ妊にんするにも金がいるからな」

　先ほどから一人だけ動じていなかったロジェが吐はき捨てる。

　理解できない世界だが、イヴリーンも言っていた──闇やみがあればこそ、光が際立つと。

「堕だ胎たいより産んだ方が母体に負ふ荷かが少ないしねー。だから、この子は感謝しちゃいない。当たり前さ。おれたちが死ぬ運命を捻ねじ曲げたのは、この子の音を生かすためで、心が傷つこうがどうでもよかったんだから。決定的な言葉は遮さえぎっても、音を聴かせて育ててきた。歌うにも言葉を知っていた方がいいからね！　いわゆる、等価交換ってことかなー」

　さばさばと言っていることが違い和わ感かんを生む。けれど、口を挟はさめない。

「この子はいくら精霊に好かれたって、自分のためには祈いのらなかった。自分を空気みたいに扱あつかう両親の心を変えてくれって頼めばいいのに、ただ振り向いてほしいって歌うだけ。この子はいつだって、自分の音で運命を切り開こうとしてきた──だから」

　ひばりはイヴリーンを見つめていた視線を上げ、リュクシオルたちを見回す。

「戻ってきてから、おれはずっと考えてた。なにが最善なのか」

『……最善？』

「今まで、この子の世界はごく狭せまい範はん囲いで完結していた。でも、今は違う。おれの予想を上回る変化が起きた。……致ち命めい傷しようを負ってからじゃ、遅おそいんだ」

　そのぽつりと落とされた呟つぶやきで、一連の問答は前置きだったのだと知る。

「ヒトは移り気だよ。だから死ぬとしたら今しかない、そう思わないー？」

「……移り気とは、僕の気持ちを指しているのか？　僕はイヴリーン以外を好きになるつもりも、予定もない。あいつを裏切ったりはしない！」

「ふぅん、どうかなー？　〈魔王〉の時は、おれがいなくなるなら任まかせてやってもいいと思ったよ。でもさ、冷静になったら坊ちゃんと出会ってたかが一年ぽっちだよ？　この子が十七年かけて証明し続けていることと、同等なわけがないじゃん？　信用できないねぇ」

　声こわ色いろだけのどかだが、はっきりとした拒きよ絶ぜつである。

　年数を持ち出されたら、リュクシオルには手も足も出ない。うなるように問う。

「……どうすれば、僕を信用して、イヴリーンの魂を取り返す協力をしてくれるんだ」

「〈楽師カンタンテ〉なら聞こえたと思うけど、これも〈神王〉の遊びの一いつ環かんなわけ！　この子の魂を、おまえが見つけられたら返してもらえるんじゃないかなー？　その賭けに必要な通行料は、そうだね……たとえば、その左目」

「この左目がなんだっていうんだ？」

「おまえが〈楽師〉の才を開花させるに至いたった、最大の要因は、間近で左目に虹色の力を注そそがれたからだ。最近、違和感があるみたいだねー？　それは、この子の力と共鳴しているせいだよ。……だから左目を対価にすれば、神域に殴なぐりこめるかもね？　かわりに〈楽師〉としての力を喪うしなうだろうから、おまえには無理な話だけどさー」

　そういうことか、とリュクシオルは表情を引きしめて頷うなずく。ならば話は早い。

　ひばりは訝いぶかしんでいるが、かつてないほどすっきりとした気分だった。

「それがどうした、この左目を対価にすれば神域に行けるんだな？　よし、行こう」

「……行こうって、おまえ、〈楽師〉になれなくなる可能性が高いんだけど？」

「僕はイヴリーンが好きだ。だから死なせたくない。〈詩人バルド〉としての僕も、あいつに背を任せられる前に消えられるだなんて冗じよう談だんじゃないと思っている。……正直、この選せん択たくに悔くいはないかと聞かれたら噓になる。だが、両方を得られないなら選ぶ道は一つだけだ」

　リュクシオルは左目に触れ、小さく笑う。

「僕はイヴリーンと違って、力を喪ったら取り戻すことはできないかもしれない。それでも──力くらい、いくらでもくれてやると言った。僕自身に支払える対価があってよかった。お前は黙だまって、僕を神域まで案内すればそれでいい」

　端たん的てきに命じれば、ひばりは呆ぼう然ぜんとくちばしを開けた。

「……お坊ちゃんって、ホント……迷いがないよねぇ……」

「一つしかない答えを前に迷ってどうする。迷うだけ時間の無む駄だだろう」

「確かに、お坊ちゃんの音に噓はないけど信用できないね。……ここまで手がかりをくれてやったんだから、おまえたちの、ヒトだけの音で道を切り開きなよ。〈神王〉との賭けに勝った時、おれも少しは信じてやってもいいかな。じゃあね！」

　それだけ言い残すと、ひばりは再び姿を暗くらましてしまう。

　引き止める間もない出来事だったが、これを伝えるためだけに現れたのだと思えば、ひばりにしてはかなり親切だと言えるだろう。リュクシオルは通信機に一礼した。

「殿下。そういうわけらしいので、僕は神との交信方法を図書館で探してみます」

「ボクも付き合うけど、あくまでイヴリーンのためだから勘違いするなよ！」

「……エルネスティーヌが、なぜ貴様を選んだのかようやく理解できたように思う」

　ヴァランタンが疲つかれたようにごちる。

「私には兄上や陛へい下かの方針に歯向かってでも、彼女を手に入れたいという気き概がいが足りなかった。……兄上に責せき任にん転てん嫁かし、挙あげ句くの果てにはラー・シャイを受け入れてしまった。陛下は仕方のないことだと仰おつしやってくれたが、すべては己おのれの意い気く地じのなさのせいだ。最初から諦あきらめていた私を、エルネスティーヌが見てくれるはずがなかったのだ」

「殿下……」

「〈楽師カンタンテ〉ではない私は足手まといかもしれないが、常人だからこそ貸せる力もあるかもしれない。……オリヴィエ、私も協力したい。頼む」

　宣言通り、その冴さえ冴ざえとした眼まな差ざしにあるのはひたむきさだけだ。

　イヴリーンがヴァランタンには素直に接するのも、恋こい敵がたき相手だろうが頭を下げることも厭いとわない姿勢ゆえなのだろう。リュクシオルは頷きかけて、次の発言に固まる。

「そして、エルネスティーヌを取り戻した暁あかつきには、今度こそ正々堂々と交際を申しこませてもらう。土ど俵ひようにのぼることなく諦めたくはない」

「はぁ!?　ちょっと待て！　イヴリーンは僕と付き合っ」

「てはいないのだろう？　少なくとも、エルネスティーヌは否定している」

「ぐ、ぐぐぐ……」

　リュクシオルはぎりぎりと歯は軋ぎしりを立てたが、吐と息いきのような呼びかけに我われに返った。

『……ヴァラン』

「あ、兄上……その、私は……」

『ふふ、先ほどの威い勢せいが形かた無なしですね。なにを今さらびくついているのですか。……ヴァラン、俺は君にも幸せになってほしいんですよ』

　黙ってなりゆきを見守っていたソンジャンテが優しく微笑ほほえんでいる。

『王族の血肉は、国民の血けつ税ぜいでできている。君自身も、王族たらんと戒いましめてきたことはよく知っています。……君は第二王子だ、俺とは違ちがう。もっと自由に生きていいんです』

「それでは兄上が」

『俺の立場は不自由が多いですが、だからといって苦痛というわけではない。この立場でしかできないことも多くある。……俺は当事者になることはできずとも、第三者として君たちの帰りを待つことはできる』

　取とり乱みだしていたのが噓のようだ。王太子は落ち着き払はらって、言葉を重ねる。

『行ってくるといい、ヴァラン。どんな選択を迫せまられようと、後こう悔かいしない最さい善ぜんの道を選びなさい。……待っているから、帰ってくるんですよ。エスティと一いつ緒しよに』

「……殿下、イヴリーンといい贔屓ひいきがすぎませんか？」

『人じん徳とくですよ。かわいげのない君と、俺の素す直なおな弟たちを一緒にしないでくれますか？』

　……血が繫がっていないのに、イヴリーンと似たような返答とは恐れ入る。

　だが、道は決まった。さっそく行動に移そうと、リュクシオルは扉を開けて驚おどろく。

「な、なんでお前たちがここにいるんだ!?」

　思わずどもった声に、気まずそうにしているのはミレイユたちといった最終楽がく年ねんの面々だ。二楽年の〈白ペ羊リ級エ〉から進級できなかった元同級生の姿すがたも見受けられる。

「そ、その、やっぱりシラ、シラクさんのことが心配で……」

「聞くつもりはなかったんだけど、ばっちり立ち聞きしちゃいまして……ごめんね？」

　ザザが悪びれず謝あやまってきた。というか、どうして元同級の連中までいるのだ。

　その疑ぎ問もんを読み取ったのは、おっとりと笑うコレットだった。

「ミレイユが騒ぐから、二楽年にまで飛び火してしまったけど……結果的によかったのかな。ねえ、オリヴィエくん。わたしたちも、それに協力していいよね」

「……疑問形には聞こえないんだが、僕の気のせいだよな？」

「お、リュークやったじゃん！　超訳のしすぎで聴ちよう力りよくが衰おとろえてるかと思ったぜ！」

　肩を叩たたいてくる友人を締しめ上げたくなったリュクシオルに非はないだろう。

　どうやら神域に乗りこむ手伝いをしたいのは総そう意いのようで、どんどん話が進む。

「てゆーかさ、オリヴィエくん、通行料に左目を使ったあとのこととか考えてる？　あの精霊の言う通りなら、生身で渡り合えるわけないっしょ。冷静になりなよ」

「だよな。左目はここぞって時に取っとけって、な？　……お前がいつも言ってることじゃねーか。〈楽師カンタンテ〉と〈詩人バルド〉の相そう互ご扶ふ助じよの関係、忘れたとは言わせねーぞ。半人前でも、こんだけいれば道くらい繫げられるだろーぜ！」

「お前たち……」

　胸につかえができて、リュクシオルはそれ以上の言葉を発せられなかった。

　そこで、ザザが困こまったように目を伏ふせる。

「イヴリーンって、謝罪とか受けつけてくんないんだよ。正しいと思ったことなら堂々としてろって言うだけ。まいっちゃうわ、ホント」

　独ひとり言ごとのようにこぼすと、開かれた青い瞳ひとみに強気な光が戻っていた。

「こうなったら行動で示すしかないよね、イヴリーンみたいにさ。……だから断んないでよ。アタシたちも向き合いたいんだ、対等でなくても〈楽師カンタンテ〉の一人として」

「……去年はすっげえ目め障ざわりで耳みみ障ざわりだったけどよ、あいつはあいつなりの基準で行動してるんだってわかったら、不思議と腹立つことが少なくなったんだよなあ」

「ホントそう！　……〈楽師〉としての職人意識っていうの？　ああいうの見ちゃうと、やっぱ敵かなわないなって思うよね。まぁ同じくらい高飛車だって感じるけどさー。……隣りん国ごくのコルンブルーメ帝国が負ふの連れん鎖さに陥おちいってる反面、イリスが今でも魔物の出しゆつ現げん率りつの低さで大陸随ずい一いちを保たもってるのも、自信満々なシラクさんに安心感があったからだろうし」

　アルマンやゼナイドも苦笑しながら胸のうちをあかす。

　イヴリーンは「わたくしが好かれるわけがない」と頑かたくなに言っていたが、物好きはリュクシオルだけではないのだ。これを当人に聞かせられたらどんなにいいだろう。

（……違う、聞かせるんだ）

　あいつが恥はずかしくて穴に埋うまりたくなるまで、延えん々えんと言い続けてやろうではないか。

　心強い協力者たちができたところで計画を練ねる。

「こういう、空間を渡る〈楽術ネウマ〉に詳しい教官ってだれだったかな……やっぱりゴメス教官？　アタシ、ためしに訊くついでに、力を貸してもらえるか頼んでみるわ！」

「あた、あたしも、他の先生に質問、してみ、みるね！　いざって時は、ふ、ふさふさな楽院長がカツラだってひみ、秘ひ密みつを盾たてにすれば……！」

「えっ、楽院長ってヅラだったのか!?　マルソーのえげつなさが天てん井じよう知らずだぜ……」

　恐ろしい秘密を握っているミレイユに、一部の生徒が震しん撼かんした。

　他にどんな秘密を知っているのか気になるところだが、リュクシオルは身を翻ひるがえす。

「……僕は図書館で文ぶん献けんを調べる。夕食前に落ち合おう」

「了解した。私は楽院長に、少々話をつけてくる」

「……リュークもあんま根こんを詰めるなよ。殴りこむ前に倒れちゃ世せ話わねえぞ」

　曖あい昧まいに頷いていると、ミレイユが「あ！」と大きな声を出した。リュクシオルに突とつ撃げきしてきたかと思えば、その勢いのまま廊ろう下かにめりこむ。

「…………マルソー、大丈夫か？」

「ら、らいじょうぶれふ……あ、あの、あのね、オリヴィエくん」

　ミレイユは盛せい大だいにすりむいた鼻の頭を撫なでて、涙目のまま見上げてくる。

「あた、あたし、ね、オリ、オリヴィエくんが好きだけど、シ、シラクさんも好きなの」

「それは……ありがとうと、言ってもいいのか……？」

「だ、だからね、絶対、絶対に連れて帰ってきてね！　オゥリヴィエくんなら見つけられるよ！　だ、だって、イノシシって高級茸きのこを見つけ出せるんだよねっ？　しょ、障害物を蹴け散ちらして直進する、イノシシみたいにカッコイイオリヴィエくんならきっと！」

　褒ほめられている気がしないのだが、当人は「きゃあっ言っちゃった！　イノシシみたいに！」と騒いでまたこけた。それを呆れ顔のロジェが助け起こす。

「……もう、どんくさいで、すね……ぐあっ!?」

「ぴゃああああっ！　い、生きててごめんなさいっ！」

　持ち上げられた小こ柄がらなミレイユは真まっ青さおになると、ロジェに頭ず突つきをかました。頭を下げるつもりだったのだろうが、二次災害を引き起こしたまま立ち去ってしまう。

　一いつ瞬しゆんで小さくなった背中に、険けん相そうのロジェが毒づく。

「……あ、あのクソアマ……ッ！」

「お前……イヴリーン以上に見た目と人格の落らく差さが激しすぎるぞ……」




　図書館まで来た二人は、それらしい資料を片かたっ端ぱしから引っ張り出す。

　難むすかしい顔で資料と睨にらみ合うロジェに、リュクシオルは訊いた。

「よく精霊が知っているってわかったな。……おかげで前進できた、感謝する」

「アンタに礼を言われる筋合いはないし。つーか、ボクをバカにしてる？」

「バカにしていたら礼を言うと思うか？」

「他人を疑わずにいれる性しよう分ぶんって、まったく羨うらやましいこった。……〈楽師カンタンテ〉なんて間抜け共の巣そう窟くつだってのに、ここの生徒はどいつもこいつも幸せそうでヤになるね。ケッ」

　不ふ快かい感かんもあらわな言い草に、リュクシオルはげんなりした。

「じゃあ、なんでここに入にゆう楽がくしたんだよ……」

「イヴリーンがいるから？　あと、金になるし？」

「そんなことで〈楽師〉になるヤツがいるか！　〈楽師〉は命を」

「懸かける職だって言いたいわけ？　ヘッ、貧民街での生活より楽なモンさ」

　ロジェは遠くを見ながら、頰ほお杖づえをつく。

「貧民街育ちで合格する保証もねーのに〈楽師〉の試験を受けるヤツを、ボクは命知らずの間抜けって呼んでるよ。試験会場に行くまでの金があるんなら、今日のメシの心配なんざしないって。……所詮、イイトコの坊ちゃんには無む縁えんな話だよな」

「それなら、あいつもお嬢様と言っていいだろう。お前が協力する理由がさっぱりだ」

「アンタと、イヴリーンは違う。……ボクは、ずっと噓をついて生きてきた。人の顔色ばっか窺うかがって、くだらない人生だよ。機き嫌げんを取って、金をむしり取って。でも────」

　ふっと、軽く息を吐き出す。ロジェの指先は五ご芒ぼう星せいの図案をなぞった。

「ボクは別に、恋人になりたいわけじゃないし、告白とかするつもりないから」

「ほあっ!?」

　リュクシオルは動どう揺ようのあまり変な声が出た。

　……好きでもないのに、国を越こえて追いかけてくるのか？

「なんだよ、その顔。俗ぞく物ぶつなアンタと一緒にすんな」

「いや、いやいや！　おかしいだろう！　ならなんで邪じや魔まするんだ！」

「アンタこそ、意外と世間知らずなイヴリーンに手を出して罪悪感とかないわけ？」

　つまり、あくまで高たか嶺ねの花でいてほしいということか。

　イヴリーンの周囲には、無む垢くな乙女を好む一角獣ユニコーンじみた保護者が多すぎる。

「……同じ空間にいると、なんっつーの？　ボクもまっとうな人間になったような気がするんだ。それに、イヴリーンのそばは息がしやすい。言葉の裏うらも考えずにすむ」

「お前、聴ちよう覚かくが狂っているのか。裏を考える必要のある言動ばかりだろう」

「『きゃあっかわいい！　それ、似合うよぉ』と褒めておきながら、心の中で『ハッ豚ぶたはなにを着ても豚よ！』なんてことは考えないって言ってるわけ。反対はあってもな」

　本物の女子のような声こわ芸げいに圧あつ倒とうされたが、「な、なるほど」と納得する。

「褒められたら本心からだってわかる。ホントのことなんて、それだけありゃいいんだ。……アンタは気に食わねーけど、その神がかり的な目的遂すい行こう能力には期待してるよ」

「僕もロジェは気に食わないが、信用できる人手ならいくらでもほしい。文もん句くは言わん」

「…………アンタ、ボクを信じるわけ？　アンタに色いろ仕じ掛かけをしたオトコを？」

「その言い方は誤ご解かいを招まねくからやめてくれないか？　……二重人格はどうかと思っている。だが、あの外そと面づらのいい〈神の子フイーリウス〉をなにも知らないうちから嫌がっていたイヴリーンが、ロジェがいくら猫をかぶっても警けい戒かいしていない」

　淡たん々たんと返せば、ロジェは目を見張った。

「恥はじを捨ててかわいい子ぶっていようと、その言葉は真実だってことだろう。……イヴリーンより短い〈楽師カンタンテ〉歴で高等部まで飛び級した、お前の努ど力りよくも本物だ。なら、ありがたく力を貸してもらうさ。搾しぼり取とれるだけ搾り取るから覚かく悟ごしておけ」

「────アンタって……」

　薄く開いた唇くちびるが震ふるえている。弱々しく息を吐き出したかと思うと、かすかに笑う。

「ホント、気に食わない大バカ野郎だよ」




　それから文献を読みふけるにつれ、互たがいに口数が減っていく。

　気難しい顔をしたロジェが、とある頁ページを指差す。

「……ムジカ石を七しち芒ほう星せいの形に配置するにも、光が足りないだろ」

「基本の五色は赤、青、紫むらさき、黄、白だからな。そこに緑と藍あいの変化をつけられる〈楽師カンタンテ〉は、この楽院には教官しかいない……仕方ない、神域に直通するのはやめよう」

　リュクシオルも頭を抱かかえてしまった。

　イヴリーン曰く「別色五色はヒト、六色は精霊、七色は神々の領域」だという。

　この『七』は『創造』を意味する、神しん秘ぴ的てきな数字でもある。

　七芒星は神域への足がかりには、これ以上ないほど打ってつけの陣じんなのだが──

「六芒星なら、精霊界には行けるんじゃない？　三角が火で、逆三角が水って意味だし」

「『火』と『水』の〈楽師〉だけでも可能、か……他の文献も探してみよう」

　不要な書物を手に腰こしを上げた時、リュクシオルは信じられない声を捉とらえた。




「──お二人共、お困りのようですねぇ！」




　その能のう天てん気きで、間ま延のびした口調。

　声の主は一人しか導き出せないのだが、恐こわ々ごわと窺ってもそれらしき人影はない。

「ど、どこだ？」

「ここです、ここ！　下ですよぅ！」

「うおっ!?」

　リュクシオルは飛びのいた。足元が柔やわらかかったことにまるで気づかなかった。

　先ほどまで立っていた床に変態がへばりついている。さかさかと両手両足を動かし、器用に方向転換までした。その不ぶ気き味みさに、ロジェも椅い子すごと距きよ離りを置く。

「お、お前なにをしているんだ」

「この体勢が一番踏ふまれやすくていい感じなんですよぉ」

「気持ち悪い！」

「さてさて！　しかし、とんでもないことになりましたねぇ。と言いつつも、ある程てい度どは予測していたのですが！」

「……予測だって？」

　眉まゆ根ねを寄せれば、立ち上がった変態──ナゼール・シュミットが朗ほがらかに話し出す。

「素敵に無敵に鬼き畜ちくな猊げい下かですが、人外にはよく好かれておりましてねぇ。今回は精霊たちが企たくらんでいると小耳に挟み、私を派は遣けんしてきたわけですよ！　なに、精霊なんて歌をちらつかせればちょろいもんです。優秀な諜ちよう報ほう員いんを持って幸せ者ですね！」

「確かに精霊なら陰おん形ぎようも簡単だが、それでイヴリーンを探さぐるとか才能の無む駄だ遣づかいだな」

「おっと、シラク様のことは猊下御おん自みずから監かん視ししておりますよぉ！　自分以外の存在が、シラク様を覗き見するのは赦せないお方なんでね！」

　こいつ、自分の主人が覗き見していることを認みとめやがった！

　もはや建たて前まえをかなぐり捨てているナゼールは、テーブルに広げた書物を覗く。

「例の一件で見事な雑ざ魚こっぷりを見せつけた猊下ですけれど、あれはそもそもシラク様の御ご前ぜんで殺そうなどと余計なことまで目もく論ろんだせいなんですよねぇ。欲をかいて大失敗した時の、猊下の絶望顔！　極ごく上じようの肴さかなとはまさにこのことでございますぅ！」

「忠誠心の欠片かけらさえ感じられないな……」

「変態、どんだけ話を逸らすわけ。とっとと用件を言って消えろよ」

　ロジェがイヤそうに罵ののしれば、ナゼールは笑みを深めてこう言った。

「ああっそうでした！　……オリヴィエ様、私共の提案を吞んでみませんか？」




　リュクシオルたちは再び医務室に向かった。

　道中でヴァランタンも拾い、今度はしっかり人払いの〈楽術ネウマ〉をかける。

　そこで、ナゼールが恭うやうやしく鏡を取り出す。

「えー、ごほん。アブラカタブラ、開け水門！」

　かかげた鏡から溢あふれた光が途と切ぎれると、乙女おとめのように清らかな細ほそ面おもてが映りこむ。

　紫がかった銀髪には光の輪が浮かび上がり、菫すみれ色いろの双そう眸ぼうが柔らかく笑んだ。

　額ひたい飾かざりのムジカ石を揺らして、浅せん紅こう色しよくの唇をほころばせる。

『────己が欲望にかまけ、遅ち速そく極きわまりない役立たずのクズなど霞かすみだけで生きよ』

「ああっ猊下！　猊下！　お遣いをまっとうした私めに、そのような褒美まで！」

　猊下──そう。この麗うるわしすぎる存在こそ、聖カントゥース神王国ならびに〈音おん律りつの双そう神しん教きよう〉の頂点に君くん臨りんする枢機卿、〈神の子フイーリウス〉である。

　見た目だけなら善良そのものだが、中身はイヴリーン以上に自尊心の塊かたまりだ。

〈神の子〉は歓かん喜きに打ち震える変態に蔑べつ視しを向けてから、猫撫で声で続ける。

『僕に傅かしずく気になったことは、賢けん明めいだと褒めてやろう』

「背に腹はかえられないだけだ。……精霊界となら繫げられるという話は本当か？」

『言葉遣いがなっておらぬ。が、貴様ごとき下等生物に敬うやまわれても気色が悪い。……いかな半人前でも数を揃そろえ、手順さえ踏めば可能だ。僕の力添ぞえと、精霊の手引きもある』

　淡々と請うけ負おう〈神の子〉に、リュクシオルは不信感を募つのらせる。

　神王国での事件を忘れていない。ここまで協力的だと逆に怪あやしかった。

「どういう風の吹き回しだ。お前、イヴリーンが気に入らないんだろう」

『いかにも。あのすまし顔、目にするだけで吐き気がする──しかし』

　苛いら立だちからか柳りゆう眉びがゆがみ、鉄てつ壁ぺきの微び笑しように皹ひびが入る。

『僕以外の存在に息の根を止められるなど、あってはならぬ。それが神であれ万ばん死しに値あたいする。エルネスティーヌの身も心も破は滅めつに導みちびくのは、僕であるべきだ。ゆえにエルネスティーヌを救うためなどと、けっして思い違うな』

「はぁぁぁん！　まさに外げ道どうの鑑かがみでございます、猊下ぁ！　実に実に素晴らしい！」

「エルネスティーヌ、なんと不ふ憫びんな。このような執しつ拗ような輩にも目をつけられるなど……」

　ナゼールは身み悶もだえ、ヴァランタンが目め頭がしらを押さえる。

　神をも恐れぬとは枢機卿にあるまじき発言だが、イヴリーン語の翻ほん訳やくに慣れてきたリュクシオルには違う意味に聞こえる。ロジェと顔を見合わせた。

「……王太子殿下や精霊が言っていた『ゆがんだ愛情表現』の意味がわかった気がする」

「独どく占せん欲よくの強いオトコってのは、性た質ちが悪いね。一生独どく身しんでいるべきだな」

「…………ロジェ、なんで僕を見ながら言うんだ？」

　含ふくみを感じたが、リュクシオルは視線を落とす。

　イヴリーンは眠り続けている。焰ほのおのように色を変える、珍しいヘーゼル色の瞳は瞼まぶたに隠かくされたままだ。その冷たい手を持ち上げて、自分の額に押しつけた。

　半年間逃にげられた時の痛つう痒ようなど、この苦しさとは比べものにならない。

　丸一日も経たっていないのに、あの照れ隠しの罵ば声せいが恋しくてたまらなかった。

（……絶対、取り返してみせる）

　たとえ、どんな対価を支払うことになったとしても。




〈神の子フイーリウス〉曰く「本来は満月の夜が望ましいが、実行は早いほどいい」という。

　なので、無理やり夕食を摂とってから、講堂で打ち合わせをして、礼れい拝はい堂どうに場所を移す。

　椅子をどかした空間は広々としている。この礼拝堂の利用許可はヴァランタンがもぎ取り、ザザたちが奔ほん走そうしたおかげか、見慣れた教官も数人揃っていた。

　遠えん隔かく操そう作さが得意な〈神の子〉は、鏡越しに儀ぎ式しきに参加するのだが──

『我らが主あるじの意向をないがしろにするとは、余よもいたく心が痛む。なれど、罪なき者を冥めい府ふに旅立たせるのは、我が教義に反する。どうか、余の指示通りに動いてもらいたい』

「はいっ〈神の子〉さま！　がんばるので、よろしくです！」

「わー、猊下ってすっごいキレイで強いって評判は聞いてたけど、宗派も国も違うのに快こころよく要よう請せいに応えてくれるだなんて！　世間も捨てたモンじゃないねっ」

　女性陣の黄色い囁ささやきに、リュクシオルは遠い目になった。

（王太子殿下が秘密裏に〈神の子〉に頼んだ、って建前がここまで通用するとはな）

　白々しく表情を曇くもらせる〈神の子〉の演技力にも脱だつ帽ぼうだ。

「……オリヴィエ、ムジカ石の配置も終わった」

　戻ってきたヴァランタンに頷き、リュクシオルは神経を張り詰めさせた。

　大理石の床には朱しゆ金きんの粉で六ろく芒ぼう星せいを描えがき、六ヶ所に小さなムジカ石を置いている。協力者たちは魂の属性にそれぞれ分かれ、ムジカ石を中心に円えん陣じんを組んだ。

　力を温おん存ぞんすべきリュクシオルとロジェ、〈楽師カンタンテ〉ではないヴァランタンに、ナゼールは鏡を抱えているため、六芒星から少し距離を取っている。

　そうして、鏡の中の〈神の子フイーリウス〉がゆっくりと口を開く。




『──麗うつくしくも愛かなしい　創はじまりの理ことわりは

　　　天と地を重ねて　月影に微わ笑らい

　　　調和を齎もたらす愛を　其そは陽に希こいねがう』




　内面の悪あく辣らつさを感じさせない澄すんだ歌声は、白鳥が奏かなでるという讃さん美び歌かのようだ。

〈神の子〉のあとを、『木』の面々が追いかけて重ねていく。




「──光風は木と戯たわむれ　招く春を寿ことほぎ」

「──紅ぐ蓮れんは空を灼やき　夏を喜び讃たたえ」

「──黄土に物を育はぐくみ　謳うたい巡る四季」




　この〈楽術ネウマ〉は最終楽年の出しものとして起用した形けい象しように似ている。

　文化祭で一度成功しているので、楽がく生せいたちは自信を持って万物の流れを響かせる。

　その歌を導くように、伴ばん奏そうが添えられていた。順番が回ってこない間は、〈楽術〉の効果を高めるために詩のない唄うたを歌っているのだ。

　それから『金』に『水』と続けば、ムジカ石から光の柱が立ちのぼっていく。

　鮮せん烈れつな青、赤、黄、白、紫の光が交まじわり、六芒星の中心に突き刺ささる。




『──生と死の狭はざ間まに　万ばん有ゆうよ開け』




　最後の一節を〈神の子〉が歌い上げれば、その額飾りと笏しやく杖じようが六色の光を放つ。

　すると、無人のムジカ石から藍の閃せん光こうが逬ほとばしる。他の色と重なった刹せつ那な──それは現れた。〈魔王〉や〈神王〉が降臨した際にも目にした扉だ。
















　軋きしみながら開かれていく隙すき間まから、天上の楽の音が漏れ聞こえる。

『……あの扉が開いている間に往いけ。あちらに降りれば、妖よう精せいが囁くだろう』

　〈神の子〉は上がる息を整えながら、冷ひややかに告げた。

　リュクシオルたちが固かた唾ずを吞んで見守っていると、背後で物々しい音が轟とどろいた。

　突然のことに一同は振り返り、仰ぎよう天てんする。




「────ヒヒィン！」




「う、馬ぁあああああっ!?」

　閉じきっていた礼拝堂の扉を蹴破ったのは、宵よい闇やみと同化した馬だった。

（あれは、イヴリーンの馬……？　厩きゆう舎しやから脱走してきたのか？）

　しかも、口になにかを銜くわえている。

　そうこうしている間に、精霊界と繫がった扉は開いてしまった。

　気にかけている余裕はなく、リュクシオルとロジェ、ヴァランタンは走り出す。

「いっけーっ！」

「全員で帰ってこいよ！」

　声せい援えんを背に、三人は白く輝かがやく空間に身を躍おどらせた。

　勢いをつけてふわふわの毛玉も一緒に放りこむ馬を、視界の端はしで捉えながら。




　リュクシオルは暗闇にいるのかと錯さつ覚かくしかけたが、目を閉じていただけだった。

　瞼を押し上げると、狭い視野に飛びこんできた光景に息を吞む。

「……我々は実は息いき絶たえているのか？　まるで楽園に迷いこんだようだ」

　ヴァランタンの感かん嘆たんに、声もなく同意する。

　楽園──陳ちん腐ぷでいて、なんて的確な表現だろう。

　黄金の木こ立だちがざわめき、四季を無視した花畑が一面に広がる。合間に点てん在ざいする建物の様式は古代のそれであり、ここだけ時間が止まっているようだ。

　神王国の風景に似ているが、その美しさは比ではない。絶対的な善ぜんはいっそ暴力的だ。汚お穢わいと無縁な清らかさをおぞましく感じるのは、リュクシオルが俗物だからだろうか。

　その隣となりで、ロジェがうめく。

「う、わ。ボク、ここキライ。作りものすぎて気持ち悪い」

「精霊界で間違いないなら、好きも嫌いも置いておけ。……イヴリーンの馬はなにを投げこんできたんだ？　辺りにはなにも落ちていないみたいだ」

「私の目には橙だいだい色いろの布切れのように映うつったが」

　橙色？　リュクシオルは首をかしげた。

（橙色の布切れで連想するのは精霊のスカーフだが……まさかな）

　仮にひばりだったとしても、なぜイヴリーンの馬が銜えていたのだろう。

　見つからないなら、とりあえず先に進もうとして目元をこすった。

（また白い靄もやが……いや、なんだこれは……？）

　左目はなにも映さないが、まばたきをしている感覚はある。手で遮るたび、浮ふ遊ゆう物ぶつが現れては消えた。白い靄に意識を集中させてみると、だんだんと人の形を模かたどっていく。

「妖精ってどこ？　自然以外なにもないけど、覗のぞき魔まは噓ついたのか。詐さ欺ぎ師しだし」

「精霊や妖精はヒトを厭いとう。姿を隠して、様子を窺っている可能性が高い」

　ロジェのぼやきを、ヴァランタンが真ま面じ目めに取り合う。

　その会話に、リュクシオルは困こん惑わくした。

「妖精ならそこを飛んでいるぞ？　翅はねから金きん粉ぷんを撒まき散ちらして、気分がよさそうだ」

「は……なに言ってんの？　いないじゃん、聴覚どころか視覚もやられたわけ？」

　言い返そうとすると、ヴァランタンがなにかひらめいたようだった。

「……オリヴィエ。それはどちらの目で視みている？」

「どっち？　右目ですけど」

「違う、よく確かめてみろ。右目だけを閉じるのだ」

　右目を閉じたらなにも見えなくなるではないか。

　だが、その鋭するどい眼光に促うながされるがまま、リュクシオルは右目をつぶり──愕がく然ぜんとする。

「──う、そだろう……なんで左目が見えるんだ……」

「やはり、そうか」

「やはりって王子、どーゆー意味？」

「私は〈楽師カンタンテ〉ではないが、王族として知識だけは一通り教わっている」

　怪け訝げんそうなロジェの問いに、ヴァランタンは答えた。

「『左』は死や闇といった象しよう徴ちようを連想させる。だが、死とは言わば終わりであり始まりでもある。……オリヴィエの左目には、エルネスティーヌの力が注がれている。虹にじ色いろの力は神々の領域──彼女はかつて世界の音を耳にし、精霊たちとも交流があった。その法則が視覚にだけ適応しているのだとしたら……」

「ここは精霊界だから、普通の人間には見えないモノが視えるようになったってこと？」

「そうだと解かい釈しやくすれば、オリヴィエだけ妖精が視える説明もつく」

　ヴァランタンは鷹おう揚ように頷いてから、いまだ呆ほうけているリュクシオルを見る。

「精霊界はヒトの世とは理ことわりが異なると聞く。なにが起きたとしても不思議ではない」

「……もしこれを通行の対価に使っていたことを考えたら、ぞっとしました」

「あー、間違いなく遭そう難なんしてたね。精霊界で餓が死しとかシャレにならないな」

　行ってしまえば、なんとかなるだろうとほぼ無策だったことに青くなる。だが──

（イヴリーンが僕を癒いやしたことが、あいつを救うことに繫がっているのか）

　なんと奇妙な運命だろう。

　妖精はリュクシオルたちが気になるのか、好奇心いっぱいに周囲をうろついている。

「突然で悪いが、〈神王〉に直じか談だん判ぱんしたい。対話は可能だろうか？」

『────、────』

「言っていることはさっぱりだ」

　唇が動いているのはわかるのに読み取れない。

　肩を落とすリュクシオルに、ロジェが大げさなため息をついた。

「はぁ……ねえ、妖精の口の動きを再現してみせろよ」

「……どうしてだ？」

「ボク、読どく唇しん術じゆつできるから。指定された場所にもぐりこんで情報を盗ぬすみ取る仕事、危険度は高かったけど報ほう酬しゆうがよかったし。妖精だから古ムジカ語だろ？　なら、わかる」

　あきらかに裏うら稼か業ぎようだが、この状況では願ってもみない特技である。

　さっそく真似すると、ロジェは少し考えこんでから開口した。

「……簡単な単語の組み合わせみたい。『こっち、来て』って感じの意味」

「なるほど。素晴らしい技術だ、心強い」

「べ、別に、すごくないし。生きるために必要な手段だから学んだってだけだ」

「……貴き公こうも、エルネスティーヌと同様、強いのだな。私もかく在ありたいものだ」

　褒められた当人は赤面して固まったので、リュクシオルが引っ張りながら移動した。

　先導する妖精はいちいち振り返り、ついてきているか確かめているようだ。

　花道を進んでいくと、吹き抜けの建物が見えてきた。巨大な列柱の大広間サルーンの最さい奥おう部ぶに広がる高台は天てん蓋がいつきで、真しん紅くの絨じゆう毯たんが敷しかれ、数人の人影を目視できる。

　すると、案内の妖精は小さく手を振って消えてしまった。

「……あれは……今度は私にも見える」

「ボクも。相手に隠れる意志がないのか、それとも精霊の中でも上位ってこと？」

　リュクシオルは意を決して、高座で戯れる人影の容よう貌ぼうがわかる距離まで近づく。

　踊り子の恰かつ好こうをした数人の女性に、銀髪の子供が揉もみくちゃにされている。

　子供も異国情じよう緒ちよ溢れた装しよう束ぞくをまとい、幼おさないながら人間離れした風ふう貌ぼうだ。目鼻立ちの造りが派手なせいか、じゃらじゃらつけた装飾品がやけに華か美びに映った。

　女性の膝ひざに乗っているが、葉で扇あおがれているし、偉えらい精霊なのか？　確かに気品が漂ただよい、近寄りがたい雰ふん囲い気きだ。観察していたら、子供がくりくりとした目を向けてきた。

「おお、そなたらが噂うわさのヒトの子かの！　我わが輩はい、待ちくたびれていたのじゃ！」

　第一印象を裏切る気安さに緊きん張ちようがほぐれた。リュクシオルは子供を見据える。

「おま──ああっと。その、〈神王〉と交信したいんだが、でき──」

「よかろうなのだ！　我輩こそ、精霊界を統すべし王じゃ。なに、身構えるでない」

「えっ」

　鼻高々と名乗った子供──自称精霊王を凝ぎよう視しする。

　物言いだけ古風だが、精霊王には見えない。ロジェが正直すぎる感想を言った。

「ふーん。仮にホントでも精霊王に見えないから、ヒトには名乗るべきじゃないよ」

「ひ、ひどい……！　う、うう……別に敬えと言ってないのに、ひどいヒトじゃ！」

「ああんっ、おかわいそうな精霊王様！　なんて不ふ遜そんな輩でしょう！　さあっ胸に！」

「わーいである！」

　半泣きだった自称精霊王は喜色満面で、傍らの女性──の豊ほう満まんな胸に抱きつく。

　ヴァランタンがよろめき、眉み間けんを揉む。

「……め、目め眩まいがしてきた……文献とは、こと人外に関しては信用ならないのだな……」

「殿下、見た目と中身の落差には、イヴリーンや王太子殿下で慣なれているじゃないですか」

　リュクシオルが適当に慰なぐさめた時、高座にまばゆい光が射しこんだ。





[image: ]






　──時はわずかばかり遡さかのぼる。

　イヴリーンは水面みなもに揺られているような感覚で目を覚ます。

　そこは白い空間だった。どこを見回してもなにもなく、果てまで続きそうな白に頭がおかしくなりそうだ。とりあえず歩いてみたら、景色が一変した。

　緑に囲まれた泉の畔ほとりに、誰かがしゃがみこんでいる。美しい白しら雪ゆきの髪に同化してわからなかったが、その背には六枚の翼つばさが生はえていた。それで正体がわかる。

「〈神王〉ね」

　ためらうことなく呼びかけると、それはゆっくりと振り返る。

　夢見るように麗うつくしかった。耳飾りと胸元にはめこまれた菱ひし形がたのムジカ石がきらめき、浮き世離れした装よそおいも相まって神こう々ごうしい。前をはだけているのに、いやらしく感じさせな……いや、おかしい。イヴリーンは目元をこすった。

　何度確かめようと、盛り上がっているはずの胸板がぺったんこだ。

「む、胸がない……!?」

「我は男子おのこ。女子おなごと思うは、ヒトの誤あやまり」

　イヴリーンはひっくり返りそうになった。

〈神王〉スヴェトリースは、どの文献や宗教画を見ても女め神がみとして伝えられている。

　確かに〈神王〉は中性的で繊せん細さいな美び貌ぼうの主ぬしだが、その想像図と似ているのに、性別だけ取り違えるなど昔の人はどれだけ目が悪かったのだろう。

　だが、神王国にある兄神としての〈魔王〉の彫像も、微び妙みように実物と異なっていた。神々と交流があった時代に造られたものだからこそ、誤解を生んでいるのかもしれない。

「そ、そう。まぁわたくしの偽者の例もあるし、女神が男お神がみということもあるでしょうね。……で、これはいったいどういうことかしら？　わたくしをどこに連れてきたの」

「ここは神域。……我が愛かなしき嬰えい児じ、ぬしの訪れを待ち焦こがれたり」

　神域？　がんぜなく微笑む〈神王〉を前に、イヴリーンは眉をひそめた。

「……神域に、ヒトは滞たい在ざいできないはずだわ」

「おかしなこと。ぬしは魂のみ参まいった」

「ありえなくてよ。だって、わたくしには歩いている感覚があるもの」

「ぬしが錯覚したるのみ。この風景とて、ぬしが思い描く情景を映し出すのみ。……神域とは精神──心の世界。ぬしの音も形象も心地ここちよい、なお開いておくれ」

　うっとりと黄玉トパーズの双眸を細める。

　ここが神域だと認めるにしても、〈魔王〉の時のように返事もしていないのになぜ魂だけ連れてこられ──あ。

「……おまえまさか、大競演会グラン・コンクールと神しん王おう国こくにいた時にわたくしになにかしたの？」

「吞みこみ早し。……左さ様よう。ぬしの音が我を呼び、繫がりき」

「勝手に呼ばれた気にならないでいただける？　わたくし、帰らせていただくわ」

　同時に、これまでの不自然な事故は〈神王〉が仕組んだのだと判じられた。

　いきなり実力行こう使しに出た理由はわからないが、確か文化祭の最中に倒れたのだ。

　魂だけ抜け出しているのなら、早く戻らないと大変なことになる。

　イヴリーンが踵きびすを返すと、声をかけられた。

「賭かけをしたり。ぬしの焰を宿やどしし男子おのこと」

「────え？」

「ぬしの魂を見み出いだせば返すという賭け。……見届けてからも遅くはあるまい。なれども去いぬと申さば、ぬしは対価を支払うべきよ。されど、ぬしにはできまい」

　焰、でイヴリーンが連想するとしたら一人だけだ。

（信じられない。オリヴィエが、〈神王〉の賭けに受けて立ったというの？）

　ムジカ石を別色五色にも輝かせることができないのに、無む謀ぼうすぎる。

　直情径行なリュクシオルに頭が痛くなってきて、仕方なく向き直った。

「……対価なんて納得いかないけれど、わたくしが帰ると言い張った場合はどうなるの」

「ディヤ＝オ＝ルアが消滅する」

　イヴリーンは目を見開く。

　ディヤ＝オ＝ルアは、ひばりの正式な真ま名なだ。ディオルは、その略称である。

「ひばりに、なんの関係があるというの。おまえの身勝手で振り回さないで！」

「我はぬしが気に入った。ゆえに、そばに置くと決めたり。そのぬしを救すくいし褒美に、ディヤ＝オ＝ルアの影を祓はらった。……ぬしが去ねば影を戻す、それが本来の自然の条理」

　なぜ、〈神王〉はひばりだけ救ったのかと疑問に思っていた。

　慈じ悲ひなどではなかったのだ。この日のために、淡々と布ふ石せきを打っていたのである。

　なんてことだろう。声をなくすイヴリーンに、〈神王〉は静かに突きつけてきた。

「そう、ぬしはディヤ＝オ＝ルアを見捨てず。……賭けは続行、結末が楽しみなり」

「……もしそれが事実だったとしても、おまえの指さし図ずは受けなくてよ」

　体の震えを怒いかりに変えて、睨にらみつける。

「そもそも精霊の真名を呼ぶだなんて、どういう神経をしていて？　軽々しく呼ぶものではないのよ、おまえのすべてが気に入らない！　神であればこそ弁わきまえるがよろしいわ！」

　世界の摂せつ理りに支配される精霊の真名は多くの意味を持ち、時として拘こう束そく力りよくを生む。つまり、精霊にとって真名は命そのものだ。

　いつもの調子で罵れば、〈神王〉は瞳を輝かせる。微笑む以外で使われない表情筋は微び動どうだにしていないが、喜んでいるのは伝わってきた。

「──なんと麗うつくしい焰か。見込み違いでなし。ぬしあらば飽あきを忘れらる」

「お黙り！　どうりで最近、ひばりの様子がおかしかったはずだわ。圧倒的上位の存在に、真名を振りかざして命じられれば、身動きが取れなくなるのは当たり前よ」

　しかも、ひばりは〈神王〉に魔物化を阻止された恩おんがある。

　それに〈神王〉が糸を引いていたなら、リュクシオルが怪け我がしたのもこいつのせいだ。

　腸はらわたが煮にえくり返っていた。イヴリーンは深呼吸をして、覚悟を決める。

「ふん、対価ですって？　おまえのような卑ひ怯きよう者ものに、わたくしはけっして屈くつしない！」

　神域が心しん像ぞうに影響されるならば簡単だ。イヴリーンは目を閉じた。

　バングルを想起すると、左手首に重みが加わる。小こ鈴すずを振り立てて、喉のどを震わす。

「────、────……ぐっ……!?」

「肉体を喪いてなお、魂を燃やすとは愚かなこと。ぬしの命が縮ちぢむ」

　力が抜けて、膝を折る。降ってきた憐あわれむ声に、イヴリーンは嚙かみついた。

「お、まえの思惑に従うくらいなら……寿命なんて、好きなだけくれてやる！」

〈神王〉はわずかに目を見張る。

「死が怖くて、もう一度〈楽師カンタンテ〉なんて目指すものか。生き方も、死に方も、わたくしが決める！　おまえごとき存在に、運命を定められる謂いわれなどないわ！」

「……そう、ぬしの焰は揺らがず。神であろうと、ぬしは一いつ貫かんしたり」

　イヴリーンの怒りなど、どこ吹く風だ。〈神王〉は愛いとおしげに両目を細める。

「我の代理人と名乗るヒトを殺あやめず、我が兄の浄じよう化かをも試こころみざりき。ぬしの基準は他者に影響されず。それが、我には喜ばし。我がそばにあれ」

　ずっと笑っているので変化は乏とぼしいが、まとう雰囲気が浮かれている。

　違う、とイヴリーンは瞬時に思った。それは誤解というものだ。

〈魔王〉は置いておいても、〈神の子フイーリウス〉はリュクシオルが止めてくれなければ殺していただろう。あとで悔くいただろうが、ひばりを殺されるよりマシだと考えたはずだ。

　そこに、ヒトを殺した罪ざい悪あく感かんなどない。だって、イヴリーンは魔物を殺してきた。

　浄化と言えば聞こえはいいが、自然に還かえることは存在の消滅であり、死よりむごい。

　ラー・シャイの魔物とて生きている。ヒトと同じように、心を持って。

　あれほど悲痛な音を奏かなでる存在が、生きていないわけがない。

　生きていなければ、傷つくことだってないのだ。

　そんな魔物を殺せるのに、ヒトは殺せないだなんておかしな話だ。イヴリーンにとっては、どちらも同じこと。それが必要なことなら、覚悟さえ決めれば実行できる。

（……わたくしは、心にラー・シャイを飼っている……）

　初めて手にしたモノが喪われるのが怖い。それが、ずっとほしかったモノであるほど。

〈楽師〉としての軸じくはぶれないが、ひとたびその皮を脱ぬげば揺らいでしまう。

　だから、リュクシオルがそばにいてくれたからこそ────イヴリーンは息をつく。

　毒気が抜かれてしまったので、臨りん戦せん態勢を解いて問いかける。

「…………おまえも、〈魔王〉と同じようにひとりがイヤなの？　おまえなら、〈音律の双神教〉の信者が喜んでそばにいてくれるでしょう。そいつらを連れてきなさいよ」

「我に逆らわざるヒトはならず。ぬしがよし」

〈神王〉がふるふると首を振る。

（つまり、わたくしは暇ひまつぶしとして魂だけ連れてこられたということ？）

　注文が多いうえに理り不ふ尽じんだ。呆れていたら、もの悲しげに呟く。

「──────無ぶ聊りようは、神をも殺む」

「そんな感傷に同情すると思ったら大間違いよ。早く賭けの詳細を教えなさい」

「……来たれり」

　ごく自然に受け流した〈神王〉は泉を覗く。翠すい玉ぎよくにも似た、美しい色合いの泉だ。

　イヴリーンもつられて視線を落とし、水面に浮かび上がった人影に声を上げる。

「オリヴィエ！　それにヴァ──殿下と仔犬まで……彼らはどこにいるの？」

　真名を呼びそうになったが、間かん一いつ髪ぱつで言い換える。

　名とは本質を表し、この世に縛る、もっとも短い呪じゆだ。精霊界にいることでより支配を受けやすいため、〈神王〉の前で真名を呼ぶのは避けるべきだろう。

「精霊界。……この焰も興味深し。多くのヒトを動かし、道を繫げき」

「……オリヴィエに手を出したら、そのおきれいな顔を変形して差し上げてよ」

　イヴリーンはにこやかに指の骨を鳴ならす。

（この三人で、よく精霊界に……エトワール様でも協力したのかしら）

　だが、当代エトワールでも別色五色しか光らせられないのにどうやって？

　内心頭をひねったが、映像は進んでいく。その焦しよう点てんはリュクシオルに合っている。具合が悪いのか、土つち気け色いろの肌だ。イヴリーンは水面に手を伸ばしかけてやめた。

「……本当に、趣しゆ味みの悪い男ね」

　今回ばかりは追いかけてくれなくてよかったのだ。

　信じていても、〈楽術ネウマ〉の世界ではどうにもならないことはある。

（……賭けに敗れた時は、あがくのをやめてここに残ろう）

〈神王〉の目的がイヴリーンにあるのなら、そうすればリュクシオルたちは安全なはずだ。道半なかばで諦めることになろうと、誰かが消える姿は二度と見たくない。

　映像の中で子供と話す三人を眺ながめていたら、〈神王〉に腕うでを摑つかまれた。




「──刻限なり」




〈神王〉の一声と共に、イヴリーンの視界が一瞬だけ暗転する。

　気づくと、眼下にはリュクシオルたちがいた。

　三人が察した様子はなく、イヴリーンは声を出そうとするも音にならない。

（そういえば……わたくしを見つける、が賭けだとか言っていたわね）

　今、自分がどんな状態かわからないが、魂を見つけろだなんて勝たせる気がないとしか思えない。驚いている三人を、イヴリーンはハラハラと見つめた。

「ヒトの子らよ、賭けに挑いどむか」

「ああ。……イヴ──シラクは絶対に返してもらう」

　相手が〈神王〉だとわかるだろうに、リュクシオルは怯ひるむことなく宣せん誓せいした。

　黒瑪瑙オニキスの隻せき眼がんは自信に溢れている。彼は本気で勝てると思っているのだ。

「公平を期きすため、我は考えた。……この焰」

〈神王〉が繊せん手しゆをかかげると、複数の火の玉が顕けん現げんした。

　数は九つで、リュクシオルたちを取り巻いて漂っている。

「このいずれかが、我が愛かなしき嬰児の魂。これらより本物を見出せ」

「これが、エルネスティーヌの……？」

「センパイの魂の属性は『火』ですからね！　でも……どれだ？」

　ヴァランタンとロジェが気難しそうにうなる。

　それぞれ色も形も微妙に異なるが──あの中に、イヴリーンの魂はない。

（公平が聞いて呆れてよ。……でも不正があるのなら、勝機はあるわ）

　精霊界はヒトが暮らす外界より、〈楽術ネウマ〉──世界の法則に支配されている空間だ。一度口にした音は力を持つ。それを神自ら違たがえたのであれば致命傷となる。

　イヴリーンをここまで虚こ仮けにしたのだ、相応の報むくいを受けてもらおう。

　くっくく、と邪じや悪あくに笑っていたら、じっと目を注いでいたリュクシオルが顔を上げる。

「〈神王〉、この焰に触れても失格になったりしないか？」

「……問題なし」

　返答を聞くが早いか、リュクシオルは焰を鷲わしづかみにした。

　あそこに本物があったら死にそうだ。肝きもを冷やしていると、他の二人も仰のけ反ぞる。

「オリヴィエッ、このいずれかはエルネスティーヌの魂なのだ！　丁てい重ちように扱えっ」

「今のはボクもビックリした。……アンタ、実はセンパイがキライなの？」

「好きじゃなかったらここまで来ない。……ふむ」

　リュクシオルは一つ一つを手に取って、矯ためつ眇すがめつ確かめる。かと思えば、急に辺りをきょろきょろしはじめる。そして、再び〈神王〉を見上げた。

「……〈神王〉、噓をついているだろう」

「なにゆえ？」

「この中に、イ──シラクの魂はない」

　その声に迷いはなく、うろたえたロジェが彼の制服を引っ張る。

「お、おい」

「根こん拠きよはある。……神王国で、シラクの焰に触れた」

　イヴリーンは目を丸くした。〈神の子フイーリウス〉を殺そうとして力が暴走した時のことか？

「あの時の焰が魂そのものだとしたら、この中にはない。……あいつの焰は、瞳の色に似ている。光の加減で緑にも、赤にも揺らぐ。それに、底から明るいんだ。いくら人を傷つけようとしたって、元気づけるようにあたたかい」

　身動きが取れれば、口くち許もとを覆おおっていただろう。心臓が小鳥のように脈打つ。

　幼い頃、いくら歌が優すぐれていても、誰もが立ち止まってくれるわけではなかった。

　家に帰っても空気みたいに扱われ、金きん子すを稼かせがなければ見向きもされない。

　エルネスティーヌに名を変えた途と端たん、誰もイヴリーンを無視しなくなった。

　その時の、薄れることなくしこりとなっていた劣れつ等とう感かんがほどけていく。

　イヴリーンは善人ではないし、褒められた性格ではないと自覚している。手放しに称賛されるのは見た目だけなのに、リュクシオルは本当に上っ面にこだわっていないのだ。

　繰り返されてきた言葉にようやく実感が伴ともない、イヴリーンの視界がかすむ。

　愛かなしいとは、喪ったら悲しいから愛いとしいと響かせるのだという。

　イヴリーンは長生きできない。それがムジカ石を虹色に輝かせる対価だ。

　だから賭けに負けたら、命を諦めても構わなかった。もちろん不正を指摘することは考えていたが、違う。今はもう、なにも諦めたくない。

（こいつと、生きていきたい）

　リュクシオルは見分けてくれた。あそこにイヴリーンの魂はない、と断言した。

　たとえムジカ石を別色五色に光らせることはできないとしても──リュクシオルがリュクシオルである限り、イヴリーンは負ける気がしない。

　魂から湧わき上がる力を感じていると、リュクシオルの左目に黄おう金ごんの焰が灯ともる。

「〈神王〉、その胸元に挿さしている薔ば薇らをくれないか」

「ほう……よかろう」

〈神王〉がひどく楽しげに応じると、イヴリーンの視野は降下していく。

　リュクシオルに手渡される感覚に、ようやく自分が薔薇に変化していたことを悟さとる。

　間近に迫った黒瑪瑙オニキスの隻眼。黒々ときらめく瞳の中に、青薔薇が映し出されていた。




「──────イヴリーン」




　万感の想いがこめられた囁きは甘い。睦むつ言ごとのように響く真名に、魂が震えた。

　それから柔らかな感かん触しよくを押し当てられると、赤々と燃える光につつみこまれる。

　花びらが舞い、淡あわい金糸がこぼれる様が、黒瑪瑙の鏡に映りこむ。縮こまっていた手足が伸びる奇妙な感覚を味わっていたら、やがて光の霧きりが晴れていく。

　イヴリーンはリュクシオルに抱きしめられていた。
















「オ……リヴィエ……？」

　今度はちゃんと声が出る。

　呼びかければ、リュクシオルは顔を肩口に押しつけたまま、くぐもった低声を漏らす。

「心配、させるな……！」

「……半人前の分際で、わたくしを案じるなどおこがましくてよ」

　憎にくまれ口を叩くと、抗こう議ぎのように腕の力を強めてくる。

　イヴリーンはぎゅうぎゅうに抱きつかれたまま振り返った。

　ロジェは肩をすくめ、ヴァランタンは切なそうに青目を細める。

「……エルネスティーヌ。貴女あなたが傷を負わずにすんだことが、なによりも喜ばしい」

「ええ。殿下、ここまでありがとうございます。……仔犬も」

「無事でよかったんですけど……仔犬ってボクのことです？　センパイの愛あい玩がん犬けんなら喜んで！」

　はにかむロジェが妙みようにかわいらしくて、場違いにもなごんだ。

　そこで、脚あしに衝しよう撃げきが走る。目線を下げてみたら、銀髪の子供が抱きついていた。

　肌が透すけるように白く、愛あい嬌きようの中にもほのかな色香が漂っている。

「……なぁに、この子供？」

「ヒトとは思えぬ、聞きしに勝まさる美しさじゃ！　我輩を抱だっこしておくれ！」

「なんでだよ！」

　ちんまりした手を伸ばし、ぴょんぴょんと跳はねる子供は首根っこを押さえつけられた。

　そのままリュクシオルに引きはがされて暴れているが、こいつは誰だ。

「おまえ、精霊？　いずれにせよ、子供はきらいなの。近づかないでいただける？」

「な、なんと……我輩の愛くるしさが通じぬ者がおるとは……！」

　ひどく傷ついたようによろめいた子供を、群むらがってきた女性たちが抱きしめる。

「やーん、精霊王さまぁ！　ヒトになど余よ所そ見みしないでぇ！」

「あんな醜女しこめ、見る目がないのです！　あたしがおります、飛びこんでいらして！」

「ふかふかじゃ！　我輩、幸せである！」

「ガキ、じゃなくて精霊王も好色だなんて、世界の終わりですね！」

「まぁ精霊王なの？　それより今、わたくしを醜女呼ばわりした精霊は校舎裏ね」

　胸に挟まれて至福に浸ひたる子供もとい精霊王などどうでもいい。

　イヴリーンは笑顔で殴りかかろうとしたが、ヴァランタンに必死に阻止される。仕方なく怒りを静めていたら、リュクシオルが浮いている〈神王〉に指を突きつけた。

「〈神王〉。お前が出した賭けには勝った、シラクを元の体に戻してもらうぞ！」

「構わぬ、約定通り戻す。なれど────そこな男子おのこは置いてゆけ」

「…………………………え、なに言ってんのコイツ？　ボケがはじまったんです？」

　リュクシオルに目を凝こらす〈神王〉に、ロジェが遠慮なく突っこんだ。

　相変わらず自分の進度ペースを崩くずさない神はうきうきとしている。

　とてつもなく嬉うれしそうで、どちらが負けたのかわかったものではない。

「賭けは、我が愛かなしき嬰児とのこと。男子とは別。……よに興味深し。その金色に灼やきつく焰も麗うつくしや。我がそばにて、楽しませておくれ」

「これは……オリヴィエを留めてはいけない賭けではなかった、といった趣しゆ旨しの発言なのか？　……わ、私は今、とてつもなく不ふ敬けいな振る舞いをしそうになっている……」

「なんだその詭き弁べん、ふざけるな！　少しは懲こりろ！」

　がなるリュクシオルに、〈神王〉がじりじりと近づいていく。

　イヴリーンの血管は今にもぶち切れそうだった。

　──よし、ヤろう。歌おうと口を開いたが、聞こえてきた不協和音に意識が逸れる。

　はじけるように周囲を窺えば、虚こ空くうに巨大な黒門が出現していた。

　音を立てて開いた闇の奥から、見覚えのある人影が降り立つ。

　美しい宵よい闇やみを具現化したかのように風貌は端たん整せいだが、どこか不気味だ。

　無む造ぞう作さに伸ばされた髪は闇色。目元は包帯で覆おおわれ、蔓つる薔ば薇らの刺いれ青ずみが青白い頰ほおを伝う。

　啞然と注目される中を、人影はローブの裾すそを引きずり、悠ゆう然ぜんと進み出る。

　からん、と石の首輪が落ち、紫色の唇が動いた。

『もはや、吾あが枷かせは必要なし』

　人影の正体は、〈神王〉の兄神であり〈魔王〉──ザハディオーンだった。

　艶あでやかな低声はこもって聞こえるが、以前と違って不ふ明めい瞭りようではない。

　変化に困惑するイヴリーンに、〈魔王〉は口角を吊つり上げる。

『いずれ再び、我らは相見まみえると申したはずよ。スヴェトリースならば、汝なんじが成人する前に動くと思うていたら──案の定これだ』

「……〈魔王〉、大競演会グラン・コンクールから少し……なにか、雰囲気が変わりまして？」

『枷を捨てただけのこと。……スヴェトリース。己うぬが約定を違えるならば、人の娘むすめにかわり我が相手になろう。今は後おくれを取るつもりはない』

　堂々と、落ち着いた口ぶりだ。漲みなぎる自信は、神としての威い厳げんにも表れている。

〈神王〉は微笑んだまま、〈魔王〉は無表情で対たい峙じしていたところに、チルルと独特なさえずりが響く。聞き慣れた鳴き声に、イヴリーンは振り仰あおいだ。

「いやー、おれはまた魔物化するかと冷や冷やしちゃったよー！」

　けらけらと笑いながら、イヴリーンたちの周りを飛び回っている。

「ひばり？　おまえまで、こんなところでなにをしているの？」

「〈魔王〉に接触してみたんだよー。いざって時、〈神王〉を止められるとしたら〈魔王〉だけかなーって！　おかげで、何度かあの世を見ちゃったね！」

「……ん？　おまえのあの変な気配は、やはり〈魔王〉のものだったということ？」

　眉間に皺しわを刻めば、ひばりは驚いたように静止した。

「……きみ、気づいてたの……？」

「おまえと何年一緒にいると思っているの。変化くらい、気づいてよ」

「おい……イヴリーン、ふざけるなよ……おかしいと思っているなら言えよ！　こいつ、お前を見殺──じゃなくて、とにかく！　この一件に一枚嚙んでいるんだぞ！　僕を信用できないのはいいとしても、今なら傷が浅くすむとか言いやがって」

「だから？」

　質問し返せば、リュクシオルが絶句する。

　静かになったので、イヴリーンは手を伸ばす。ひばりをぎゅっと握りつぶした。

「むぎゅ！　く、苦し……って、え……ん？　へ？」

「おまえがなにをしていたかなんて、わたくしにはどうでもよくてよ」

「さ、さすがセンパイ……ボク、どっと疲れてきました……」

　ひばりをぽいっと解放すると、ロジェは脱力したようだが無視する。

「……おまえがあの陛下のことでさえ、認めてはいても信用していないことを、わたくしが知らないと思っていて？　ヒト嫌いは精霊病の一種なのだから、別にどうってことないわ。精霊と関わるということは、そういうことだと承しよう知ちの上よ。おまえなんて脳みそが小さいのだから、なにも考えずぴーちくぱーちくさえずっていればよろしいの」

「──────ホント、バカな子だなぁきみ」

　ほう、とひばりは息をついた。

「おれ、またきみを合法的に死なせる手伝いをするかもよ？」

「わたくしはそうやすやすと殺されるつもりはなくてよ。何度だって不死鳥のように蘇よみがえって、おまえを焼き鳥にして差し上げるわ」

　イヴリーンは三つ編みを払い、両の掌てのひらを差し出す。

　ひばりが乗ると、そのまま口許に寄せ、声量を落とした。

「……いつ死んでもよかったけれど、わたくし、少しだけあがいてみることにしたわ」

「…………うん、見てたよ。だから、〈魔王〉を喚よんだんだ」

　すり、と頰にこすりつけられる羽の感触に目を閉じる。

「ホントはさ、精霊界に来るつもりなかったんだ。でもきみの馬に別れを教えてあげたら、怒り狂っておれを銜くわえて通り道に放りこむんだもんなー！　だれかに似て凶暴だね！」

「あら、どなたのことかしら。帰ったら褒美をあげなくてはね」

　すっとぼけると、ひばりに額をつつかれた。いつか蒸むし焼きにしてやる。

「もうだいじょうぶみたいだけど、さ。でも、もしいつか裏切られて────」

「ひばり？」

「きみが絶望した時は、しょうがないから付き合ってあげてもいいよー。仕方なくね！」

　ひばりの眼差しから伝わる想いは、小バカにした調子とは裏腹に優しい。

　イヴリーンは小さく笑って、一触即発状態の双神に目を向ける。

「兄きよう弟だいゲンカはあとにしていただけて？　わたくしたちを外界に戻しなさい」

『嗚あ呼あ、汝には時限が迫っている。疾とく送ろう』

　話がわかるのが〈魔王〉の方だなんて、誰も信じない冗句ジヨークみたいな現実だ。

（〈魔王〉と冠かんされた存在でも変われたのなら、ラー・シャイも……）

　本当は、魔物もどうにかしたいと考えていた。魔物を封ふう印いんすることなく、共存できる道はないものかと。存在するだけで恐れられるのだから無茶な考えかもしれない。

（〈楽師カンタンテ〉がずっと存在し続けられる保証もないのよね）

〈神王〉がこんな性分なのだ、いつ力を消滅させようと目もく論ろんでもおかしくはない。

　反対に、魔物はこの世に虚きよ無むがある限り生まれ続けるだろう。

　ならば、共存の模も索さくが未来に繫がる最善の一手に違いない。挑いどむ価値のある難題だ。今日のような平和を絶えさせたくないと思えるようになった、自分自身のためにも。

〈魔王〉が開口し、地の底を這はうように歌いはじめた。

　哀あい愁しゆうと愛あい執しゆうに満ちた音階は前と同じだが、かつてはなかったぬくもりを感じられる。

　イヴリーンの意識が曖昧になっていく片かた隅すみで、〈神王〉はのんきにのたまう。

「…………我が愛かなしき嬰児らよ、再び戯れむぞ」

「〈魔王〉と遊んでろっ！」

　異い口く同どう音おんに叫さけんだのを最後に、イヴリーンの世界は反転した。






















　意識がはっきりしたら、文化祭から二日が経っていた。なんだか化ばかされた気分だ。

　その時、精霊界に行く手助けをしたのはエトワールではなく〈神の子フイーリウス〉だと知った。

　意外な名前に、まだ居い座すわっていたナゼールを呼びつけ、鏡越しに礼を言ったが……

（顔が真まっ赤かだったけれど、怒おこっていたのかしら？　通信もすぐ切られたし）

　義理は果たしたのでどうでもいいとして。この一週間、イヴリーンは大事を取って医務室にいるが、頻ひん繁ぱんに訪れる見舞い客には少々うんざりしている。

　贅ぜい沢たくな悩みだが、今日も料理本を読んでいたら、また扉の開閉音が聞こえてきた。

　視線を移すと、ヴァランタンが現れた。今日はきっちり鎧よろいをまとっており、一礼される。

「剣術を一通り教え、貴女も快復に向かっているので、私は王宮に帰き還かんすることにした」

「まぁそうですの。ろくにおもてなしできず、申し訳ございませんでしたわ」

「気にすることはない、私は貴女と逢あえただけで充分だ」

　雪ゆき解どけが訪れた微笑に彼の兄を思い出し、「似てない兄弟だわ……」としみじみする。

「……本日訪れたのは貴女に挨あい拶さつするためと──訊きたいことがあったのだ」

「訊きたいこと、ですの？」

「そうだ。……貴女は今、幸せか？」

　想定外の質問を訝しんだが、ヴァランタン本人はいたって真面目だ。

「わたくし、そんなかわいそうな子供に見えていまして？」

「いいや、見えない。だが訊かなければ、私は踏んぎりがつきそうにない」

「……この十七年、いろいろなことがありましたわ。でも不思議とこれまで、自分が不幸だと思ったことはありませんのよ。……今は少しだけ、自分がきらいではありませんし」

　踏んぎりがなにかはわからなかったが、正直に答えた。

　ヴァランタンはしばし瞑めい目もくしてから、小さく笑みをこぼす。

「そうか。もう一つ、よろしいだろうか？」

「構いませんけれど……今日はいかがしまして？　なにかありましたの？」

「先ほどオリヴィエに勝負を挑まれた」

「あら。……その、オリヴィエの腰は……」

「庇かばう様子はなくなっていたので安心してほしい。貴女に似て、負けず嫌いなのだな。結果は引き分けだったが、私も心が定まった。……エルネスティーヌ」

　改まった呼びかけに、イヴリーンは背筋を伸ばす。

　耳をかたむけると、掛かけ布ふの上に投げ出していた手を握られる。

「私は──貴女を愛している。だから、貴女が貴女のまま、生き生きと笑っていられることを祈っている。どうか幸せでいてほしい、貴女を愛する者たちのためにも」

「まあ……わたくしも、あなたがきらいではありませんわ。今こん生じようの別れでもあるまいし、畏かしこまらなくて大丈夫ですのよ？　両陛下によろしくお伝えくださいませ」

　にっこりと笑いかけたら、ヴァランタンの表情にやるせなさが滲にじんだ。

「……やはり、私ではダメなようだ」

　どういう意味だろう？　首をかしげたが、彼はお辞じ儀ぎだけして立ち去ってしまう。

　カーテンの向こうに消えていった広い背中の残像が、しばらく消えなかった。
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　文化祭の一件以降は何事もなく、ひばりも大人しい。平へい穏おん無事な毎日だ。

　強しいて変わったことといえば、リュクシオルの左目とイヴリーンの力だろう。

　精せい霊れい界かいから戻ってきてからというもの、リュクシオルの左目は隠かくれた精霊や妖よう精せいを映うつすので、自分で制御できるまで眼帯をしようか検討中だという。

　イヴリーンも魂たましいだけ神しん域いきに滞たい在ざいしていた影響で、五色の壁は乗り越えられた。今では調子のいい悪いにかかわらず、いつでも五大元素を引き出せる。

　もう〈歌姫デイーヴア〉の承しよう認にん試験も受けられるが、それではなんのために楽がく院いんに残ることを選んだのかわからない。イヴリーンはこのまま普通の楽がく生せいとして卒業するつもりだ。

　旅に必要な馬はすでに入手ずみなので、就職に関しては気楽なものだった。




　そして、本日は霜月フリメール十七日──決戦の日である。

〈神しん王おう〉とのいざこざから全快したイヴリーンを、再び死地に追いこむ一日がはじまった。あれからいくら特訓しても、味だけ向上しないのだ。

　放課後よたよたと調理室に向かっていたら、ミレイユが爆走してくる。

　つい先日、彼女は〈宮廷楽師カンタンテ・ド・クール〉の合格通知を受け取った。大家族なので仕送りするために目指した道だそうだが、夢を叶かなえられそうだと小こ躍おどりしては壁に激突していた。

　そのミレイユは呼吸を荒らげたまま微笑ほほえむ。

「シ、シラク、さん！　今日もコ、コッコーヴァンの特訓をする、の？」

「そのつもりよ。……ね、ねえ、マルソー」

　きょとんとして待たれるも、イヴリーンはなかなか口に出せない。

　けれど、ミレイユならからかってこないはずだ。制服の胸元を摑つかみ、一息で言う。

「た、たとえ話で、別にわたくしとはまったく関係ないのだけれど！　おまえが料理をするとしたら、な、なにか心がけていることはあるのかしら？」

「こ、心がけ？　ん、と……あ！　あ、あたしのお母さんが言ってたことなんだけど、りょ、料理する時はね、食べてくれる人の顔をそ、想像するんだって。それ、それでね、『おいしくなーれ』って唱となえて、隠し味をちょっとだけ入れるの」

「か、隠し味……!?　そ、それは特定のものでして!?」

　イヴリーンが勢いよく身を乗り出すと、ミレイユが「ひえっ」と腰こしを引く。

「え、えっと、その、愛情をね、たっぷりこめるの！」

「あ、あ、あ、あ、あいじょう……!?」

「そう！　そ、そしたらね、普通の二倍も、三倍も、お、おいしくなる、んだって！　あ、あたしのお母さん料理すっごく上手、なんだ！　だからホントだとお、思うの！」

　聞き慣なれない言葉に冷や汗が出てくる。

　一生懸命答えてくれたミレイユには悪いが無理そうだ、と思った時だ。

「……あ、あのね、シ、シラクさん。も、もし、すっごくおいしいのを作ろうって、思っているなら、おいしくなくたって、だ、大丈夫だよ？」

「え？」

「シラクさんが、がんばってきたの、あたし知ってるよ！　あた、あたし、うじうじしてて、も、物覚えも悪くてノロマな亀かめだから……だ、だからね、シラクさんが自分を磨みがこうってがんばってるの、いつもすごいなって、カッコイイなって思ってるの」

　たどたどしいが本心だと伝わってくる。ミレイユは頰ほおを赤らめてうつむいた。

「その、そのままのシラクさんでいいんだ、よ！　それに、好きな人が作った料理って、おいしくても、おいしくなくても、と、特別なんだから！」

　思いもよらない言葉に、イヴリーンは目を丸くする。

（好きな人が作った料理は、特別……）

　それから、隠し味は愛情。足りなかったものが、おぼろげに摑めた気分だ。

「そ、それとね、も、もし余ったら、シラクさんのコッコーヴァン、食べたい、な」

　もじもじしているミレイユの頭を撫なでてから身を翻ひるがえす。

　覚かく悟ごは決まった。ここまで言われて逃にげ出すなど、イヴリーンではない。




「ぶっつけ本番、上等よ。日ごろの特訓の成果、見せつけてやるわ！」

　調理室にやって来たイヴリーンは必要な材料を並べ、料理本を開いた。

　玉たま葱ねぎや人にん参じんといった野菜や茸きのこを切ってから、オリヴィエ産の赤あか葡ワ萄イ酒ンで、三日前から漬つけこんでいた鶏とり肉にくを取り出す。それに小麦粉をまぶし、鍋なべでこんがり焼いていく。

　いい匂においがしてきたところで、鶏肉をいったん取り除のぞいてしまう。続いて豚肉の塩漬けベーコンやニンニク、野菜を投入すると、鶏肉の旨うまみを絡からめて、じっくりと炒いためる。

　これで下準備は完了だ。鍋に残りの赤葡萄酒をすべて注そそぎ、鶏肉を戻し、すり潰つぶしたトマトに月桂樹ローリエの葉も追加して、あとは弱火で煮に込こむだけ。

　いつもはここで蓋ふたを閉めるのだが、目をつぶり、一度だけ木ベラでかき混ぜる。

　瞼まぶたの裏に浮かぶのは、やはり黒瑪瑙オニキスの隻せき眼がんだった。

　あの熱量を思い出すと、イヴリーンの動どう悸きが速まっていく。

　音おん痴ちを矯きよう正せいしていた時のように、必死になって特訓していた理由は一つだ。

　気づかなくていい。自己満足にすぎなくても、イヴリーンだけが知っていればよかった。




　イヴリーンは鍋と手て提さげ籠かごを片手に、楽がく内ないをうろうろしていた。

　事前に約束などしたら怪あやしまれるので、行きそうなところを覗のぞいてみる。

　実技棟を歩いていたら、手て拭ぬぐいで汗をぬぐっているリュクシオルと遭そう遇ぐうした。

　どうやら剣術の鍛たん錬れんの帰りのようだが、これぞ飛んで火にいる夏の虫である。

「イヴリーン！　それ、鍋か？　なんでこんなところでそんなものを」

「王宮から届いたの。量が多いから、おまえも付き合いなさい」

「王宮……ということは殿でん下かたちから？　夕食の時刻だから構わないが」

　了承を得られたので、空あき教室に移動した。

　机に鍋と手提げ籠を置いてから、深皿などを取り出して準備する。

　その様子を見守っていたリュクシオルがぽつりとこぼす。

「……やけに用意がいいな」

「生いけ贄にえ……間違えてよ。毒見役を探していただけであって、深い意味はないわ」

「まったく訂てい正せいになってないからな」

　聞き流して作業を進めると、彼はいきなりそわそわしだした。

「その、もしかして今日がなんの日か知っているのか？」

「……なんのこと？」

　イヴリーンがこれみよがしに顔をしかめると、「いや」と肩を落とした。

「言っていないから当然か。……今日は僕の誕たん生じよう日びなんだ」

「あら、そうなの。めでたくもないから、おまえの誕生など祝いわわなくてよ」

「今日くらい素す直なおになっても罰ばちは当たらないと思わないか？　ひねくれているのはいつものことだが……そういえば、イヴリーンの誕生日はまだ先だったよな。雪月じゆうにがつの──」

「なにを言っていて？　わたくしはすでに十七歳よ」

「はっ!?」

　隻眼がこれでもかと開かれていた。

　信じられない！　と物語る目顔に、「ああ」とイヴリーンは思い至いたる。

「雪月ニヴオーズは確かにエルネスティーヌの生誕祭があったけれど、あれは王宮に引き取られた日というだけよ。わたくしの誕生月は花し月がつだもの」

「噓うそだろう……」

　一いつ瞬しゆん愕がく然ぜんとしたようだが、リュクシオルは急せきこんで訊きいてきた。

「というか、誕生月？　日にちはいつなんだ？」

「知らないわ。精霊が言うには十二日が有力だというけれど、どうなのかしら。精霊がわたくしに気づくまで放置されていたし、親とそんな話はしたことないもの」

　リュクシオルはますます呆あつ気けに取られている。

「月だけわかればいいじゃない。歳としを数えるのに不便はないからどうでもいいことね」

「僕は、どうでも、よくない！」

　まなじりを決し、声を張り上げた。その反応に、イヴリーンはびくっとする。

「好きな女が生まれた日を、祝いたくない人間がどこにいるんだ」

「そ、それは……でも、わたくしのは別に……」

　王宮時代でも引き取られた日に祝われていた。それはイヴリーンが誕生日を教えなかったせいなのだが、今さら知りたいと言う人間が現れるだなんて。

　イヴリーンがしどろもどろになっていたら、リュクシオルは悄しよう然ぜんとした。

「いや、そうだな。お前は悪くない、僕が勘かん違ちがいしていただけだ。……そんな事情もあるとは考えてみたこともなかった。来年は必ず祝う、だから──」

「な、なに？」

「来年も、一緒にいたい」

　真剣な面おも差ざしで告げられ、体が火ほ照てってくる。

　深皿を取り上げられ、手を握にぎられるも、その甲にひばりが器用に着地した。

　全身の毛を膨ふくらませる精霊は神しん出しゆつ鬼き没ぼつだ。けたけたと邪じや悪あくに笑う。

「来年も再来年も、ずっとずーっとその先も、おれがいるよー！　やったね！」

「よくない！　このクソ精霊、また邪じや魔ましたな！」

「邪魔じゃないよー？　ちょうどいいところに止まり木が現れたから仕方ないよねぇ」

　ひばりに遊ばれているリュクシオルから、イヴリーンは慌あわてて距きよ離りを置く。

（来年、か）

　どうせ旅先についてくるのだろうし、なんとなく来年が待ち遠しくなってきた。

　イヴリーンはまだ熱い頰をさすってから、料理を盛った深皿を渡す。

　自分の分も取り分けてみたものの、喉のどを通る気はしない。

（だ、大丈夫。過去最高傑けつ作さくだし！）

　でも、これまでの失敗作によって味覚が破は壊かいされていたら……心配になってきた。

　すっかり冷静さを失っていたが、リュクシオルの声にぴんと姿勢を正す。

「コッコーヴァンだな。僕の好物だ……って、ああ。これは前にも言ったか」

「そうだったかしら？　わたくしの記憶になくてよ」

　もちろん、神王国でのやり取りは忘れていない。

　イヴリーンはしらばっくれつつ、細心の注意を払って観察する。

　肉叉フオークに突き刺さった鶏肉が、リュクシオルの口に飲みこまれていく。

　もぐもぐと頰が動き、喉のど仏ぼとけが上下すると、彼の表情が明るくなった。

「葡萄酒はオリヴィエ産か？　……美味しいな、久しぶりに食べた」

　──美味しいな。

　嚙かみしめるように漏もらされた感想に、快かい哉さいを叫さけびたくなる。

　その、たった一言が聴きたかったのだ。耳に残る響ひびきに、これまでの苦労が報むくわれた気がした。ホッとすると、リュクシオルが首をかしげた。

「……イヴリーンは食べないのか？　美味しいぞ？」

「もちろん食べるわ、おまえに言われるまでもなくてよ」

「……うずうず、でもおれは賢かしこい精霊さまだからなにも言わないよ！」

　横から料理を啄ついばむひばりと一緒に平たいらげて、食べ終えた食器を片づける。

　もう目的は達成したので、こんな空間とはとっととおさらばだ。

　寄宿舎までの帰り道、今度は食堂帰りのミレイユたちとかち合った。

　リュクシオルが持つ鍋に気づくと、ミレイユはとび色の目をきらきらさせる。

「シ、シラクさん、コッコーヴァンがま、まだ残ってるならもらってもいい、かな？」

「え、なに？　もしかしてあれからずっとコッコーヴァンの特訓してたわけ？」

　目を丸くしたザザの発言に、リュクシオルがイヴリーンを凝ぎよう視ししてくる。

　イヴリーンは咄とつ嗟さのことで反応できず、口を塞ふさぐこともできなかった。

（こいつら全員燃やせば、証しよう拠こはなくなるわよね……）

　不ふ穏おんな考えに取りつかれていたが、ミレイユがあわあわと口くち許もとを押さえる。

　今さら口を閉ざしても遅おそいし、親指を立てたザザとコレットは絶対に許ゆるさない。

　そこで、この空気を打ち破る勇者が呆ぼう然ぜんと自問自答する。

「特訓……？　王宮からじゃ……つまり、イヴリーンがコッコーヴァンを……いつから……いや、あ……ま、まさか……霧月ブリユメールから調理室にこもっていたのは……？　僕の好物が……誕生日……なんで……『オリヴィエ立ち入り禁止』の意味は……これ……？」

「あー、それお坊ぼつちゃんの気のせ──むぎゅ！」

「精霊さんは私たちと一緒に帰りましょうね～。鍋はもらっていくわぁ」

　ひばりはコレットに鷲わしづかみにされ、ミレイユはザザに引きずられて退場した。

　自失していたイヴリーンも遅おくれて逃げ出そうとしたが、勇者の方が早かった。

　腕うでを取られ、勇者──リュクシオルと無理やり向き合わされる。

「……これは……僕のために作ってくれたのか……？　僕が前に好物だと言ったから？」

「違う！　違う！」

　懸けん命めいに首を振り、ぎゅっと瞼に力を入れる。

　今まで特定の誰かを祝いたいとも、祝ってほしいとも考えたことはなかった。

　なのに、先ほど『来年』の約束に胸が躍った。誰かに祝われるということは、その瞬間を独占できるということだ。また逆もしかりである。

　こんな風に思える日が来ることを、十一年前のイヴリーンは想像できただろうか。

「イヴリーン、お願いだ。……目を開けてくれ」

「……イヤ、イヤ、絶対にイヤ。死んでもイヤ。おまえの息の根が止まったら開ける」

「お前の目が見たい」

　あたたかな感かん触しよくが頰をつつみ、耳元に囁ささやきが落とされる。

　イヴリーンがつい目を開けてしまうと、リュクシオルが覗きこんでいた。

　その隻眼は潤うるんでいて、長い睫まつ毛げについたしずくに瞠どう目もくする。

「オリヴィエ……まさか、泣いているの？」

「泣いてない」

「だって」

「……お前に、祝われなくてもいいと思っていた」

　声が震ふるえている。指の腹でイヴリーンの目元をなぞると、黒瑪瑙オニキスを眇すがめた。

「だから、僕も改まって誕生日を教えなかった。その分、僕がお前を祝えばいいと思っていたんだ。……こんなの、卑ひ怯きようだろう。なんてヤツだ、お前……！」

「こ、これは卒業後に備そなえた自じ炊すい訓くん練れんの一いつ環かんで」

「もう、なんでもいい。……愛している、イヴリーン」

　なにが、と口にしようとした音は食べられた。思わずこぼした吐と息いきさえ逃のがさないとばかりに唇くちびるをこじ開けられ、甘い吐息が吹きこまれる。

　唇が火傷やけどしそうに熱い。リュクシオルの腕に爪つめを立てて、なんとか踏ふみとどまっていたが、イヴリーンは息苦しさに仰のけ反ぞってしまう。

　ひと気のない、奇き妙みように静まり返った廊ろう下かには息いき遣づかいしか聞こえない。

　突然ラッパが祝福のように吹き鳴らされる。さらに遙はるか頭ず上じようから二対の視線を感じた。

『──汝なんじに祝福あれ』

　──え？　通り過ぎた風の囁きに、理性がわずかに戻ってくる。

　花びらまで降ってきて、イヴリーンは渾こん身しんの力で胸板を突っぱねた。

　こいつ、誰が通るかもわからない廊下で、信じられない！

　口許を押さえて震えていれば、別の意味で勇者になった男は開き直る。

「僕は謝あやまらない。したいからした」

「こ、の……場所を弁わきまえろと言っているのよ、ドすかた──────────ん！」

「ぐはっ」

　リュクシオルの左頰を引っぱたき、返す力で右頰にも痕あとを残す。

　華か麗れいに吹っ飛んだ体をついでに踏みつけて、イヴリーンは今度こそ遁とん走そうする。

「恥はじ知しらずの女たらし！　来年は覚えておくがよろしいわ、冥めい府ふめぐりをさせてやるっ」

「来年も祝うってことか、楽しみにしている」

「違うッ、冥府に落ちろ！」

　早々と復活したリュクシオルの補足に突っこんでから、廊下を逆走した。

　すでに息は上がっていたが、走りながら嚙みしめる。

（喜んで、くれた……）

　努力は必ずしも報われるとは限らない。けれど、どこかで実を結ぶのは確かだ。

　恥はずかしくてしばらく人前を歩きたくないし、リュクシオルはもっと叩たたきのめすべきだったと後こう悔かいしている。でも、一緒にいれば退たい屈くつはしないだろう。

　卒業後の景色に想いを馳はせれば、鼻の奥がつんとする。

　──予期した未来は明るい。なにが起きても、もう焰ほのおが揺ゆらぐことはない。
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　ここは王宮にある控ひかえ室しつ。イヴリーンは鏡台の前に座って悦えつに浸ひたっていた。

「ふふ……今日のわたくしも世界一美しいわ……」

　艶つややかな黒髪は編あみこんでシニョンを作り、その上にかぶった花はな模も様ようが透すけるヴェールは背中を流れ、雫しずく型がたのムジカ石が揺ゆれるラリエットが額ひたいを彩いろどっている。

　鏡に映うつし出される年相応になった容よう貌ぼうは、装よそおいと相まって神秘的ですらあった。

　そして首から下げた、白鳥と菖蒲イリスの紋もん章しよう。裏面に二つ名が刻きざまれたそれは、イリス王国の〈楽師カンタンテ〉だという証あかしだ。胸元で誇ほこらしげに輝く銀色をひと撫なでする。

　──イヴリーンが聖せいフィデール楽がく院いんを卒業してから三年の歳さい月げつが流れた。

　卒業の段階で五大元素を安定して操あやつれるようになっていたが、全盛期には遠く及およばない。なのであの気難しい馬を引き連れ、旅芸人となって研けん鑽さんを積むことを優先させた。

　その間もヒトだけでなく、神や精せい霊れい絡がらみの事件に巻きこまれたおかげか、イヴリーンは再び別色六色を開花させるに至いたった。虹にじ色いろの力もそう遠くない日に取り戻せるだろう。

　歌──音に終わりはない。

　進化する音に応こたえるため、イヴリーンも己おのれを磨みがき続けるつもりだ。

　その時だ。扉とびらを叩たたく音に遅れて、キレのいい低声が聞こえてくる。

「──センパイ、入ってもいいですか？」

「どうぞ」

　端たん的てきに入室を促うながすと、〈宮廷楽師カンタンテ・ド・クール〉の制服を着こんだ青年──ロジェが現れた。

　ロジェはトゥルペ人なので、本来はイリス王国の〈宮廷楽師〉にはなれない。

　けれど、楽院に入にゆう楽がくした際、すでに〈楽師〉として目覚めていたので、イリス王国に尽つくす条件と引き換えに永住権を獲かく得とくしたそうだ。

　当人曰いわく「トゥルペ王国に恩おんも義理もないので望むところでした！」らしい。最近、弟きよう妹だいを平和なイリス王国に呼び寄せるという目標も達成したとのことだ。

　彼は襟えり足あしの短いストロベリーブロンドをかき上げると、切れ長の天藍石ラピス・ラズリの目をきらめかせて笑う。相変わらず仔こ犬いぬのような人ひと懐なつっこい笑顔だ。

「センパイ！　一足早いけど、二重の意味でおめでとうございます！」

「……ええ、ありがとう」

「誕生日にプティ・エトワールの叙じよ任にん式しきだなんていいですね！　センパイのキレイさにはかすむけど、衣装もステキです。もうメガネはかけないんですか？」

「わたくしが美しいのは改めて言うまでもない、当たり前のことよ。眼鏡は邪じや魔まだからかけるのはやめたの、どうせ『エルネスティーヌ』とは思われないことだしね」

　そう。ロジェの言う通り、今日はイヴリーンのプティ・エトワール叙任式だ。

　当代エトワールはとっとと隠いん居きよを決めこみたいらしいが、段階を踏ふまなければ反発は必至である。圧あつ倒とう的てきな才気を誇ほこった『エルネスティーヌ』でもない限り不可能だろう。

　かつて段階を踏んでいたのは、成人した際にソンジャンテの戴たい冠かんと婚礼と叙任式を同時に行なうという演出のためと、なにより年ねん齢れいの問題が大きかったせいである。

　その『エルネスティーヌ』とイヴリーンは同一人物だが、面おも白しろいほど誰も「もしかして？」なんて疑ぎ惑わくを持たない。腹黒貴族に「口を開けば棘とげしかない薔ば薇ら」と評された『エルネスティーヌ』でも、さらに三匹の大きな化け猫をかぶっていたのだから当然だ。

（ああ、素顔のまま振る舞えるってなんて清すが々すがしいことなのかしら！）

　プティ・エトワールに返り咲いたら、二度と偶ぐう像ぞうになんかなるものかと決めていた。

　演出なしでも神こう々ごうしいイヴリーンだが、偶像は『エルネスティーヌ』だけで充分だ。

　今のイヴリーンは解放感に溢あふれている。

　気分もよかったのに、ロジェが手にしている白い封ふう筒とうに気づいて長息した。

「ロジェ、また届いていたの？」

「はい！　ファイト・フォン・イェルザレム名義で届きました！」

「……〈神の子フイーリウス〉も暇ひま人じんね」

　どんな書物にも何代目としか記しるされないため、今では覚えている者も少ないが、ファイト・フォン・イェルザレムとは〈神の子〉の真ま名なだ。

　何度目のまたなのか数えるのも億おつ劫くうになるほど、イヴリーンのプティ・エトワール就しゆう任にんが決まってから手紙が届くようになった。しかもロジェの枕まくら元もとに置いて、手紙を届けなければ不幸に見舞わせるという横おう暴ぼうさ。ロジェもいい迷めい惑わくだろう。

　イヴリーンは受け取った手紙の封を切り、目を通す。

「野菜だけでなく肉も食せ、とか大きなお世話すぎるわ」

「……あー、まだ千せん里り眼がんで覗のぞき見み──じゃなくて監かん視ししてるんですか。センパイ、よく訴うつたえませんね！　ボクなら即そつ行こうで地ち下か牢ろうにぶちこんでます」

「異分子の監視なのでしょう？　わたくしはやましいことをしていないから気がすむだけやればよろしいわ。まあ、なぜ手紙が届くようになったのかは理解できないけれど」

　鼻先に皺しわを寄せて、手紙と睨にらめっこしていれば、ロジェは乾かわいた笑い声を上げた。

「というか瘦やせすぎて骸がい骨こつ体型だの、もっと肥こえて牛になれ、とか〈神の子〉になんの関係があるの？　文面もやたら長ったらしくて回りくどく嫌いや味みったらしいし、面倒くさくてよ。わたくしは一度も返事していないのに、微び妙みように文通みたいな内容になっているし」

「……センパイの健康を気き遣づかってるんじゃないかなー、たぶん。きっと。おそらく」

「わたくしが目め障ざわりだという〈神の子フイーリウス〉が？　好意的に捉とらえすぎというものよ」

「う、うーん。ま、〈神の子〉なんてどーでもいいですよね！」

　爽さわやかにまとめたロジェに頷うなずいてみせる。

　そこで、イヴリーンは閉ざされたままの扉を注ちゆう視しした。

「ロジェ、今日はマルソーと一緒ではないの？」

「へ……」

「おまえとマルソー、同じ部署に配属されてから二人一組ツーマンセルを組んでいるのでしょう。いい組み合わせだと聞いていてよ」

　同じ『水』の〈楽師カンタンテ〉なので、ミレイユとロジェが組むのは不思議ではない。

　目をぱちくりさせていたロジェは頰ほおを赤らめる。

「セ、センパイ、アイツが相棒みたいに言わないでください！　アイツとは仕事上だけの関係で！　だからそれで、どんくさいから面倒を見てるってだけです！」

「わたくし、別に私生活でも関係があるとは言っていないのだけれど」

　過か剰じよう反応に引き気味で返せば、彼は唇くちびるを震ふるわせて、涙目で睨んできた。

　怖いどころか、イヴリーンはなんとなくほんわかする。

「ホントのホントに、なんでもないんです！　そもそもアイツが関心があるのはセンパイとオリヴィエだ、け──って違ちがう！　センパイに誤ご解かいされるのが一番イヤなんです！」

「そうなの、いつの間にか交流を深めていたのね」

「……ぐぐ……」

　そんな歯は軋ぎしりを、叩音ノツクがかき消す。しかし、返事をする前に扉は開いた。

「もうすぐ時間になるぞ、支し度たくはできているか？　……なんだ、ロジェもいたのか」

「オリヴィエ！　わたくしが着替えていたらどうするつもりだったの！」

「別にどうもしない」

　こ、この野や郎ろう！　イヴリーンは怒りに打ち震えた。

　悪びれもしない不届き者──リュクシオル・ド・オリヴィエも畏かしこまった装いだ。

　旅芸人時代でも行動を共にしていた彼は、プティ・エトワール付きの〈詩人バルド〉に就任する。イヴリーンの希望もあったが、リュクシオルはラー・シャイの魔ま物ものが生まれるひずみを見つけ出す左目を持つ。その実力も鑑かんがみれば当然の人選だろう。

　イヴリーンが『エルネスティーヌ』かと怪あやしまれないのは〈詩人〉の存在もある。

「ロジェはここにいていいのか？」

「……どーゆー意味」

「マルソーが叙任式で披ひ露ろうする予定だった雪の結晶を──」

「あ、あの間抜け、またやってんのか！」

「い、いやぁああああああああああっ吹ふ雪ぶかないでぇええ！　あた、あたしが凍こおらせたいのはオリオリヴィエくんだけなのにぃいいいいっ！」

　開けっ放しの扉の向こうから、けたたましい悲鳴が遠ざかっていく。

　今の声は間違いなくミレイユだ。ロジェもそう思ったのか凶悪な形ぎよう相そうになった。

「……センパイ、ごめんなさい。失礼します！」

　険けわしかったのは一いつ瞬しゆんだけで、彼は慌あわただしく控え室を飛び出す。

（マルソーは末っ子気質で、ロジェは長男気質だから気が合うのかしらね）

　そんなことを分ぶん析せきしていたが、高らかに響ひびかせて近づいてくる靴くつ音おとに我われに返った。

　目線を上げると、リュクシオルの黒瑪瑙オニキスの隻せき眼がんにぶつかる。

　かつて見下ろしていた顔も、今では頭一つ分以上の差がついた。数カ月後には二は十た歳ちでも性格は変わっていないのに、見た目だけ年々立派になっていくのだから詐さ欺ぎだ。

　イヴリーンはこれみよがしに顔をしかめる。

「……おまえと話していると、わたくしは首筋を痛めてしまいそうだわ。縮ちぢめ」

「さんざん僕をチビとバカにしたお前を見下ろすのはいい気分だ」

　そう言って、機き嫌げんのいい猫のように喉のどを鳴らす。イヴリーンはどきりとした。

　見下ろされることにはイヤでも慣なれたが、この他意のない笑顔にはいつまで経たっても慣れる気配がない。〈楽師カンタンテ〉の証を握りしめると、ドキドキも静まっていく。

　ふぅと息をついて、イヴリーンは腰こしを上げた。式も目前だ。

「今回の披ひ露ろ目めはバルコニーではなく、庭園の大広場に直接出てよろしいのよね」

「ああ。お前の歌と僕の〈楽術ネウマ〉を伴ばん奏そうに、そのまま舞ぶ踏とう場じようで踊るまでが叙任式らしいからな。屋外の儀ぎ式しきだから今日は晴れてよかった、〈楽術〉で天候を操るのは避さけたい」

「延期すればいいだけじゃない」

「お前の誕たん生じよう日びにやることに意味があるんだ。……二十歳の誕生日、おめでとう」

　よく通る、心地ここちいい低声が耳じ朶だを打つ。

　先ほどロジェにも手た向むけられた言葉のはずなのに、どうしてだろう。

　リュクシオルに言われただけで、これほど心が震えるだなんて。

「……正確な日にちか確証もないのに、めでたくもクソもなくてよ」

「それでも、今日が可能性としては有力なんだろう？　なら、それだけで充分だ。……今日がなければ、この瞬間を迎むかえることはなく、イヴリーンにも出で逢あえなかった。こんな生きがいを見つけられたのはお前がいたからだ」

「オ、リヴィエ」

「だから、お前は僕の魂に等ひとしい。……僕は今日に感謝している」

　イヴリーンが目を見開くと、リュクシオルが軽い調子で笑った。

「儀式のあとに聴いてほしいことがあるんだが──まあ、あとはその時に話すとする」

「…………そ、う」

　ぎこちなく頷きながら、二人は控え室を出た。廊ろう下かにはひと気がない。遠くが騒さわがしいので、ミレイユが引き起こした騒そう動どうをおさめているのかもしれない。

　そのせいか静まり返って、お役目用の薄うす絹ぎぬの裾すそを引きずる音だけが響く。

　示し合わせたわけではないのに、イヴリーンもリュクシオルも言葉を交わさなかった。

　黙もく々もくと大玄関へと続く鏡の間に向かっていたが、イヴリーンは足を止める。

　周囲に人の目はないか確認していると、気づいたリュクシオルが振り向く。

「……イヴリーン？」

　不思議そうに首をかしげるリュクシオルを見つめる。

（……言えるとしたら、今日だけだわ）

　ずっと言いたいことがあった。言葉どころか態度にも素す直なおに出せなかったことが。

　イヴリーンは意を決して、リュクシオルの眼前までゆっくりと歩みを進める。

「わたくしは一度しか言わないから、その都合よく遠い耳をかっぽじってお聴きなさい」

「は？　なに、うおっ!?」

　イヴリーンはリュクシオルの襟ぐりを摑つかみ、引き寄せる。

　間近まで迫せまった顔は実に間抜けだったが、ああ。それさえもなんて────

「国民のための〈楽師カンタンテ〉になると決めたけれど、今日だけはだれかのためだけに歌っても赦ゆるされると思わなくて？　──リュクシオル」

「おま」

　引き寄せても足らない分を、つま先立ちで補おぎなう。

　イヴリーンは黒瑪瑙オニキスを見つめたまま、リュクシオルに嚙かみつくように唇を押しつける。
















　数秒にも満たない触れ合いに、胸の奥から愛いとおしさが溢れ出す。それから耳元で囁ささやく。

「好き」

「……へ……」

「おまえに、出逢えてよかったのはわたくしの方。この魂たましい、半分だけならおまえにくれてやってもいいわ。……〈詩人バルド〉としてもこき使って差し上げるから光栄に思うがよろしくてよ、おーっほほほ！　わたくしだけに永遠に傅かしずくがいい！」

　最後はいつもの調子で高笑いしたが、リュクシオルは終始ぽかーんとしている。

　どうも思考回路が停止しているようだが、動き出すのを待つほどイヴリーンは優しくない。ヴェールを翻ひるがえしたところで、正気を取り戻した彼が追いかけてきた。

「おい、今のはなんだ!?　もう一度言え！」

「わたくしはなにも言ってなくてよ。例のごとく都合のいい聴覚をしていますこと」

「こ、こいつ……信じられない……叙任式の前になんてことをしやがるんだ！」

「かわいそうに、幻覚と幻聴は不ふ治じの病やまいね」

「くっ、叙任式をすっぽかして今すぐ違う儀式を執とり行ないたい……」

　そ知らぬ顔で返すと、リュクシオルは今にも血の涙を流しそうな形相で歯嚙みしている。

　イヴリーンは一呼吸置いてから、あらぬ場所を見たまま口を開く。

「……わたくしが死ぬ直前になら、もう一度だけ聴かせてあげてもよくてよ。それまでおまえは長生きすることね」

　こそっと一いち瞥べつすると、黒瑪瑙オニキスの隻眼が潤うるんでいた。彼は感かん極きわまったように叫さけぶ。

「──いいだろう、望むところだ。皺くちゃの老ろう婆ばになるまで首を洗って待ってろ！」

「完全に完かん璧ぺきに美しいわたくしに皺などできないわ、嫗おうなになれたとしてもね！」

　ほんの少しだけ笑ってから、イヴリーンは裾をからげて駆かけ出す。

　鏡張りの回かい廊ろうを抜けながら、遅れてついてくる靴音と世界の音に耳をすませる。

　儀式が控ひかえているというのに、目の前がぼやけてよく見えない。




　──ずっと、ありのままの自分を愛されたいとばかり願ってきた。




　けれど、生まれて初めて誰かを愛したいと思った。

　彼を、彼が「好きだ」と言ってくれる自分自身を。それから関わってきた人々も。

　そう思えたのは、彼が証明し続けてくれたからだ。

　彼でなければいけなかった。他の誰でもない、彼がよかった。

　手が早くて、顔だけの女たらしだけど、いつだって疑うたがう余地もないほど真まっ直すぐで、迷いなく引っ張り上げてくれる、趣しゆ味みの悪い──世界で一番美しい黒瑪瑙オニキスを持つ彼がいい。

（こいつがいれば、たとえこれから道に迷ったとしても少しも怖くない）

　だから、今日だけは彼に捧ささげよう。今日、イヴリーンが産まれたこの日だけは。

　ようやく見えてきた玄関の大広間サルーンには王族や高官どころか端はし女ためまで詰つめかけている。

　立ち止まったイヴリーンは目元をぬぐって、このうえなく優ゆう雅がにお辞じ儀ぎしてみせた。

　走ってきた二人に高官が眉まゆをひそめる陰かげで、目をうるうるさせたミレイユや、こめかみを押さえるロジェがいる。視線を泳がせると元同級生もちらほら見かけたが、朝から姿を消しているひばりはいない。仕方なく進み出たら、国王夫妻が微笑ほほえみかけてくれる。

　近々王位を継けい承しようするソンジャンテはまぶしそうに夏の森色の瞳ひとみを細めていた。年がら年中、各国から釣つり書しよが届いているのに、相手を決めかねているらしい。

　その隣となりでかすかに会え釈しやくするヴァランタンも結婚の気配がなく、近衛このえ隊たいを鍛きたえ上げるのに夢中だという話だ。二人とも悪い人間ではないのに、世界は不思議に満ちている。

　それから、衛えい兵へいが扉を開け放つ。途と端たんに舞いこんできた小鳥がイヴリーンの頭に着地する。ひばりだ。チルルと鳴く精霊をこっそりこづいてから、こうべを反そらす。

　ぶわ、と視界に飛びこんできたのは人の群むれ。これからの人生すべてを懸かけることになる民たみの歓かん呼こに、繰り返される『プティ・エトワール』と『イヴリーン』の名。

　自然と笑みがこぼれ、イヴリーンははじまりの〈楽術ネウマ〉を贈おくる。

　この麗うつくしい世界と、愛いとしい者を讃たたえながら。







（前略）イリス王国歴代最高司祭エトワール三人目となる、ムジカ石を虹色に輝かせた〈紅こう鏡きようの歌うた姫ひめ〉イヴリーン・ド・オリヴィエ。

〈楽師カンタンテ〉には珍めずらしい黒髪であり、かつて音おん痴ちであった彼女だが、〈魔ま王おう〉の心をも癒いやした〈渓けい星せいの歌姫〉エルネスティーヌに比ひ肩けんする〈歌姫デイーヴア〉とまで謳うたわれるようになる。

　音痴の過去から受験者の増加に一ひと役やく買ったと言われ、日にち輪りんのごとく明るく照らす歌声で国民に希望を与え、ヒトと精霊を繫つなぎ、恩おん恵けいをもたらした功績は称賛に値あたいする。

　その一方で若くして冥めい府ふに旅立つまで、ラー・シャイの魔物との共存も模も索さくし続けた。

（中略）また魔物が生まれる前にほころびを見つけては正しく導みちびき、彼女が〈歌姫〉を賜たまわる以前より陰日なたなく支え続けた〈詩人バルド〉の存在もここに記す。





──聖せいフィデール楽がく院いん教科用図書、ゼナイド・バリエ著ちよ『星の光と影の歴史』より
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　こんにちは、朝前あざきみちるです。

　さっそく本編に触れますと一巻は不ふ屈くつの闘とう魂こん編、二巻は遠えん距きよ離りストーカーの陰いん謀ぼう編だったので、三巻はわりと真ま面じ目めに楽がく生せい編。詐さ欺ぎじゃない楽がく院いんファンタジーです。

　恋や友情を通して、上からツンデレなりに考えた結果、イヴリーンは斜ななめ上に飛ひ躍やくしました。そして、伊だ達てに手が早いわけではないリュクシオルが執しゆう念ねんの勝利をおさめました。

　とりあえず、結婚式での父親役はひばり（人型）が務つとめるはずです。たぶん泣きます。

　最後なので真面目なテーマも書きますと、『天才歌姫でなくなった私でも愛してほしい』でした。なので、一巻の終わり方は投とう稿こう作さくから変えてません。

　天才と呼ばれる人たちも、私のような凡ぼん人じんでは計はかり知れない部分で苦労したり、努力しているのかなぁと思いながら、本作も書いてきたつもりです。

　努力は必ずしも報むくわれませんが、天才でも動かなければ運命は変わらないはず！

　というわけで、いきなり真人間になったところで謝しや辞じで締しめます。

　ほどよいブレーキをかけてくださる担当Ｉさん。担当さんがいなかったら、私はガードレールという名の少女小説コードを突き破っていたところです。

　どのキャラも生き生きと描いてくださったカズアキ先生。今回も美しすぎるのと、絶対領域がまぶしくて、時間さえあれば何度も眺ながめていました。最後の最後まで、本当にありがとうございました！　初めて彼女たちを形にしていただいた時の感動は忘れません。

　その他、校正者さんにデザイナーさん、印刷所さんなど、本作に関わってくださったすべての方々に心からの感謝を捧ささげます！




　最後に、読者のみなさま。

　シリーズを通して、天才歌姫に付き合ってくださってありがとうございました！

　本作は好みが分かれるタイプなので（オブラート）、二巻でもありがたいのに、三巻まで書けたことの驚きと共に、みなさまの懐ふところの広さに感動しています。

　ファンメールなどでもご声援をいただき、私も『斯かくして』も本当に幸せ者です。何度も読み返しては励はげみにしています。

　三巻はいかがでしたでしょうか？　最後まで少しでも楽しんでいただけたら嬉しいです。

　あと公式サイトにて、後日談を掲けい載さいしていただいています！　テーマは『婚こん礼れいの夜』でネタバレ注意ですが、よかったら覗のぞいてみてください。またご縁えんがあることを願って。





近所からリンゴ味の炭たん酸さんが消えて絶望した、とある秋の吉日に　朝前みちる










著者

朝前みちる

Michiru Azaki




１月17日生まれ。千葉県在住。

ドキッ☆変態だらけの文化祭！ with秋、ハッピーエンドです！　ついでにオールキャスト。

別れは寂しいですが、彼女たちの物語はどこかで続いています。最後まで少しでも楽しんでいただけたら嬉しいです。

よかったら、表紙にいる隠れ変態も探してみてください。二重の意味で幸せそうな３巻もよろしくお願いします！










イラスト

カズアキ

Kazuaki




今回で終わっちゃうのは寂しいですが、イヴリーン達はこれから先、ドタバタしながらも仲良く過ごしていくんだろうなーと思いを馳せつつ…挿絵担当させていただいてとても楽しかったです！　ありがとうございました！
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